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発刊にあたって

ここに、年報第 1号を発刊します。横浜市内の馬車道で長らく“県博"の名で親しまれてき

た県立博物館が、益々内容を充実させるために発展改組され、人文系の県立歴史博物館と、西

湘地区小田原に新設された自然系の県立生命の星・地球博物館の 2つに分離・独立しました。

1 995年1月のことでした。

以来、県立生命の星・地球博物館は、その名の表す通り、地球環境時代・グローバル発想時

代に相応しく、社会の動静にジャスト・フィットの活動を繰り広げてきました。開館531日

目に早くも 80万人を突破する盛況ぶりで、館の建設方針が時流に合っていたことを物語って

いるものと思われます。

館設立に当たって、県の関係各位はもちろん、多くの方々から絶大な御理解、御支援を受け

たことは申すまでもありません。小田原市との協調事業でもありましたので、地元の皆々様か

らの力強い後押しをいただけたことを、心から感謝いたします。

館建設には8年もの長い、慎重な準備期間がありました。展示・運営コンセプトの検討、研

究・展示資料収集の吟味、普及・ 学習支援方法の改善等々、近代化へ向けての多くの課題と取

り組んだ時期でした。

その結果、開館してからは、グローパルな話題から地域研究・各種交流の諸点で大きな成果

を挙げることができました。そのまとめとして、館の年報が創刊されました。内容も、これま

での事業中心から機能中心での要約となりました。1年を経過した反省と同時に、次なるステッ

プへの礎石として大切にしていきたいと願っています。

1 997年3月

神奈川県立生命の星-地球博物館

館長?翼団隆士
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開館までの経緯

「県立生命の星・地球博物館」は、昭和42年に開館した「県立博物館」の自然系部門が独

立-充実して新たに建設されたものである O

「県立博物館jは、神奈川の自然と歴史を基本テーマとした総合博物館であったが、開館か

ら20年を経過する中で、収蔵資料の大幅な増加による収蔵スペースの狭隆化、展示設備の老朽

化・陳腐化等、さらには、自由時間の増大や科学技術の発達、情報化、国際化の進展等に伴い、

学習ニーズが多様化・高度化し、県民の期待に十分に応えることが困難となってきた。

こうした状況の中、昭和61年12月、県の総合計画である第二次新神奈川計画において、高度、

専門的な文化活動に対応できる文化施設の計画的整備の一環として、博物館の再編整備が同計

画の重点事業として位置づけられ、「県立博物館Jを自然系博物館と人文系博物館に分離独立

させることとなった。

この計画を受け、教育委員会は博物館再編整備のあり方の検討に入札昭和63年12月には学

識経験者や地元関係者を含めた神奈川県立博物館整備構想懇談会(座長 渡遺格慶応大学

名誉教授)から『神奈川県立博物館整備構想に関する提言一自然系博物館・人文系博物館の基

本的な考え方-jが出されたのをうけ、平成元年3月に『県立自然系博物館(仮称)整備計画J

及び『県立自然系博物館(仮称)展示計画Jを策定し、事業の具体的な推進を図ることになっ

。
た

そして、平成 7年3月20日、小田原市入生田に、 46億年にわたる地球及び生命の営み、地球

環境の重要性を共に考える自然系博物館として「県立生命の星・地球博物館jが開館し、翌日

から一般公開を開始した。また、「県立博物館jは、神奈川の文化と歴史を総合的に扱う人文

系博物館の「県立歴史博物館jとして全面改修を行い、同じく平成7年3月に開館した。

なお、経緯の詳細については、博物館再編整備事業の項目でふれることとする。
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I沿革

昭和61年12月 第二次新神奈川計画において、博物館の再編整備が決定

昭和63年7月 神奈川県立自然系博物館(仮称)を小田原市入生田に建設することが決定

12月 神奈川県立博物館整備構想懇談会(座長渡遁格慶応大学名誉教授)から提言

平成元年3月 神奈川県立自然系博物館(仮称)整備計画策定

神奈川県立自然系博物館(仮称)展示計画策定

4月 教育庁社会教育部社会教育課に博物館建設準備班を設置

11月 神奈川県立自然系博物館(仮称)資料収集委員会(委員長上田 誠也東京大学名誉教授)発足

12月 展示設計プロポーザjレ実施

展示基本設計着手

平成2年2月 建築設計プロポーザル実施

建築調査設計着手

3月 自然系博物館整備事業が、小田原市との協調事業となる

神奈川県立自然系博物館(仮称)資料収集計画策定

博物館情報システム整備計画策定

9月 博物館情報システム実施計画策定

10月 建築基本設計着手

平成3年3月 自然系博物館(仮称)建設用地(小田原市入生田)取得

4月 組織改正により教育庁社会教育部社会教育課が、生涯学習部生涯学習課となる

10月 第一期造成工事着手

建築実施設計着手

展示実施設計着手

平成4年4月 組織改正により生涯学習部博物館開設準備室となり、企画調整班、自然系整備班、人文系整備班、展

示・資料整備班の4班体制となる

6月 第二期造成工事着手

8月 博物館情報システム開発プロポーザル実施

博物館情報システム開発調査設計着手

10月 自然系博物館(仮称)建築工事着工

自然系博物館(仮称)展示工事着工

平成5年4月 博物館情報システム開発着手

6月 第三期造成工事着手

平成6年6月 第四期造成工事着手

12月 自然系博物館(仮称)建築工事竣工

神奈川県立博物館条例一部改正

平成7年1月 神奈川県立生命の星 ・地球博物館が機関設置され、管理部に管理謀、経理謀、企画情報部に企画普及

謀、情報資料課及び学芸部の3部4課を置く

3月 博物館法第11条の規定に基づく登録博物館となる

自然系博物館(仮称)展示工事竣工

20日に開館記念式典実施、 21日から一般公開開始
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E機能
1.運営管理機能

(1)事業体系

「一・人事、庶務、経理事務等の管理運営
「一 管理運営 l 

1=1==;5 L一一 ・施設維持管理等の財産管理

運営管理機能一一一→

」一一博物館協議会 ・協議会の開催

E常設展の維持問ぴ闘え等
-シアタ一、ライブラリーでの映像上映等

.展示解説書等作成

催開備準
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口
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口
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特亡業
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別
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特
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機信発報章円

-総合研究

・基礎研究(グループ研究、個別研究)

・共同研究

-文部省科学研究費助成金等による研究

.委託調査等

・各種委員、役員

・学会、研究会、シンポジウム等

調査研究・学術交流

「一一・ 学会での発表

ト一一・ 委員会等での提案、提言、報告
研究成果の発表 一一斗

ト一一・各種会合での講演

L一一・研究成果の記録、出版

シンクタンク機能

E側一保管
・収蔵資料加工整備

-資料目録作成

・収蔵資料データ整備

「一一博物館資料の整理

データノfンク機能-→

'.....<>...1' t-.i..'''''---.I... __............ I一・資料館外貸し出し
L一一博物館資料の利用一一|

L一一・資料特別利用
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館
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講
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博F
 

教育普及

「一 ・レフ ァレンス業務
ミュージアム | 

/--.自然科学関係図書等の整備・提供
ライブラリー | 

し一一・ 博物館情報システムの提供

学習支援機能

E広報事業計酌作成実施
-取材等の対応

-定期的刊行物等の発行

広報普及

「一一 ・自然、文化の情報センター

博物館情報システム一一一一博物館事業の支援ーート一一 ・資料の収集、保存と活用の拠点

L一一 ・外部機関とのネットワークの構築

-地域交流会等の実施

(サロンド小田原、 トークコンサート等)

.施設の充実と利用者サービス

(レストラン、ミュージアムショップ等)
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(2)組織

①組織及び分掌

「一一 夕立
| 国

管 理部 一一寸

」経

技術担当

理
課 一一一一:人事、文書、給与、財産管理、 ; 
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1個人情報の開示

理

i予算、決算経理、物品調達、寄 i
課 一一一一一l贈及び寄託・借用物品の受領並
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:電気、冷j副く機、機械装置その;
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「 企画普及課一一一一の博物館活動の企画、普及
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②職員構成

[平成7年l月l日現在]

区 分 事務職 学芸員 技術職 司書 非常勤 合計

官官 長 l 

副館長

音1¥ 長 l l 

管理課 4 4 

経理謀 3 3 
ーーーーーー一一ー一 一一--

8 8 

技術担当部長 l 

企画情報部|

音日 長 l 

企画普及謀 5 3 9 

情報資料課 l 3 5 

3 8 3 15 

学芸部|

音rs 長 1 l 

動物権物担当 6 2 8 

古生物地球環境担当 6 6 
ー一一一ー ーーー ーー ー ーー - ー ーーー ー 』 ー 一一 ーー ーーーー ーー ーーー 一一ーー

言十 13 2 15 

i口'- 言十 12 21 l 6 41 

[平成8年3月31日現在]

区 分 事務職 学芸員 技術職 司書 非常勤 合計

館 長 l 

副館長

管理部|

音日 長 l 

管理課 4 4 

経理課 4 4 
一ーーーー ーーーー

言十 9 9 

技術担当部長 l 

企画情報部|

部 長

企画普及課 5 5 11 

情報資料課 l 3 5 
一ー ー 一一一一一一一

言1 3 8 5 17 

学芸部|

音日 長

動物-植物担当 8 3 II 

古生物地球環境担当 4 4 
一一一一一一一一一一 一ーーーー ー占ーー ← 一 一 一 一一 ーー ーー ー ーーーー ーーー目

計 13 3 16 

ぷE三3、 13 21 9 45 
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(3)麗入歳出決算

〔平成6年度J(当館開設後の館執行分に限る。)

歳入 (千円)

科 日 金額 内 訳

行政財産使用料 110 レストラン他建物等使用料

博物館使用料 5，496 観覧料収入

雑 入 4，201 展示解説書販売収入

メ口与 計 9，807 

歳出(人件費は含まず。) (千円)

事業名 金額 内 訳

維持運営費 53，085 錯の維持管理及び事業運営

展示事業費
総合案内業務

11，743 
展示解説書作成

事

業
調査研究事業費

総合研究等
2，130 

調査研究報告書等作成
費

資料整備費 1，599 収蔵資料目録作成

新築工事費 6，437 道路台帳調査

家屋事後調査

周辺整備費 8，981 電波受信障害事後調査

有線ケ ブル移設工事

草書開
資料収集費 23，476 

館外保管資料移転

展示資料修繕・加工

整備準備費 899 開館記念式典開催

初度調弁費 52.146 
資料収蔵庫内収納棚

備品等整備

ぷE〉3、 言十 160，496 

※ 当館は、平成7年l月1日に機関設置され、同3月

20日に開官官している。

このため平成6年度は博物館再編整備中であり、

建築・展示・外構工事費等の開館準備費及び館運営費

が混在しているため、整理の都合上歳出については

当館開設後の館執行分に限った。

一一7

〔平成7年度〕

歳入

科 日

行政財産使用料

博物館使用料

受講料収入

立替収入

雑 入

1口込 計

金額

3，728 

97，930 

197 

1，927 

6，374 

110，156 

歳出(人件費は含まず。)

事業名 金額

維持運営費 379，147 

展示事業費 44，794 

調査研究事業費 9，082 

資料整備費 28，820 

学習支援事業費 9，300 

かながわ県民

アカデミ一事業費
360 

情報システム

整備費
7，280 

ぷE〉コ、 言十 478，783 

(千円)

内 訳

レストラン他建物等使用料

観覧料収入

(常設展97，614特別展 316)

かながわ県民アカデミ 受講料

レストラン他電気・ガス・水道

立替収入

展示解説書等販売収入

ライブラリ 複写代

(千円)

内 訳

館の維持管理及び事業運営

常設展示維持運営

展示解説書等の作成

総合案内業務

特別展の開催

総合研究、基礎研究

調査研究報告書の作成

博物館資料収集

収蔵展示資料修繕-加工

収蔵資料目録作成

各種講座、講演会等の開催

図書等資料整備

広報用資料作成

「イネ科植物入門講座j開

{崖

システム開発

データ入力等



(4)神奈川県博物館協議会

神奈川県立の博物館条例に基づき、本協議会が付属

機関として設置されており、県立生命の星・地球博物

館並びに県立歴史博物館の運営に関する事項につき、

館長の諮問に応ずるとともに、館長に対して意見を述

ベる。

平成6年度、 7年度における本協議会の開催状況は

次のとおりである。

〔開催状況〕

開催日 場所 議題

-平成6年度事業実施状況

について
平成7年

県立歴史博物館 -平成7年度予算について
3月8日

-博物館再編整備事業につ

いて

-平成7年度事業実施状況

平成7年 について
県立歴史博物館

-平成7年度資料収集状況11月10日

について

平成7年度事業実施状況
平成8年 県立生命の星

について
2月28日 地球博物館

-平成8年度予算について
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〔神奈川県博物館協議会委員名簿J(平成8年2月28日現在)

役職名等

学校教育関係

池上 紘 I .神奈川県立公立小学校長会副会長

吉田 弘治 !神奈川県立高等学校長会総務

日野 一郎 I ・神奈川県私立中学高等学校協会副理事長

社会教育関係

篠崎 浩子 神奈川県青年団体連絡協議会事務局長

関根 毒子 神奈川県地域婦人団体連絡協議会副会長

貫 達人 神奈川県文化財協会会長

堀 由紀子 神奈川県博物館協会理事

水野 次郎 神奈川の教育を推進する県民会議副代表

貫主 I畢 淑 神奈川県社会教育委員

学識経験者

一一ー一一 一一一一ーーー ーー一一 一一一一一一一一ーーー---一一一一一 一一 一一一 一ー

青木 淳一 横浜国立大学教授

吉川 春 二 横浜市教育委員会教育長

太田 陽子 専修大学教授

鎌田 久子 成城大学教授

清水 長澄 成城大学短期大学大学部部長

圭室 文雄 明治大学教授

長谷川善和 横浜国立大学名誉教授

加藤 隆 神奈川新聞社編集局文化部長

吉行 瑞子 東京農業大学教授

座間 茂俊 大和市教育委員会教育長



2.情報発信機能

当博物館は「生命の星・地球」を基本テーマとして、

4 6億年にわたる地球の壮大な歴史と生命の営みの神

秘性、そして神奈川の自然について、実物資料を中心

にストーリーをも って、分かりやすく展示している。

具体的には、 4つのサブテーマ及びジャンボブック

で構成する常設展と特定テーマにより年 2~3 回開催

する特別展及びオープンスペースのライブラリーやシ

アターなどで来館者の方々に情報を発信している。

(1)常設展

①常設展示室

基本テーマ「生命の星・地球jに沿ったストーリー

展開を見せるため、常設展示を次の4つのサブテーマ

に分けて展示を行っている。

展示室 1I地球を考える」では、地球誕生の過程と地

球の仕組み、生命が誕生してその働きによって地球が

変わってきた様子などを、岩石や化石資料、映像など

によって展示。

展示室2I生命を考える」では、瞳tが生んだ多様な生
物種、生命の進化の過程について、実物を中心に展示。

展示室3I神奈川の自然を考えるJでは、神奈川の大

地のおいたち、神奈川の生物相や自然の現状について、

実物や模型などで展示。

展示室4 I自然との共生を考えるJでは、地球は生命

を育み、進化を続けることができた奇跡的な自然環境

を備えているが、現在、その自然環境に人間の社会活

動による影響が様々な形で現れはじめている。そうし

た状況を衛星画像や映像で展示。

②ジャンボブック展示室

ジャンボブック展示室では、系統的分類体系で整理

された各種標本、コレクションなどの実物資料を本の

ページを聞いた形の大きな展示ケースに収め「実物百

科事典Jとして展示。

なお、ジャンボブックは年度中下記のとおり 5回の

展示替えを行った。

『夏の植物(神奈川の植物)j 

〔展示期間〕

平成7年6月13 日 ~ 9 月 1 0日
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〔内容〕

夏の問、県内で見られる海岸の植物、つる植物など

を原色さく葉標本を中心に展示。

〔主な資料〕

・つる植物:クズ、ヘクソカズラ、カラスウ リなど原

色標本12点

-海岸の植物:ハマカンゾウ、ハマボッス、イワダレ

ソウなど原色標本 12点

-雑木林の植物:ヤプラン、オオハギボウシなど原色

標本12点

-草地の植物:コオニユリ、ウツボグサなど原色標本

1 2点

・ヤマユリの模型と香り装置

『秋の植物 (神奈川の植物)J

〔展示期間〕

平成7年9月11 日~ 1 2月27日

〔内容〕

秋、県内で観察することのできるキク科、カヤツリ

グサ科植物などを原色さく葉標本を中心に展示した。

〔主な資料〕

-キク科植物 :ノコンギク、シラヤマギク、ウラギ

クなど原色標本14点、カワラノギク、タテヤマ

ギク、ツワブキの模型3点

-カヤツリグサ科植物:ホタルイ、テンツキ、ハリ

イ、ヒメグサなど原色標本33点

f春の植物(神奈川の植物)J

〔展示期間〕

平成 8 年 1 月 5 日 ~ 6 月 1 9日

〔内容〕

春にみられる雑木林や水田の雑草を原色さく葉標本

を中心に展示した。

〔主な資料〕

・雑木林の植物:フデリンドウ、イチリンソウ、ムラ

サキケマンなど原色標本26点、スミレ類模型4点

・水田雑草:カキドウシ、ムラサキサギゴケ、スズメ

ノテッポウなど原色標本26点

『海の中の火山(トピックス)j 

〔展示期間〕

平成7年7月17 日~ 1 2月10日

〔内容〕

太平洋のまん中にあるハワイ島は、今も活動してい



る火山である。ハワイ諸島にはたくさんの島があるが、

すべて火山でできている。太平洋にはハワイのほかに

も火山の島や海面に顔を出していない火山がたくさん

ある。このような火山は、地中深くでできたマグマの

営みのひとつでありマグマは地球の中をのぞく手がか

りになる。海にあいたマグマの窓からどのようなもの

がみえるか展示した。

〔主な資料〕

・ハワイ島産:玄武岩溶岩9点、ベレーの毛、ベレ

ーの涙 18点、スコリア 4点、黒砂l点

-西サモア産:玄武岩溶岩4点

・アメリカンサモア産:玄武岩溶岩1点

・ニュージーランドクック島産:玄武岩 (カンラン

岩入り )3点

『列島の火山 (トピックス)j 

〔展示期間〕

平成7年12月11日~平成8年4月21日

〔内容〕

日本列島は小さな島が集まってできている。この小

さな島じまには変化に富んだ自然があり、多くの観光

地がある。中でも火山がつくったきれいな景色や温泉

は、観光客の人気の的である。火山がどうして日本列

島にたくさんあるのか。また、火山がたくさんある列

島は日本だけなのか、神奈川になじみのある丹沢、箱

根、伊豆半島、伊豆諸島から、日本や世界の列島の火

山のなぞをさぐっていく展示をした。

〔主な資料〕

丹沢産花両岩2点、ハンレイ岩、流紋岩

足柄産石英閃緑岩

箱根産安山岩3点、デイサイト

伊豆産 デイサイト、安山岩、玄武岩

伊豆大島産玄武岩

新島産流紋岩

神津島産流紋岩

三宅島産玄武岩

八丈島産玄武岩

岐阜県乗鞍岳産安山岩

長野県和田峠産流紋岩

鹿児島県桜島産 デイサイト

大阪府二上山産安山岩

(2)特別展

〔名称〕 ‘

特別展『チョウとガの世界J

〔開催期間〕

平成7年10 月 7 日~ 1 1月26日 (41日間)

〔会場〕

博物館特別展示室

〔主催〕

県立生命の星・地球博物館、日本鱗題学会

〔後援〕

神奈川昆虫談話会、相模の蝶を語る会

〔内容〕

日本では初めての試みで、鱗題目昆虫のほとんどの

科の標本を収集し、系統的に展示することで、チョウ・

ガ類の世界全体を見渡すことができるようにした。

また、神奈川県産の標本を基にして名前がつけられ

たチョウ、日本や世界の美しいチョウ、ハチにそっ く

りに飛び回るガ、冬だけ現れるふしぎなガ、毒をもっ

チョウに擬態したチョウやガなど、興味深い話題を提

供した。

この特別展は、日本鱗麹学会の創立50周年記念事

業の一環として学会との共催により開催した。

〔主な資料〕

一時一

・系統別標本:ミクロのガ類、マダラガ、シャクガ、

アゲハモドキ、イカリモンガ、カレハガ、イボタ

ガ、ヤママユガ、スズメガ、シャチホコガ、 ドク

ガ、ヤガ、 トラガ、コブガ、ヨトウガなどドイ ツ

箱76箱

・チョウの不思議な世界 :世界最大級のアゲハチョ

ウ、世界の異型アゲハチョウ、鳥への威嚇?、 フ

クロウチョウ、渡りをするチョウ・オオカパマダ

ラなど

・ガの不思議な世界 :巨大なガ、益虫のガ、海上で

採集されたガ、毒のあるガ、隠された後ろばねの

美しき、果実の害虫などドイツ箱71箱

・プライヤー:日本産蝶類図鑑、ザイッ :世界の蝶

(全巻)、松村松年:日本千虫図解 (全巻)など日

本のチョウ・ガに関する本35点

・オオムラサキの初日カバー、日本の蝶シリーズ切

手のマキシムカード等日本と世界のチョウ・ガの

切手380点

〔入場料〕

2 0歳以上 (学生を除く )1 0 0円

2 0歳未満・学生 5 0円



高校生以下 .65歳以上 無料

〔関連事業〕

-日本鱗麹学会50周年記念大会の開催

(11月4、5日)

・特別展展示解説(毎週日曜日午後l時30分から)

〔入場者数〕

16， 902人

〔印刷関係〕

特別展図録760部

〔名称〕

特別展『日本最古の霊長類 ・中津層出土のサル化石』

〔開催期間〕

平成 8 年 3 月 1 日 ~ 5 月 1 2日

〔会場〕

博物館特別展示室

〔主催〕

県立生命の星・地球博物館

〔内容〕

198 7年に愛甲郡愛川町でステゴドンゾウが発見

されて以来、神奈川県立博物館を中心に進められてき

た上部鮮新統中津層発掘調査において 1991年にサ

ル頭骨化石が発見されたことは、日本の化石研究史に

残る快挙でした。発見者の小泉明裕氏と地主の八木世

高氏のご好意により、その化石資料は当館が寄贈を受

けたのを機に一般公開をした。

今から 20 0 ~300 万年前の神奈川の大地に住ん

でいたサルを中心にゾウ、サイ、シカなどの陸上動物

をはじめ、近くの海にいたアシカやクジラ、ウミガメ、

サメや多くの貝類などの化石を用いて 250万年前の

神奈川の自然を復元した。

〔主な資料〕

・県指定天然記念物 :サル、ゾウ、サイ、ウミガメ、

ホオジロザメ、ネズミザメの6干重7点

-霊長類の頭骨 17点

-陸性晴乳類ゾウ、サイ ・シカの歯、頭骨、脊椎、

助骨など21点

-海性晴乳類クジラアシカの歯、頭骨、脊椎、助骨

など15，点

・カメ類の甲羅、指骨など33点

・サメ類の歯、脊椎など65点

・硬骨魚類の脊椎、歯、鱗、耳石など49点

.ウニ・カニ類の甲羅、殻など7点

・貝類 109点
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-植物の葉、種子など28点

-発掘作業の様子を 3-D (立体視)とビデオで紹

介

〔入場料〕

無料

〔関連事業〕

特別展展示解説 (毎週日曜日午後l時30分から)

〔入場者数〕

26，049人 (3月31日まで)

〔印刷関係〕

特別展図録1，000部

(3)ライブラリーコーナー

ライブラリーコーナーには、科学の最新情報を入館

者にいち早く提供することを目的とした情報展示パネ

ルとウオールケースが設けてある。

本年度は、ウオールケースを用いて、最近当館が寄

贈を受けた棲井欽一鉱物・化石コレクション、阿部光

典ゲンゴロウ類コレク ション、小田原利光カニ類コレ

クションの一部を紹介した。

(4)ミュージ.アムシアター

ミュージアムシアターは、通常、ハイビジョン番組

とインタラクティブクイズを上映しているが、ステー

ジを用意するなど学会・講演会用の設備も準備してい

る。

座席は 308席。全座席には、メモなどを取るため

に折り 畳みテーブルを設けている。また、車椅子用の

スペースとして、 5台分を確保しである。中央部にあ

る115席(車椅子用 5席を含む)については、イン

タラクテイブクイズ回答用の 5選択押しボタンスイ ッ

チを設置しである。

照明設備は、場内の明るさを簡単にコントロールで

きるようにしてあり、演者などを照らし出すためのス

ポット照明を用意している。

上映設備は、 200インチ・リアプロジェクション

方式を採用したハイビジョンシステムを中心に、 35 

mmスライド映写機、 1 6 mmフィルム映写機を備え

ている。ハイビジョン映像の送出は、フル規格やMU

SE規格レーザーディスクプレーヤーから行う 。また、

テレビやビデオ、レーザーディスクなどはハイビジョ

ンに変換してから上映する仕組みとなっている。学

会 ・講演会用に、実物投影機やフラ ットスキャナ一、

電子白板も備え、これらもハイピジョンに上映できる



ようになってる。これらの操作は、ステージ上や映写

室の操作卓にある簡単なパネルで行えるようになって

いる。

同時通訳用に3つのブースを用意しであり、国際的

な催し物にも対応できる。同時通訳された内容は、ワ

イヤレス方式のレシーパーによって来館者に伝えられ

る。通常上映しているハイビジョン番組は 2本ともこ

の仕組みを使って、英語訳とハングル語訳のナレーシ

ヨンを行っている。

学会 ・講演会などを記録するためのカメラが、国定

式2台、移動式l台用意され、カット編集ができるよ

うに編集機が設置されている。

①シアターの上映番組

ミュージアム シアタ ーでは、 ハイビジョンを 2本

(各15分)と、インタラクテイブクイズを l本 (20分)

の計3本を上映している。

ハイビジョン番組は、「生命の星・地球」という博

物館の基本テーマと同じタイトルで、サブタイトルと

して「奇跡の旅立ちJと「生命の輪舞jという 2本と

なっている。「奇跡の旅立ち」では、地球の誕生から、

初期の生命の発生、そして、その生命との相互作用に

よって生命の星としての条件を整えてきた過程を説明

している。「生命の輪舞Jでは、生物の上陸以降をフ

ォローし、進化とともに動物と植物の聞の密接な関係

を説明することによって、私たち人類のあり方を問う

ている。

インタラクテイブクイズは、 r'怪人ネイチャーラン
ドの挑戦jと称している。これは、怪人ネイチャーラ

ンドが盗み出した水晶玉を、来館者がクイズに正解す

るごとに取り返していくといったストーリーで、}来館

者の答えがストーリーの展開を変えていくといった、

インタラクティブ(相互作用)型の博物館オリジナル

作品となっている。クイズのテーマは、「地球は生き

ている」、「植物は変身の天才だリ、「魚のサパイバルJ、

「動物の足跡捜査隊」、「どうぶつ親子全員集合!J、

「ヒトの謎を科学するリの6種類ある。

②シアターの上映回数

通常、午前・午後それぞれ各番組 l回づっ、計6回

上映している。また、お盆休みに相当する 8月12日か

ら17日においては、インタラクテイブクイズを午後に

l回増やし、計7回の上映を行った。

一-12一一

1 09:30~09:45 奇跡の旅立ち

2 1O:30~ 1O :羽生命の輪舞
通 3 11:30~ 11:50 インタラクティプ

常 4 13 :00~ 13:20 インタラクテイブげ

5 14:00~ 14: 15 奇跡の旅立ち

6 15 :00~ 15:15生命の輪舞

1 09 :30~ 09:45 奇跡の旅立ち

2 1O:30~ 1O :45 生命の輪舞
8/12 3 11:30~ 11 :50 インタラクテイブ

4 12:30~ 12:50 インタラクティフ+

8/17 5 13:30~ 13 :45 奇跡の旅立ち

6 14 : 30~ 14:50 インタラクテイフや

7 15:30~ 15:45 生命の輪舞

①シアターの入場者数

シアターの全入場者数と、上映している番組別の鑑

賞者数を集計したものを表-1に示す。この表には、

博物館に来館した人がどのくらいシアターに入場して

いるかを計算したものを加えである。これを見ると全

来館者の内、およそ半分がシアターを利用し、ハイビ

ジョン番組は3割、インタラクティブクイズは 2割の

人が参加していることがわかる。また、上映 l回当た

りの入場者数は、お昼をはさんで上映しているインタ

ラクテイブクイズの方が、ハイビジョン番組より上回

っている。

表ー2には、インタラクテイブクイズの利用状況を

まとめである。クイズ回答用のスイッチの付いている

席が115席しかないのにもかかわらず、 l回平均 1

5 7人もの参加がある。実際にクイズに回答している

のは、 l回平均82人となっている。



[表1]

ミユージ‘アムシアター利用状況 (95年3月か596年3月まで)
利用月 シアター ハイビジョン インタラクナイブ 来館者数(d)(8) / (d) (b) / (d) (0) / (d) 

入場者数(a)上映回数1日平均鑑賞者数(b上映回数 1国平均参加者数(0上映回数1回平鈎 [覧] [，，] ["] 
何19年95度年3計月 12.763 10 1.276 7.564 40 189 5. 199 20 260 24.374 52.4" 31. 0首 21. 3" 

12.763 10 1. 276 7.564 40 189 5. 199 20 260 24，374 52.4'拓 31.0% 21. 3% 
1995年4月 23，390 25 936 14，774 98 151 8，426 49 172 54，937 42.6覧 26.9首 15.3担
1995年5月 24，451 25 978 15，333 1∞ 153 9，118 50 182 51，699 47.3" 29. 7揖 17.6首
1995年6月 18，211 25 728 11，128 100 111 7.083 50 142 37，497 48.6覧 29. 7首 18.9覧
1995年m 19， 798 26 761 12，078 104 116 7， 720 52 148 39，676 49.9" 30.4百 19.5首
1995年8月 39，307 26 1，512 22，529 104 217 16，778 57 294 66，114 59.5" 34. 1耳 25A覧
1995年9月 15，648 26 602 9，968 104 96 5，680 52 109 30，240 51. 7" 33.0覧 18.8百
1995年10月 17，357 24 723 10，216 94 109 7，141 47 152 37，479 46.3" 27.3百 19.1" 
1995年11月 15，684 23 682 9，567 92 104 6，117 46 133 35，170 44.6覧 27.2覧 17A首
1995年12月 8，188 22 372 4，921 87 57 3，267 42 78 14，486 56.5百 34.0覧 22.6覧
1996年1月 11，623 23 505 6，993 91 77 4，630 46 101 19，111 60.8出 36.6百 24.2覧
1996年2月 13，448 25 538 7， 794 96 81 5，654 48 118 23. 139 58. 1" 33. 7首 24.4覧
1996年3月 21，706 26 835 12，∞2 100 120 9， 704 51 190 43，662 49. 7拡 27.5覧 22.2百
95年度計 228，811 296 764 137，303 1. 170 116 91.318 590 152 453，210 51. 3% 30. 8% 20. 1覧
且盤累計 241，574 306 789 144，867 1，210 120 96，517 610 158 477，584 50. 6% 30. 3% 20. 2" 

[表2]

インタラクティブクイズ[怪人ネイチャーランドの挑戦]利用状況 (95年3月か596年3月まで)
利用丹 インタフクナイブ

上映回数 参加者 回答者
総数 1回平均 総数

9419年95度年3計月
20 5，199 260 1，830 

20 5.199 260 1，830 
1995年4月 49 8，426 172 3.915 
1995年5月 50 9，118 182 4，248 
1995年6月 50 7，083 142 4，044 
1995年7月 52 7，720 148 4，414 
1995年8月 57 16，778 294 6.448 
1995年9月 52 5，680 109 3，456 
1995年10月 47 7，141 152 4， 196 
1995年11月 46 6，117 133 4， 196 
1995年12月 42 3，267 78 2，624 
1996年1月 46 4，630 101 2， 734 
1996年2月 48 5，65.4 118 3，249 
1996年3月 51 9， 704 190 4，816 

95年度計 590 91，318 152 48.340 

|開館累計 610 96，517 158 50，170 

(5)刊行物

「神奈川県立生命の星・地球博物館展示解説書J

〔発行日〕

平成7年3月20日発行

〔内容〕

-展示場の概要

・エン トランスホール

.生命の星の条件

-地球を考える

地球誕生

地球の仕組

生命が変えていく地球

.生命を考える

地球が生んだ多様な生物種

多様性をもたらしたもの

-神奈川の自然を考える

神奈川の大地のおいたち

1回平均
92 

92 
80 
85 
81 
85 
113 
66 
89 
91 
62 
59 
68 
94 

81 

82 

上映回数

地Zまはる植の物天は変身 魚の 動物の足跡どうぶ集つ親合子ヒトの縫を
生きてい 才だ!ザ1"イ".島俊査隊 全員 科学する!

2 

2 
10 
6 
9 
4 
4 
12 
4 
5 
14 
9 
4 
3 

84 

86 

-13一

2 1 。
2 O 

3 。
6 。

2 5 。。 13 13 
2 13 18 
E 10 9 
3 15 9 
4 8 8 
4 4 4 
8 5 7 
6 5 9 
2 13 16 

35 100 93 

37 101 93 

相模湾に生きる

神奈川の大地に生きる

人と自然のかかわり

-自然との共生を考える

地球の環境

地球と人類

地球と生命

-ジャンボブック

コレクション

自然界のバラエティー

色と形の不思議

トピックス

13 2 

13 2 
24 11 
27 10 
23 11 
8 14 
o 20 。 19 。 16 。 21 。 16 。 17 。 24 。 17 

82 196 

95 198 



3.シンクタンク機能

研究機関としての博物館、それを支える専門職としての学芸員は、県内はもとより、囲内外のシンクタンクとして

様々な活動を行っている。ここではそれらの活動を各項目ごとに取りまとめた。ただし、ここに集録したもの以外に、

記録の困難性から取り上げられなかった活動も多い。中でも各種資料の同定依頼や学術論文のレフェリ ーのようなレ

ファレンス業務に関しては、相当な時聞が費やされていることを付け加えておく 。全体としてみれば、開館初年度と

いう特殊事情の中で積極的な事業展開がなされたが、予算や時間の配分に関しては、今後解決しなければならない問

題が多く残された。

(1)調査研究事業

調査研究活動に関する要綱に基づき、総合研究2テーマ、グループ研究9テーマ、個別研究21テーマを行った。以下、

研究テーマと研究者(総合研究とグループ研究については代表者)を列挙する。研究内容については本項末尾の平成

7年度研究発表会講演要旨集を参照のこと。

[総合研究]

1)地球熱史プロジェクト (r生命の星・地球」歴史と謎の研究調査) 研究代表者:小出良幸

2)伊豆・小笠原弧の研究研究代表者:今永勇

[グループ研究]

1)神奈川県における大型晴乳動物の分布の史的変遷および形態変化に関する研究研究代表者:中村一恵

2)相模湾産海洋生物の分類および生物地理学的研究研究代表者:瀬能 宏

3)神奈川県の水棲見虫相調査研究代表者:高桑正敏

4)神奈川県とその周辺地域の植物相、植物群落の構造と起源に関する研究 研究代表者:勝山輝男

5)緑の活性度から見た地球環境の変遺研究代表者 :新井田秀一

6)神奈川の大地の生い立ちを探る(神奈川の地球史編纂:Part-l) 研究代表者:平田大二

7)神奈川県内におけるエアロゾルの観測と分析研究代表者:山下浩之

8)化石を使用した博物館による学校教育の支援システム開発とローンキットの製作 研究代表者:松島義章

9)五感を通した自然認識の方法論とその博物館の普及活動における効果的な展開に関する研究 研究代表者:新井一政

[個別研究]

1)地球環境の変遷に関する研究 新井田秀-

2)地球誕生の条件小出良幸

3)地球内部の揮発成分について 山下浩之

4)箱根火山付近の研究 (南部フォッサマグナ地域の構造発達史) 今永 勇

5)伊豆・三浦 ・房総地域の火成活動の変遷平田大二

6)相模湾を中心とする南関東域の新第三系・第四系の貝化石調査松烏義章

7)晴乳類化石の分子生物学的手法による同定大島光春

8) Stegodonの肩肝骨と上腕骨の特徴について樽 創

9)日本の近世におけるアシカ科動物の分布復元に関する研究 中村一恵

10)モグラ類(アズマモクーラとコウベモグラ)の分布調査:とくに、箱根を中心とした住み分けについて 山口佳秀

11)社会的ネ ットワークをもとにした霊長類社会の変異の解析 広谷浩子

12)神奈川県およびその周辺地域における両生 ・順虫類の分布状況調査 新井一政

13)ボラ科魚類の系統分類学的研究瀬能宏

14)オビハナノミ属甲虫の系統 高桑正敏

15)ミナミヤンマ科の分類学的研究 苅部治紀

16)巻員の殻の機能形態に関する研究佐藤武宏

17)カヤツリグサ科植物の分類学的研究 勝山輝男

18)日本産蘇苔類の分布と生態的研究 (1.南関東地方) 生出智哉

19)近縁な植物種の種生態学的比較研究(植物社会学的な手法による解析) 田中徳久

20)イネ科植物の種生物学的研究 木場英久

21)生涯学習施設としての当館の学習支援活動のありかた 奥野花代子

14 



【平成7年度研究発表会講演要旨集】

3月14日:総合研究・グループ研究の部

3月15日:個別研究の部

1996年

於神奈川県立生命の星・地球博物館会議室

-・E習Z彊苛富司・・

措合研究 1 

総合研究「地球且史プロジェウ卜J
『生命の昆 地止ま])密史と誌の僻究明査

小山良事 l明。 3.]4

: なぜ調べるのか(研究の背景)

ユ 地i事や惑星のでき方でわかっていること
O地域や場隻の例制 捌石と似たもの
太陽系を""た拘伎は 隙右に似た成分で必る.それは 悶石がり"・今訓にできたこととある極の附石の化学飽"

が太治の化学組成に似ていることなどが"Mとしてあげら礼ている，，.訂には ガス(畑完成分}や皆吉{ケイ政省富鉱
物} 絵様化候(F.やFcS)が成分として合まれている このような成分が地球ゃn の"“になったはずである，
0現在の地鼠
現在の地球の特俸は層脇迭を持つこど と内部が黙いことでhる~.造とは外側から 大気摘潟地般マン

トル t寝泊、ら必る.大失調樽『ま保宛成分 (N.白 1"")から 樹投 マントルはケイ絞庖依物から 怖は餓(F~) 

からできている，.の各..，成分は外側から内側に向かつて比1震が大さ〈なっている 地球の嵐，.は内舗になるほど術

くなっていき 中心"では7，50crcにもなる.現在の地Eまでは地漢に向かって毎度が低〈立ることから 地球内簡には

傑を発生するメカニヌムがゐヲ 黙を巡るメカニズムがあることに必る.
2 よ〈わからrぷいとニろ
地B棋の2量生から現在の~に支る辺慢がよ〈わかっていない.

II なにを調べるのか(研究の目的)
よ〈わからないとこるを調へる.よくわからないとこるは材"から製花の地球にいたるプロセヌであるーそのゆで
地味のでき方(採納地嫁}と地獄内鰐の勲のもkとその.. ばれ方〈地主義の然的進化)をM岬県史プロジェク トの段終的

t，"的とする
O絶l皐のでき方(原総会.'"
地惑の3誕生のころ マグ守 オ ンヤンがあったといコ仮泌が置けらている このよフな仮ぬは現a.nももっkも
らしいと舞えられるものでるるが 実経はされていない.
{開祖)マグマオーンヤンに何が起こったのか
マグマオ シ4ンとは 惑星形成の初期に高話の略蹴がめったというそヂルでゐる 地""でさた回目は 11!11;に高温
oooo'C以上}で各禍の成分が溶けた{時磁}と.えられる.マグマ;.1--:，..ャンの附に 限右の成分から mい成分が
ttみがスが抜け出る{物震の化単>>化}という現象がおこり、地銀のMt(i:li:ができたと覚悟えられる このようなそデル
はあゃあふやでN学的に実伍されていない.
O絶域内包晴舶のもととその湿ばれ方(地却の然的定化}
(問."地主事の内..の脅さ2置はなにか
組凶暴の書院のもとは 地味ができるときにものが緩まることによって初飽きれるエネルギ 〈眼力エネルギ 〉と欧州

性元湾の州壕によるエネルギー{餅狐元素)がその主たるものである.と〈に栴淑とほる元3容がどこにどの毘廃合まれ

ているかが 地琢形成畿の動的i削kを考えるヒで非常にmf.1な開制である.
(問題}倶l孟どのようにして連ばれるか
地認の内慨は現在も鱗いため その併が"邸{宇宙空間}に退ばれる.このような燃を鴻継する過侭で 地悼の袋町

に各慢の地質学的変化をもたらす.地震学は このよう々問贈を畑〈 ことは回帰している巳

III どうして割べるのか(研究の方法)
Oマグマオ シヤJを作る(合成実酸}
マグマオーy ヤンを実僅的向準的に濁へるために育現してみる.データヘ スを活用しで 地掠誕生の物理化俳先
例そ限定する.データベースから峰定した各磁の初期物質，初闘条件で第搬を幻こなう.，匙随結束から 地域誕生の条

件を則定し 地滋彩感のそデルを形成する.
Oダイヤモ〆ドを醐べる{合威実験)
ダイヤモンドは 地縁の}暑探いところからきた物買であるーダイヤモンドから 易立の地球の探静の男性揚元棄の居
場所を緯定する.
O今.でわかっているニとをまとめる(データベースの織療)
地球熱S起を朗らかにするこ左ば 地母の噂化の金授を解明することである.そのために 膨大に(f(f"すると拷えられ

る.栂データをまとめて賢司更する必要がある.

rv どこまでわかったのか(研究の成果)
Oマグマオ γャンを作る(合威~Il)
実験終置の製作と予備実験をおこ危。ている(小山個人研究)，

0ダイヤモ〆ドを頗ぺる{合霞~")
w駿と分衡をおこなっている{山下位入研究1，
0デタベスを作る
各"のデタヘス(現在進行中〉と統治的，宣告 (199?午穆，"版予定}をまとめる 陥右データ ヘース(完氏}

宇宙ヂタベ， (完成).$0.1.データ ペース(ヲt;rtl 補届高圧データ ベースデータ収集中 今年公表予定
地"史'"主代太古代)データ ヘース(データ収集中 -1996.!f宛~予定 ) . FeSデータ ヘース(データ収
集中 -1円6'手発表予定}である.
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総合研究ー 2

伊豆 小笠原弧の研究(その 1) 伊豆ー小笠原弧北端部の研究

研究組組

今永 ~) (専門学五1'¥) 研究代炎宅 地質桃道

半附大二(主任学芸員) 絶世層序

山下浩之(銭rt.i} 岩石
持山和夫()寸前 n内然府与tii~na) 火山

蟹江原光{繍須賀市'I'T.!'!{物館主任学誌只) 罰三紀Ii'i 府，j~'

K昼間換太郎(悔洋科学技術センター主幹) 梅t下地町

有.w， lt (樹氏同立大学地質教室教佼) れ石

研究目的

神第111はユーランアプレー! フィリピyffljプレート 太平作プレートの接点に位指

し狭い県土でありながら その地質的伝成り説ちは地域に kって大きくこと々り 変

化に富んだ自然環況を生んだ原因になっ n、る.

そうした大仰の成り虫ちの過程を過して、仲宗川町M然に対するiEしいlt!:誌を深め、自株

主人川の今後の係わりあいを考える務材とする.

研究内容

三浦半鳥 房総ド晶、大信義丘陵 丹沢西部について野外における総合調査を行うととも

に文献による他府の研究を行った.また地uが どの時代に形成されたものか分かれば、
同じ時代の地腐を比較しつなげることに kって1.4い地核の扇墳を後元することがでさる白

地層全対比する上で必要とする保然科石について "リクムーアルゴ/11による年代測定

を委託実産した.新たに得られた年代百料を用いて地'"の対lじを行い伊E小笠原弧の情造

発述火の同構成を行っている.

絶対年代の測定

制定川資料桁石は 198Hドから 1~!J 5年までにおもに今永が保策したむのである.

測定資料の内訳は、

足柄縞ntの1容岩火砕t;.点

足柄屑df.の賞人指 6点

丹沢層鮮の町入h-点

三浦 ~ l lJm~j:の貫入岩 2点

年代の測定は、 三是マアリアル紙式全11総合研究所技術センタ 川上研究室に依新制定

を行〈ょった.測定結果l立 岩石地腐の対比に4後用いると止もに、仲宗JII!l，l，数値午代デ

タベスとして市川'る予定である.
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グループ研貫一市

グループ研究中問先表レジメ

研究者名中村山口広谷大島

研究テマ 抑須川県における大型補乳額〈ニホン~カ イノンシニホンオオカミ〉

の分布袋還に聞する既存資お(主新f守縄文弥生 近現代)と阪本デ
ータ m掴位当事)を収集し.第凹紀温I筋世から現代までの形1Il<R:化をtJI':)
かにすることを目的とする.

3明塗概3霊1 本年度は将同産物製{企¥5巻)に配被されたオオカミ ヤマイヌーイヌの
名争停を姻出し.名物による醒乱を物思するための予備的な剖査を実錯した

(表¥). 

調査を機墜2 神奈川県におけるこホンオオカミと野生化犬の遺体記録を笠思した{表2)

資利所在副査 本年度は以下の資斜についての所化線認を行なった

1.1l1l本ili}'[鮒木間物館'"本願付 (情報収集は銃弁凹丘のt<lJJによる)
2. ~t九州市立自然史樽物剣仮本 ・ 頭骨 ( h1鰭収集は高桑正の箇カによる}
3政父宮記念三飾山略物納 碩村 ("'"行良大役佼・中村による製地制支}
4 原文産(1)ニ'"ンオオカミ(1)毛皮 例入所不，-(吉行良大教俊一

中村による現月色調主主). 

8年度の
割当佐保J!1 表2の複本NO.12については所作者である中村凶民(厚木市七沢在ω

から調査のための惜別または現地別炎の内諾を得ることができたことで

援本の計測と精査が可箆となった.また レプリカ作認の許可が符られれ

ば SiJo.度に創作し.収銀・保存に努めたい.
3国交概妥2，"'1済世の化石桜本については 長谷川鋳和正問多数保存されているとのこ

とであるので 長谷川止の凶プJが得られt1lt 今慢の調査対象としたい.

調査のf古川 本調査の鎚栄と資約の収集結果のー箆は 9年鹿児催予定の特別展 rォオ
カミとその仲間たちJ (仮称〉に生かしたい.

中村昭民所有線本{小原1990より}

グループ研究 3 

[グループ研究J神奈川県の水底E虫担調査
高桑正敏苅罰祐紀

「神奈川県レッドデータ生物調査絡告"Jで明らかなように、県内の水匝毘!l<煩の衰返は著しい
ものがある.ただし、この調査においては他に矧を見ないほど予算に庖まれず その高い評晒のウ

ラで、バックデータの正しさに冷や汗をかいているのが正笹なところである.それゆえ.高い関b

を寄せてくださっている県内外の要求に耳えるためにも 現状のデータをできるだけ詳し〈把思し

ておくことが、当陣物館の責任であると考える.当館の昆王位担当が迷うことな〈、神奈川県の氷倭

昆!l<ffl調査をグJいープ研究に位置づげたのは、こうした理幽からである.

本年度の目立った成巣

i アメンポ科(学忽胡)の分布調室が進んだ.

①償訴からコセアカアメノポの分布がIi:::dれたが、組担川以東では三浦半島に次ぐ記録である.
<ll記録の少なかったヤスマ、ノアメンポが県内に広岐に分布しているらしいことが判明した.

也記録の少ないエサキアメンボが愛川町からも発見できた.

2 キポンケシゲンゴロウの再発見がなされた.

本種は、県内では高子市・葉山町を流れる務戸川上淀減でのみ記録されていたが、近年の記録が

ないうえに レッドヂ タ生物調査時および今回の荷受でも岡地で宛見できなかった.このため、

話戸川では絶滅したことはほぼ確実であると考えざるをえない.しかし昨年紙、検須賀市大橋山間

舗の小況から本極が発見され、調査したところ多数の生息Jが確認できた.

来年度以品の研究計画

l アメンボ料尋'Illm
県内での調査を進めるとともに、平成9年度には県内での分布相をまとめ、神奈川自然邑資料に

控慣する予定である.

2 キポンケンゲンゴロウの分布相の杷II!
訴戸川のほかに大橋LIJ陶磁からも記録されたことで 三浦半島の各地に生息している可能性が高

まゥた.このため 本磁の生息に適していると考えられるiA'lAのすべてで調査を行う予定である.
信果については、調査の終了後、抑奈川自然氏資料に役柄したい.

3 その他の水際昆虫煩
県内での水修学錨頬のうち、と〈にミズムシ科棺はほとんど未知の状怨であり ~地でのサンプ

リJグに務めたい.

ヌ1<6産申虫ヌ演はゲンゴロウ科をはじめとしてかなり分布砲も明らかになってきたが、"'久井地方や
紹即"沈媛など調査不十分な地織も見交げられるので、そうした地峰を重点的に調査する予定であ

る.
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相模湾産海洋生物の分頭および生物 t~ 理学的自究
~魚傾写真資料デ タペ スに登怒された水中写真に基づく八丈島産魚四冨録~

頬白色 宏佐原武宏中村一足i

魚掴(鍾当 瀬能)については文献醐笠 根本調査、写真資制調査の3項 gを
平行して進めており 今回は比般的まとまったデータの何られた八丈島産魚却の

写耳資料調査の結果を絹告する.

方法

調査はタイドプ ルを含むスキ zーバでf潟水可能な水深的50mまでの沿岸で行

ヮた(資料参院) .写真はスチ Jレカメラで水中鑓彫されたものが大部分である

が、岸から釣りや手間で採集された魚を陸上で媛彫したものもー都合んでいる.

写莫にはtl!~場所‘海員i 水深、1Il~目、Ill i医者を付"し、神奈川県立生命の星

地殻博物館の鳳国写真実科データベースに登録した.

結果

織彫された魚は (6目82科4B2筏および若干の釆同定磁である(資料診照). これ

らの中で 次の 3極は日本来記録植である.

-臼E旦旦且主主主 E出足江主旦旦互 Schultz. 1953 (KPM-NR4Z9D) 
※本循はまだ原本がl'られていない.
.Chromis acares Randal J et Sl'erdlorr， 1973 (KP)!-NR4492) 

※*!iiについては小草原産の原本が得られており唱現在銘告単備中である.

.Samariscus triocellalus 100白 1966 (KPH-NR5577) 

※本種はまだ疲本が得られていない.

また、ミギマキとタカノハダイ(両種ともタカノハダイ科}の自然主雑種は、

これまで線告例がない. オピンメ{プダイ科)は、 Randall and Earle (1993)に

より小笠阪諸島産の標本に基づき新窃として日雀されたもので 模式径地以外か

らの初記録となり、近縁樋のアオプダイと問所的に発見されたことは‘きわめて

興味深い.

おわりに

5夜珍列島から丸州や四国 紀伊半島治蝉を経て手目換湾に至る海波と、相複渇か
ら八丈島を含む伊豆諸島を経て小笠原諸島に至る務燈は 熱海と関連する.&知の

分散現象、あるいはプレ トテクトニクスと関連する分断現象などの研究の湯と

してきわめて興味深い地盤誕である.しかLこれらの多〈の地経では、ダイピング
のE交が浅いことに起因 Lて‘岩砲とその隣祭する砂底などに生且する多数の小
型魚矧に関する調査がきわめて不十分であり.生物地理学的考察のま主磁となる魚

傾自録すら盤備されていない現状にある.

今回~~した m査の結果は、若干の来同定種を含み、また 目視確盟はされて

いるが映像化されていな いもの(夜時点で的 ¥00鍾)は除外されてい る.しかし、

沿厳に生息し 普通に観奈される魚間の大部分を g録化することができたと思わ

れる.確Eされた魚種のやには、現時点で八士島が分布のjt販となるものも含ま
れているし 八丈島が新分布地となったものもある. しかし、 隣怨する他の島や

伊E半島の沿燥などの調査が不+分伝双tえでは.魚種を目録化するにとどめ、生
物地理学的な考察は今後の理題としたい.

グループ研究 .4

神奈川県とその周辺地域の植物摘、 植物群落 の

情造と起草に関する研究

研究組磁

1m出制労 {主任学釜副 総管来純物

木場"!Ii:v"(絞師) 維官米植物
生出智続{専門学芸員} コケ植物およびキノコ羽

目中1li久{学芸且} 銚官来航物および組物群探

高崎秀男 {非常動学書目) 縫符'"術物

件お川県県縞物:(;制変会 保内の分布調1i.
神宗川県被物ときのこの会 保内の分布調宜

1 研究自問

神奈落川県の横物仰と陥物01落を常に長沼7のデータ C犯彼しあtける また，出迎地授の植
物相，他物m為を調べることによって， 神奈川県の植物抱や摘物脈絡の特質や起源を明か
にする 雄管東植物，コケ舷物，キノコ知I お kびそれらの昨地を対象とし，出品，/);の三
つの視点で研究を行仕う

。「神復川県掛物~ 1')881の改n.仲宗川県純生誌の改訂!神奈川県コケ催物誌の
完成。仲宗川県キノコ誌の完成

②フ'"ッサマグナ地域の柄物仰と植物併慌の氾世

@プナ配と〈に太平n側山地プナ.fl~の諸物!u 催物Dl';fIのIE旋
2 今年度の成果

神務川県庵の維管来航物t宗本のデータl:.t県立問物館収成分はほぼ幌除が完了し，僻何ン
ステムの収蔵資料官製システムにデータ移行することができた も縄須賀市自然問物館I 平

塚市間物保。川崎市常少年科学館町版綴データも各館と陥物総調E会の協力でほぼ入力が
完了している

『仲宗川県継物~ 1988J発刊後 六'"めの摘f'調査を行伐ってきた特に今年度は丹
沢大山自然環境調交の他物相恋(代表勝山).せん[i 地衣廃{代表 吉岡文l.tt)Iこ参

加し。丹沢山塊の織物桁の調査を歌点的に行1.<った その結局カネラン，フガクユズ
ムシ白ツリンユスラン，ヒナチドリなど前田町倣物詰同夜c.'1:t発見できなかった福原が見

出されている {宗本のデータベ-Aをもとに丹沢'"杭効リストはいつでも出力できる俗怖
が祭った

3 今後の贋!l
f神奈川県峰物総 1988jの改訂にむけての訊交を脳始 紳筏J"原慎物総 1988を発展的
に改訂し.2同I{f.版を作成する ほ'"市町村単位の '"の調査メツン二五ごとにそこに生
育する級管束柄物の碕矧をすべて記録し 伸布川県内の分布団を作成するとともに w 
年聞の変化をとらえる 分布図i主国土必本メ'l:/:t-の3次メッソュの純度で表示する
前田の調査で惇本が採集されている疎地については 新たに標本は民取せず"雄総メ

そをとる 鮪しい原地については紅拠となる徐本金残す 分鎮学的に問題のある稲顔。同
定に自信のない循怒は仮本を民放する 倒木のヂータはコノピュータのデータベ一気にまE

録する

分布調査の主体は神奈川県11¥物詑調査会が行なう会員 約 200名，会長 線川四郎
事夜間生命の昼 ー地総博物館.*務局員 勝山深見 木場英久 旧小包!A満儲秀男

調査指持，標本の保管 データベース入力はプロック単位で行なう プロックとその活動
場所は三浦半烏{領須l'l市自然博物館).tf1l1村 Piι塚市岡物館).慣浪(横浜市こども傾
物聞に川嶋 (JII崎市i'i'少年科学館).厚木(厚木市間物館幣術家) 相慌際(相模原市問
物館上その他(生命の星 地球i事物館}
概物昨"については白荷物仰の調査と平行して補生潟支裂の錦繍に努める

コケ柿物誌については傑本の集恨のための受"肌の，.備を行なうとともに!コケ制調査
の刺繍化をおこないたい

県キノコ誌につL
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丹沢山地のスズタケ枯れ 神奈川の大地の生い立ちを探る(神奈川 の地琢史編纂。 Part-1)

神奈川県立生命の且 地球 I~ 物館

勝山田中新井図

研究組厳

半凶大ニ(主任苧主同) 研究代表者 総釘

級品;'i~ (1浮門学芸員} 第凶紀 "8生物{然有惟動物)分野のデータ収瓜
今永 i)": 1時門守 ;Uヨ) 地由学分貯のデータ収見;
小出良幸(<任研究院) 地球化学分野のデータ収民
筒井凶秀 (学誌員) 地球lllt配分野のデ ーク帆1ι
得 制(伐削) 府!T.-::'~古生物(作1仏動物}分"のデータ収m

大島光容(学芸目):1佐伯物 z守生物(刊微動物)分野のデータ収集
山下出乏(銭師} む石 鉱物分野のデーク収集

[忽旨]

ここ 10年ぐらい腕から、丹沢山地、特に袖嗣丸から丹沢山にかけての山頂付近の

エリアでは プナが枯れているのが B立ってきている.さらに、近年、林床に生育す

るスズタケについても枯れるのが目立つようになってきた.このスズタケは土獲がS空

爆するのを防ぎ、さらに冬期のンカの簡にもなっている.抑奈川県立生命の旦・地球

惨物館では地琢観樹衡是 LANDSAT/MSS'TMのデータを周いて.その林床

の状騒を調べることができるか倹証を始めた，

! なぜ神奈川の大絶か(研究の背景)
仲傷川県成およびその1"-辺地岐に閉する地球科学に閉する研究I玄 白m沼から近いこと
もあり、従来tり多〈の研究者に kって様々な研筑!が行われ Cきており その成梨の答m
は膨大なιのがある.一方、長近目地球科学の進歩I:tめi'ましく、フド2也統同辺の研究も新
しい観点に立ったむのがおこなわ札つつんり 従来の考i...)Jや明党成果の見証しが余慌な
くさt，てきている.

[内容]

スズタケは、ガレ場を除いて、丹沢山砲の爆高500-1， 30Qmぐらいまで生育してい

る.他にも丹沢山地には山頂付近などの比般的平らな場所に、マルバダケプキ、パイ

ケイソウ、ヤマトリカプトなどの革本が生育している.これらは冬には枯れてしまう

が、スズタケは、冬でも枯れずに緑色をしている. そこで、秋から響先までのうち、

積雪のない画像を周いれば、プナが葉を搭と Lてい るので誼るものなく地表面が恨家

できるので、林床の状綻が磁察できるはずである.

"何をするのか(研究の目的〉
従来の研究，，~.:r:や新しい li~ 仰の収JlU:帯摘をおこない、県内おヒびその周辺の地尽科学

分野のデ グベースを;持続して情側センター"!な役制を来たす阿さらに 従来の者"をた
だ純if;.するだけでな〈、新しい拠点にたった f仲宗J'Iの大地の生い立ちJを構築サる.
Q，llt.でむが利月!可能な地球科学データベースを附録する命
1実物礎科データベ λー岩石、鉱物 化有地m圏、 J地¥，回なとの弦録促進.
2 写真資料デークペース→1}紛保不. 齢期航?吹 lザ氏、術品趨惚ケどフ~ト CD化.
3文紙資料デークペースー諭文 円録凶録"どのライプラリー史料笠綜.
4学術月1おデグ ベス一地形や地局私 白料名など仲宗川の地球将学JtHIi解説.
0新しい『神奈川の大]¥:!の"い草ちJを術指する内-，神4淀川の地母!tJ(1)l¥.¥)客
口封象地峻制限火山 丹沢山}也、小仏IIIJ也大時任問 三州ヰ一品、 HIl交i原台地多l恥E
陵下末吉台地多伊川低地総見川ほ}也仰俊平併、足!尚早野、制限剤、東掠南伊豆

ド晶司伊豆 小投開諸島 御鉱山地‘日総半島々と

[現状&将来栂想]

当樽物館では M$Sは82'手、 TMは85年からのデ タを毎年 4:.，-ーン程度、神

奈川県内にほぼ震のない時に限り限集している.この中から今年度は 85年 i月のデ

ータに掬して、 20万分の lの縮尺 IIJIN)で解析中である.

このとき、問題になるのが「大気による減衰」である. 大気中にi'1遜するホコ 'Jな

どのゴミはもちろん、水蒸気や大気自身によって.光は~，められて L まう，また、季

節によ勺て.太陽光の強さが異なるので たとえいつむ地図を彼っているものがEわ

らないとしても、そこから巨射する光の強さは、微妙に異なってくる.そこで、ある

程度の大きさを持つ人工構造物(例えば、道路・滑走路 巨大ピルなど)を使って

大気のliI置を取り除〈方法を、在員討している.

'"どのようにして〔方迭と計画〕
0資事円'1背傾の収集ー l 既存資料の収集

Z学芸員の研究成!¥!;ゃt11'; 情報の提供
3外部の切究4号、任官デ'1夜間の協力

0研究計断 p制 i
1!7-9年度 i文献白紙の作成 フ刈卜 CD~fl

H9年度 iジャンポプック展示

.-シンふシ'"仲宗川の地味史 p~rl 1 J 
J.X~( 写真等データベースt応策

口研究計商 p山"2
日10-12年度 1文依目録の作成 フォトCD製作
J-JI2(J'.皮 1企画段不「仲"，川の地球科学j

2，;ニ :1"/事 :/~J. r仲宗川の地時ヌ~ part2 J 

3文獄、写真匂データペ←ス同'"
4仲家川の地球秘j綜;.-

今後(;;焔尺を 5万分の lにし、各年2ンーン程度づっ解析 LてU1芋E化を追泌 Lた

いと考えている.

ゲループ研究ー 7
グループ研究
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山下滋之斯弁m]j

グループ研究 化石を使用した博物館での

学校教育の支援システム開発とローンキットの制作
L!.i生物グノレプ(松島崎大島)

神奈川県内におけるエアロゾルの観測と分析

1 目的 3 分析方法

エアロゾルは能性雨ゃ光化学スそッグの'"ωと 採集したエアロゾルは デンケーターで一週間

考えられている.このエアロゾルについて当附 佑泊Eせた伎、羽留夫仔で前足.測定.

物館で長則的(年変化)怨則的 (週変化)な鋭 比叡的大きいエアロゾルに関しては SEMで形

潤を行い量的な変化を見出司ことを第ーの8的 蛾を観禁(予定入備え比率を測定{予定J.
とFる.また、県内のいくつかの械閃でエアロゾ 四D. EPMAを悶いて エアロゾルの同定化

ルの採集を行っているので、これらの倒闘のデー 学分析を行う(予定).

タと比較し神奈川県内における地属的立特徴を

明らかにすることを目的とする 結巣

現在のところ 26週間分のエアロゾルを似集し

乙録集方途 た.

憎物館3F安宙実駿室東側テラスにエアサンプ l日めたりのエフロゾルの'I!.o変化{図 IJに

ヲ を設置.エアサンプラ は慣習反目立大学よ 示す.あまり相測が見られなかった，

り他閲した. 観測時期が同じではないので一概に比較はでき

エアサンプラーについて 1サイズ 50XSOX ないが 繍浜{横浜国立大学 横浜市保土ヶ言語

旧km(hl， 5旬 rノmmで大気を敬H込み内 区) 蕗沢 {教育セノタ 雌沢市管行}片浦

郡の2伎のフィルタ で10ミクoン以上と以下 υ守補小三学校小回以市銀1/1JII)と比校して憾
の2樋E震のエアロゾル.ろ過するl 物館1110、クロン以下の粒子治、少なかった.

ヱアサンプラーはー遡間連続で運転させる. 今年度は時間的金鉱的立制約から SEMでの

毎週木昭日午前中にフィルタ を交換し、ヱ 形態観察氾由を用いた間iE.EPMA による化

'0ゾルを深刻保守る. 学沿析は行えなかった.

平成7年度調査
教科得で1&われている古生物

副主内容

学位教育との連携を考える上で、教科宇野に添った教育の拙足ができることは Il:'l，であると
考え、博物館資料から教科書に組っている古生物をどのように拠供できるかを考えた.

教討用ローンキッ トの作成のため、 教明石Fで敏われている古生物の調査をし、その制韮結*
からローンキットに関わる問題点について検討した.

剥葺した教科書

高校(特に平成8年度新現在教科容のみ)
東京宮路 地学 1B 
実教出版 地学 18
散研出版 地学 1B 
部学習社地学 1B 
啓林館 地学 1B 
H 地学lJ

小学技

田林釦
小学校

大日本図書小 6

検討内容

I 教育現掛からのニーズをどのように収集するかE
2 どんな内容のロー/ヰ γ トを型作するか。
学校では間入できない高額賢料の併用依頼のあったときに、どのように行っていくか.

高額賀料は問物館でも事且には購入できないので 数量的な問題が出てくる.

ある阻聞の系統逝化的な学習にどのようなローンキットを作成していくか.

ロ ンキットの利用方法の確立.特に教員に対する指導をどのようにしていくか.

ローンキットの貸出利用だけでなく、来館して起訴を利用した教育につなげていくこ
との検討.

学名のカタカナ蹄み、キ11名の利用の1:1方の紘一がとれていない.
cx. Tritiα~， (フズリナ)→トリテンテス、 トリンテイテス、 トリテインテス、 トリテイ

ンーテス

B1OolO刷，=， プロントザウルス(ザーサ)、SlcgOSJUllJS ステゴザウルス(ザーサ)
トリゴニ7 三角貝、 トリゴニア(三角且)

世元図の悪いもの由訂Eなどにどのように対応していくか.
"啓林館-~奄(ティラノノサウルス、アノ〈トサウルスCIC) 、ンーラカンス、マンモ
ス デスモスチルス、ピカ 'Jア
東京嘗箱一イグアノドン、アンモナイト

主主研出版 恐竜(プロントザウルス、キャンプトザワルス、ステゴザウルスooc)
第学習社恐竜(プロントザウルス、アイプロドクス イタ γノドン cκ)

d" 

回LOI物館における 10ミクロ〆以下のエアロゾルの変化

図一耳担(
 

山石頁スエ，ンノラ3
 
j
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グルプ研究 9

五感を遇した自然認識の方法論と

その博物館の普及活動における効果的な

展開に関する研究

研究館総

!Ji弁一政 (I.'f.門学交日} 研究代表者 総侶

央Jt7t::ftf-(主任学三、民) デ タヌHIfおよびAHIi 情¥0処i'¥!

勝山H失{主任学芸員} データ1長問および晃子針

湖能次 (主任研究員}デタJmおよびA~tIT

lì.l' IJ fS~入{乍定員} 植物分野のデ タの収見

).ljP.tfむ紀{学nfU:{I;均分野のデータの収集

山 F白書之{法師} 地学分野のデータの収Jll

研究計箇

人hの自然U誌の現状とそのニーズの?担保 !f価 分析を hうー

碕突方法

』同物倒が主催するa伏桜照会の星参加者の行動を限努するとともに.その行動の動険に
ついて而限調li.を完結した，さらに 企命"'示訟の~III1Lmπー十一会't'.(，.に展示物(鴫

札鎖倒製}に対する来館者の行動(利回に触れるか否か}合問蜘し その動ぬと1';思につ

いてl肝機潤交を完結した何

途中綬過

lの日程ではヨ物(敬雄、辺の動物、比出.1の限釣会に$JJ則し々がら ~t~に触れ

ようとし必い$加者が少なからず見りれたこと.2の羽'1r:では 凶体での来館折が剥裂

に触れる刻合が高い傾向にゐる.

-.... 町E胃冨蒲・・

個別研究ー 1

衛星デ ー タを見比べてみよう
11:政年にねたる観測結集の比臼方法

[庖旨]

神奈川県立生命の且 地獄1$物館

!Ji弁図其;

ある場所の縫叫的なE化を調べるとき、その場所の似倒的がその識所の状mを判断
するのにJi裂になります. しかし、リモートセ/;/ングのデータ l季、星雲筋によヲて錨

が異なってきます. そこで デ タを循正する方法について険討を始めた.

[内容]

人工衛星で観'"された地笈のデ タは.伺じ場所を調べていても-1.'<-依異なりま

t.倒物では級制 Lノーズンによって値は宜わってきます L.人工的な改亙[例えば、

家やピルが 1I!つ、公園になる等)によヲて、その場所にあるものが宜わることもあり

ます.実際問題として、リモート七ンンングで調べたいのはよEのようなE化です.

しかし、このほかにも観測結果 に彫容を与えるものがあります. それは‘太陽の光

の鐘さや大気の透明Eです.太陽からの光が地面に反射 Lたものe‘人工街星のセン
サ'"捉えます. したがって、互のように兵上の方から強い光が当たるときと、冬のよ

うにやや斜めから 当たると きでは E 射された強さが盗ってき ます.

震があれば 遮られて しまうので地表面は観泊できません.さら に 大 集中に濁 う

ホコリ伝どがあると透明度が下がります.こうなる と、光が散乱して Lまうので弱~

ヲてしまい ます.

そこで、 9 4 ~ 5月と 87年 5月町画阪を周い、季節的な亙化を起 ζ さない場所を運び

出した.具体的に は、通 像上でI!': ~J で きる程度の大きさ (6 0m 凶 7; 以上)の人工飼造

物(道路、補走路、 工場、淀車場、巨大ピルなど)をEんだ. これらの戚において.

舗を比鮫してみた.その結果、-定の繍正簡で加える方法で解決できそう fぶことがわ

.• ，た.

{漫lJ:&将来偲担]

こ の方法は f~ Irを漏〈することはできるが.手間がかかるので大量の箇像を高速に

鳩正するのには向いていない.他の高速な方法についても械討し よりよい方訟を録

していきたい.

-18一

旬別研究-2 

個人研究「地球誕生の条件j

小山良事長 1996.3.¥5 

I 研究目的
1 マグマオーシャンと層構造を調べる
泊旅や，.j訟J玄関石と同じようなbのからできたと当時えられている.地球初期にあったとされるマグマオ-
Y守 yでは、 限石の成分のlドでむ敵点が低い鋭化鉄 (FcS)が真っ先に地け 沈んでい<-この沈んでい〈
礎化欽が地匁の締のもととなる.様化歓の厳から マグマオーンヤンと地球の層構洗形成のプロセスを縞，く

る.

2 軸量元軍の地時への配分を調べる
総射性元飛のx!l拘エネルギーーは 地線内部の然訴となる 低射性元副ま地尽の保淑元減といえる.然切断元
ヨ障が地職の" マントル 地般にいつどの島皮恥〉されたかは -'"援な問凶となる

3 地時艶史のモデルを作る
‘主化散の椛への"狐元衆の"分から、脳機遺形成のプロセスや全地球の悠孤児哀の分布が決まり‘地球然
史モデルをつ〈ることが可能である.

II 研究方，圭
1 岡化銭を活かす(マグマオーシャンと層構造E成のメカ二ズム解明)
"ft鉄がl';石{ケイ能組鉱物)の中でどのような条件で抱け、議化鉱の法がどのよフな象件で沈み始める
かをヲ経験的に決定する.そして、模化伎の旋の形I&.とit降のメカニズムを明らかにする.メカニズム解明は
マグマオーシャンtli形民主の関係がわかり 地琢初期の物哩条件に大きな制約金与える.

2. 匝化鉄を聞べる(酷耳元震の配分}
治<11，.舗の条件でのむ石合成実般は多駄なされ各穣の元来の事動もか必り明らかにな勺てきている.し

かし."化歓の被のゆに 飢誠元来がどのような比ゆで分配されるかは不明である. ~源元泌が副胞の
厳 (ltlと泊石{地億 マントル}にいっrの限度分砲さ九たかを実験的に純ベる.

3 硫北酷から考える{地理完全史のモデルの摘箪〉
'"酸から地."堅先のモデルをつ〈る.地感無'"のモデルtよ 既存の古い騎代{木古代や紙生代}の別芯の
発誠元来データからその正しさを検証する.

III 研究の経過
現在 うま〈磁化鉄を桜かすことに主雌を置いて研究を進めている マグマオ ンヤJ裂婚の条件での穏
化伎を稽かす笑"では 電気炉が糾111できる.電気炉では 大震の伏"が-If.に合点できる利点がある.電
気炉を用いて 予備的合成実験をおこ伐勺ている.また 外気と筏触しない高温宛生娘買を蚊併して完成し
たので 辺住尖験除樋ψである
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個別研貫一 3

地球内部の揮発性成分について
，lJf 浩之

1.j@:1lの中味でわかってきたこと

内側から 内H 外綴 ，，.マント)1，. .t:.t;jI....;..-トル地起が"'"に分布. ・今U符鎌

然IJOlの仕組み 17'レートテクトニクス プル ムテタトユクス}
地震被から お抱よその密度物質各局のEさが准定されている.
尚治高圧実感から 各，.~構成'る鉱物の化学崎氏と絶品 柄造fN佐 Jtされている.

{ただし 単成分釆 例えば‘Si.Mg.Oの3つの必裁の相関.ど}

2地持の中吸でわから命いこと
多成分系での各層内での伺平衡将に押売?主成分 (HZOゃCOZI.tど}を含んた'"合.一研究テvーマ

その他た〈さん

，マノトル内舗での慢発性成分 (H20とco，に限定)についてわかってきたこと
luQについては、合水鉱冷却(円lasesなど)として存花"ー局""'圧'i!械から
または 滞(もしくはフルイド 以後械と呼ふ)としてずi.tf.“鉱物中の包有物均ら

co，については ダイベモノドもしくはドロマイト(民舵氾鉱物 MgCQ3)などの鉱物として存在
-"溢耐圧習院験突然にグ<-1そンドが歳出することから

.たl三 液として存在.-，抵物中の包イ』物から

4.)礎体の化学組'"と状態を解明する 1

ダイヤモン ドの包向柏崎防究
ーダイヤモンドは化学的に非常に安定なl!:拘αのでダイヤモンドにとりこ忘れた包有物l五まわりのマノ
"むの~'"をうけることな〈地表にもたらされる.つま η マントルをifi憾のぞ〈ことができる.

今.でに、 2-' の.ti~ぁ η .

問題点 ダイヤモンドの入手か図兎 {隙か怠ければなら傘L、} 分併に!J.SIMSが必要.

マン'1"内"火成告の研究
ーマントル起滋の火成込立を~駿的にマ ントルの荻~に "どす.これiこよ っ て 火成む陪マ/"~)I.. を

偶成する鉱羽と掻に分割監される.

このよう&研究"なされて1，(¥‘・

同盟点 来援はお金がかかる.浪の化?分析にはテクニックが'"頃.

というわげで マノトル起源の火底組かbのアプローチ佐行う.

5途中鐙過

ダイヤモ:.-l'を地迭にもたらすことで知りれている キンパーライト H包3毒物質に用いて高温高圧笑峨
念行った.キンパーライトは高圧下{アセノスフ£アー ね tそ1也f21依 m)でざ〈ろイ':i+J誕斜輝石+椛
iこ必ることが判明し{ここまでは修士自白文) 渡O')t{lbZt大まかにわかっ た II~土省文泊中で)略

また実駿で1tJられt，液の組成がダイヤモ J ドの包帯7幼の漉の制成と似ていることιわかった.1情物
館に鈍眠して間もな<)

6今後の銀隠

さらに高圧下での実感と異なる制成のキYパョライトの滞の111成金決定1ることで泌の化学組成をー
般化する.圧力による液の組成がマントル内火成活動にパリエーシ苗 ノ告もたぜる可能性がある‘

7今，.の戚S艮

時間約制約から 緬温高fE"銭"行え.かった.}EOLで録制のEPMAt悶いて殺の分析を行った

なお 予算は笑駿に使うプラチナのチュ-7に使ヲた.
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伊豆 三浦・房総地婚の火成活動の変遷

平田大二(主任学芸員)

1 なぜ〈初交の背最〉

三浦半島の娘ヶ1もや荒崎悶辺に分布している地院をみると 県色や系沿色をした完片方a

i長会してできている屑と 灰色かり於褐色さした締純物質からできている婦が交1i.に車必
り合っていることがわかる.>きおり のとmのゴ .yオ状に見える婦が侠まれているこ
とれある.伊E半刈やI湾総平均にも =湾宇励の地局と似た地腕が分布している.これら
の地層を術成する物質を調べてみると 火山の噴出拘であるニとがわかる.しかし 周辺

の地町を鰐交しても、その火山は見あたら伝b、.ではー体‘これらの物質を噴出した火山

はどこにあったのだろうか.

11 何を〈研究目的)

伊豆 小笠原到の北端部に似白するIi'II平内<，三問料向、おにぴ耳総半島には、役つか

の!jllliの火成島や火山から噴出した物質が梅民iこ"'1'してできた洲紛が分布している.こ
れまでの研究により それらの火成岩や火山から噴IIIした物質の掛石学的性格について

明らかにされつつある.また、地局のJ引責情屯や火山例目i物のM脂、古まれている化石な

どから.火山噴火の形伯、明山物のi豆i熊治位、 J出向広H'Z. HI!f~勾代な どがJ色定できるよフ

になってきた.

しかし.これらの火成岩や火LlIP.Q，'白"'をもたらしたマグマが‘どの主う々メカニズムで

発生し、どのよフな時空間的信変沼をRてきたかは、いまだ不明必前分が多u、.そこで本

研究では、伊豆・三浦 i.JU#~!炉烏にかけて分布する級生代第三艇の地問に古まれている火

山砕刷物の結石学的な性怖を 各地府絡に明らかに寸ることにより、碕究対象地滋におけ

る火威信動の時間的夜間的な変ilIを解明するニとをno'-jとしている.この研究の成果は、
伊豆 小笠原弧の地銭f尚道>1也}，発直史の解明にjf(1.艇なデータを ""共することができる

であるう.

'" どのようにして〈研究方ま〉

l野外調査>¥:i料収集 (7- ~ 年度}

各地滋で詳細な地質柱状国を作成し、各層ごとにお;石ザンプルを保集する.

オールヨアポーリング資料金収錦し.お10記叙とサノプル抽出をおこなう.

2室内作;!:;(s.....')年度)

各サンプルごとに岩石部片を作成し 紙徳銚ドでのt.1tf.lに丈り情成物の泊石学的"

記'"をおこ々 ぅ.さらにh育成物の此比企削る.

主要情成物の元務分析をおニない岩石学的な'J怖をゆiらbにする.
伊豆 小笠));1:針。の火山や周辺保域のiliJo!調J'i必どのデ“タとの比般をおこなう.

3まとめ何年度)

伊豆 三浦厨総地岐に分布十る地膚に合まれる火山物質から、新生代後期におけ

る伊豆一小l\'原弧北繍部の火成市助の変.il~解明守る.
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符損火山付近の研究 (南部7方ツサマダナI也峨の揖造発達史}

今永 勇

目的 箱栂火山地頃の基盤とそれを置う火山性堆積物の研究をおこなう.本研

究では.箱恨火山付近の第四紀の衝突付加~i;付近の火践活動の変遷史の解明を

目的とする.

研究内容

tPfI半島北端部の県西町、小田原市、箱恨町、問足柄市の地質調査を若干日

行った.箱根火山の東斜面の地形 1923Jf位生じた恨府川の岩屑読の検討

を行った.箱娘火山の古期外輪山山脱斜面の溶岩読の分布形態.火砕宕層の分

布形態、海宜鹿の露顕調査をおこなった.保集岩石横本は.領本製作室で、 薄

片制作し.検績を行った.室内作草としては， f也に地図上での地形分析をおこ

なった.

本年度の研究成果

溶岩読を切る砕屑岩服が存在を明らかにした.早川から真司にかけての箱根火

山車斜面は、箱栂火山の他の斜面に比べて傾斜がけわしく、河川による侵宜が

進んでいる.溶岩部:と砕屑岩層とのE車町形態が、他地域に比べて砕屑岩園に

耳んでいる.

今挫の方針

箱根火山の東方に丹布するテフラ(火山政出物)と外輯山斜面の揺岩 テフラ

のE珊との対比を野外調査を行うことにより明らかにしたい.同時に化学分析

による対比を行いたい.

箱恨火山の侵食地形、岩間流、軽石涜.段丘蹟層の調査を行い これらの現地

調査を行うことにより、箱極大山町構造の形成史の解明に貢献する.
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相槌湾を中心とする雨凶弾域の毘三系・軍凶岳町且ft:G泊五
貝顕昨担からみた植民間部平坦低地目一山国境宜E

おr~l~~袋京

横浜南部の'1'諒荷は 現在では埋め立てによって低地に藍親している 低地では晶画の

工事に伴い梅成沖積届が明らかになり，その中の世間研より貝化石とその14C年代前が何

られた 低地周辺には蝿文草創期~早山田正品且~. 早期町野島且自己中期の背ヶ台貝車
中期~後期の件名寺貝埋と古埴時代の掴戸神社旧境内遺跡(貝思)が分布する そのため

弥生時刊を酷いて縄文草削期~占埴時代まで 主位時期目立科になった貝頚が系統的に明

らかにな勺た ここでは低地の梅臨仲積層とその貝化石 岳民底より出土した且顕を合わ

せ倹討して、且顕Z手掛からみた完新世における平沼間白地揮発述史を明らかにする
低地の仲田厨は宮川と持世川拍いに上龍田まで分布する 特に尭通している場所は乙抽

泌伴の中聞から野島寄りの地区で 廟厚が40mに民ぷ そこは低地の地下に埋世する古宮
川と言「侍世川町合施部から 盟方自車京商に向かヲて続く埋世荏の分布地壇である.沖積

層の層相は，上部砂崩が乙訓海嗣也瞳でみられる以外.毘届よりはっている 泥届は貝殻

を古む欽弱な描成層で，低地のほほ企埴にわたって分布する

貝化石は4ヶ所から得られている ①では的3000-4000年前町貝化石のほか，海道量盛
期から古坦時代まで白旧汀線を示す梅路地車が確認された ②と@は直元された平記閣の

湾央銀に位置し，上部層から釣26凹年前町貝顕!I柴町分布することが明らかにむった ③ 
では描成届の基底から置上部まで。厚さ的15m白地組物があり II届出由民化石の昨聾と
E府愉の判'Ii代舗が解析さ札的1600年前-)300年閉までの平出荷町環境変遷が明らかに
な勺た 以上回百科と近接する惜浜地周辺に分布する仲蹴低地のE料に基づいて!平縄問
における約 10000年前からi 量近までの主な時期0)古田境を也元してみた
[)的 l∞00-9000年前 東京商で最も古い瓦島且屈が形成容れた時期である 梅商高度
は -40m付近にあゥた 低地には指水が古lli川と古神世川に沿って設入しはじめ 河口
ほの国境となっていたと推醐されI 内閣のJ!jを示さはい この河口埴にはヤマトンジ ミや

ヌマコダキガイ カワグチツボなど白門水単に生息する掴が分布した可能性が高い亙品

貝壇のある宜島は島ではな く，南西町追浜付近からJl!京南方向に延びる足担目先越郊に(~
Eしていた 野島む同憾に六時から鋭く陸地の一部にな勺ていた
2)耐15佃年前描而は 15m付近にあった 早期間の低地には潟水が謹人L 宮川と持
世川沿いに入江が形成された 神世川の入江では@地点が干出となりマガキ白カキ磁がつ

〈られた カキ健司厚さは3mにも通し大民民に発注した直島と野晶は位肱として晶
では江<. [)申時代と同級に追浜や六柑方而から斑jj(両方面に延びた尾祖の先躍に位置L
ていた

3)的65回-5500'手前①地点の埋没誼宜台の高さからこの当時の描而は 5m前後にあ
勺た 宮川と持世川をはじめ平嵩の低地は梅水の浸入で盟深い入江となり，出入りの滋L
い国維な海庫祖を示し珂央には広〈内間程血昨集の分布する水理由大きい平画商が誕生
した 湾口は裂に闘いた内問で，間口鶴には野島，その南方仲告に亙島が位置した

心的4000-30即王手前 背ヶ台且埋や輪唱寺貝患の形成された時期である 約50凹年前か
ら泌面の低下がはじま り，約40∞年前には梅田が量銭期より 2-3mも下がった 揖揖干
認とな勺ていたところは離水して後背起地に平潟椅が邑速に縮小した 間口認申祢名

寺貝埋が位置する寺前付近には 現在の描岸田と平行する彪で内聞に砂提が形成せ札平

潟湾の間口を閉じるよっに発遣した ③地点の埋没波食台前面にRされているノッチや小
組慣な施食誼貴台而から汀闘は標高3-2mlこ位置していた
5)約2500年前 調而はさらに低下して現在と同じか それより若干低い位担にあった
間はいっそう縮小Lて.宮川抽いでは千起が昆亀町付近に 持世川拍いでは六捕付近と江
った寺前付近から尭達している砂堤は 野品目近くまで延びて.掩口を闘車する状世を

示し 車京間の拍岸水がほとんど入ら江くなり 制ざされた国境に霊化した

印象り15ω塁手前以降 古滋時代から それ以降白庖史B肘tである 寺前付近から亘びる砂
担は野晶に適して砂酬となった 晴ロは5)までの時代と典なり野島の西醐に大き〈重わり.
企配八量の基になる著しく聞書した内問になった 的お回年前時点で申揖央邸は この時
期には時奥干置と江り.平副椅がー居間穫して砂据置庇の浅い入江に江ってい勺た
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テーマ [哨乳類化石の 分子生物学的手法によ る同定」

大品光;(j

目的「破片化石から化石動物群晶の摘成植を祖}じすること」

今年庄の課題

「現生町時L動物町脅から抗体となるタンハク買を抽出l，I也町動由の抗体を使って交差

性を醐べることj

予想されていた結果

f骨髄を取り除いた骨の唖組織から!A凶となるタンバク買を蹴出する乙とができ 幾つ

かの動物に対する交差性を主眼的に暗かめることができ る」

予想されていた問題点

l 先控システムの作用が必ず L も タク ソンと -"JJ~:、 しているわけではない。

2 化石町オリジナルなタ ンハクが他の種頭町動物のものと置き喪わって Lまったと き

に 正しい結果がでない乙とがある内

今年庄の成果

0 今年度の課題には手をつけることができなかった。

l 問題 E止の免疫ンステムについて瞳討した.

免在ンステムにとっての自己と非自己。

免在学的寛容{免在トラ ンス}のうちアネルギ-(J.nerulZV) についてe

今f査の計画

l 今年度実行できなかった主軸を行い 化石で同級な主敏を行うe

2 なにを見て分類するのかを考える。
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例制研究中間発表レジメ 96.03.14-1:' 

僻究テマ 日本の近現代におけるアンカ科動物の分.fIj彼元に出する初究
研究者名中村事

朝日大学術学部の伊雌徹約i止と命取大''t医学f郊の)~上政'"止と速J!tをとりながら 上
旬テマのうち と〈にこホンyシカ Zalophuscalllocnlanus)anonl 叩 s(Pelcrs，18 
66)について研究を進めてきた.今回の中間発表会においては、これまでの研究成果の

うち 復元された rニホンアシカの分布 その過去と現状 Jについて発表したい.
なお、今後のiII貨予定として ~I(1;1.合同別涯による日本海豹伊の泌鐙略乳頭〈と〈にア
シプ3 アザラ;...-.f{.nが予此(3計図}されているが 現段階では針耐のレベルに砲まって
いる.

今後の研究戚来発表〈予定)

「千葉県銚子沖y:."カぬに生息したニホンアシカの生息状視の推移と絶滅年代の縫定i
印刀廻)

f田Il:沿伴の錨腸叫 〈仮題) r間保史千Jl!燥の白然史Jlf1.t，i.11年刊仔(検家依紙)

研究成*の宛表(主として口頭)

襲柏町文時代から近 -J)!代までの分;，;の変遷と底辺について 分布地点の鐙雌 アシ

カ鮪地点名の分布 アシカ猟の1色摩的分布'"により。おおよその傾向を把起する

ことができた.

(事参考〉

学会等発表
1991 ニホンアシカの地点名分布とその怠畿 g~{I::te:日本柑乳級学会大企 {京京良工大学}

91¥.1(} 

1995臼三舎の返 現代におけるアシカ"とその処埋的分布 95~ 皮日本晴乳顕学金大会
(京m大学).95.9 

1996ニホンアンカの分布 その過去と現状-.'96南欧肢に闘する同銀ンンポジュウム

新時代における研究の現状 毘川シーワ ルド/間際海洋生物研抗所(千業
鴨川) 日 2

発表"文
1994ニホンアシカの復元に向けて附!ニホンアシカの分布の復元梅洋と生仇 16:313
393. (0'溢徹仰と共審〉

1994ニホンアンカの復元に向けて(I0)，アシカ烏 トドぬの分;，;-アシプJlíi~点名の考
妻美前削除と生物"刊3-501

1994ニホンアシカの地点名分布とその盟諸鴫乳級将学 34(2):161-168
1955ニホンアンカの復元に向けて(3).動物闘で倒宵されたニホンアンカ梅枠と生物
17:215-221. (井上質央と共著}

1995日本の近 渓代におけるアシカ鎌とその地理的分布~岬と生物 17:327-335

1995ニホンアシカ生悠復元の以み瓶戸内泌を例に ニホンアシカニュース (17)
1-1 

[995日本の近現代における7Yカ旅とその地理的分合』の志議輔乳銅科学 35(2)，(印
刷中}
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個人研究 Stegodonの肩甲骨と上腕骨の特徴について
古生物グループ 樽 制

目。ヲ
Sfegodon属の特徴を明らかにしa 長fI.矧の休骨陥の同定をより正確に行う.また，こ

れらの結果から体骨格による分lit，系統 機能形態などを検討する.

1il .. よ
東京線開品市から産山した長鼻類の肩甲骨とよ腕骨をもとに 日本産品鼻類と属の数傾

と比較検討を行った.
比粧を行った闘は.51egodon huanghoeIlSIι5‘ Ingonoc叩 h，1/us， S. cf. bombifrons， S 
aurorae， PalaeoJox，皿lonnaumann;の以上5曲である.こ札らを選んだ理由は，よく毘見
される日本産の長撚罫Iであること，特に5regodonについては.検討した標本の産出極地
がSlegodonが尭見されている時代であること， さらに、産出地点付近からS.auroraeiJi 
散多く産出していること専が理由である.

結果
肩IIP怜
6つの点で形態的な特徴が見られた.
ーーーーー- Stegodon属 Palaeo/oxodon naum叩"'

前晶 同肝骨頚での曲がりが強い. 直融的

首位 直組(0 s字をJ苗く
f愛緑 緩い円弧をtr.< 直腕的

関節上結節 やや尭連 発達

関節諸 情円形 長方形

肩押拙かJ陪 直腕的 円盟を描く

上腕骨
7つの点で形蝿的な特世が見られた.

ーーーーーーーー Sregodon届 Palaeoloxodon田 umanni

骨体 太〈盟い 制長い

骨体の内剖 比較的高つit[ぐ 門担を描〈

三角筋桂 やや宛遭 発達

骨体と上腕静!Iiのなす角 9 O'以下 9 O'以上

外仮jよ顕桂 やや発達 非常に持運

内。外岨の上腕滑取の比率 内側がよきい ほほ同じ大きさ

大結節 上腕骨到の其闘に位置する 上肱骨顧のやや前方に位置する

今桂の線脳

現生の長鼻IJ!における雌雌韮，成長での体骨桔の変化の検討.
化石祖長鼻主主における睦雄蓋，成長での体骨絡の霊化の検討.

形盟だけでなく，数値的なデ タにおける遣いの検討.

個別研究目

モゲラ類(アズマモグラとコウベモグラ)の分布調査

~とくに、結線を中心とした住み分けについて~

山口佳秀(専門学芸員)

研究目的

小形晴乳lJiにとって火山の噴火でできた大きな抗1;.流や白石地出は 筋しく磁来した碍

の前進を阻Jtし、定た、古q支援した挽の絶滅を間ぐなど 分布に亜大な彬管を及ぼT.

箱根山北胞の駿河IHJJ 山北問と荷箆の真鶴仰の~右地椛は、 原始的なアズマモグラを駆

逐しながら!J!へ分布技大してきたコクベモグラとの鈍合地域として有名である.近年、 J行

機111)也のゴルフ器等の開発にともなう コウヘモグラと7ズ Fそグラの分布の'1仰について

解砂iする.

平成7年度の成果

モールトラップにkる繍lfによって下記の2個体を入手した.

コモグラMη'guaU'l1gllra問""'
小川原市和問訳"" 鎗 1995.5.24採集

金~ 128 rtH~ 1J 頭脳艮'"

アズマモグラ /I.fagera"'ogllra"匂'grtfo

実"市千村"' 雄 1995，7.26t友銀

全長 日3 尾此 17 国胴長 136

平成8年度の計百

そ-，レトラァプによる繍績を試みるととむに 前舗は体車差で.fJ2併と伐っており ト

ンネルの内健にはっきりした躍が認められるため、 トンネルの内径を測定し、南極の分布

状il1を明らかにしていく.
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社会的ネットワークをもとにした霊長田社会田変奥田解析

広谷活予 960315 

且品旦」ι
皇室長舗はいろいろな大きさのグル プを情ち 社会得道も側々である.この多樋鐙を廊潔な信感 (v:Hiables

indell)であらむし隻眼的要因や"の形質(たとえば霊長既に特異的な大脳新皮質の発達の..3:など}との

姻"'"長を調べることは 社会径の進化の主要因を解明するための鎮ー捗となる.近年霊長則に拘興な紙B臣賞の

発遣''''婦か.."か'"どの襲安宿ンステムや閉じグループでー鎗に〈らす仲間の敏と"'<槌わることが傭摘されて

きた (Sawagucn陥Kudo，1991; Dvnbar，19921 魁の宛途が社会役と強〈飼わるのであれば脳の宛速を

認知健フ?とパラレルはものと考え、期Pよるグループサイズよリも個体にとっての社会的つきあいの範劉。ocialnetwork sI:ze)との網"を副べること巴軍要でめる.
本研究では 厳渇か"..人頭までの 36掴を対象にして グルーミング関係をもとに社会的ネットワークの

往貨をあらわすいぐっかの舗を寛也した これらが橿周でどのように民なるのか 開祖に結いてもグループの大

きさとともにどう変化するのか 社会的ネットワークへの関わりかたに性差はあるか などについて検射をmえ

た.

研究のプロセス{完j去と健果'1>下のとおυ

"恨の~lIt
舗となる門. グルーミ〆グ

間，r:t ...a~) 
明日〈グーン町剛

む
AveU9陣陶 cfp~，""杷司 (ctlqu陪ヨ"，
町四セ山

む
情4長代殴する悼の睡"

百Ir:lin血 e

S.~u .1 di何祖市川町判

上Eの作業および分析の路果 以下のようX志向鹿沼が明らかになうた

PI グルーミングtJ'鍵とならない分''''がある原廻斬世界"ル翻人調 ヒトで1>グルミ Jグ以

外の社会交渉が軍要tこはる.たとえば返慢する 見つめあう 曾盟 greetingc.ardなど
P2: r刊に餓しい鵬後』の決め方、グルーミングの方向性のl&い芳などにまだはっさりした"&~墜を定めら

れ，.い.

p3 銀11..ゃ管関した磁文Z衡の個別のデータをもとに湿問比似のための数値をどのように決定するのか

lin符に重要な悶悶であるー"によで想定した抱滋はグループザイズの彫曹を強〈受げるものであるから 覆ご

とにいろいろ忽サイズのUれについての十分な敏のデータがなけれItなbない.ニホノγルを対象に 極期間の
領中繍査と文a眠からこれを補完しようとばみた.
" 樋間比眠をする..舎。系銀関係の"・1>非常に重要である.柏谷 (1995)1:、近年の主主館学に芯げ

る担問比殴の湯入方速に変化が包められ 系双関係を考慮する鍋々な芳去が""してきていることを低利的に槌

鋭している.本研究に"いても、直後の比."草、，.肉だけで行う‘思全体の平合匂惜を求めてlJI聞で行う守などの

方i去がとられているが 訟舗の処理や結果の鵬釈においてほ 十分な肴慮が必要である

前m・..と軍関
霊長苅の~~分野1ζ比..・掌的手議を志俗的こ.入し それぞれのE貨の議化傾向色刷じようとしたの t.Clvtton針。0"，
M凶rvey{l977)である.・ グル』プヲイ".>句m.~~su:・ グループ肉の色比 色的;::!Uf;どの帽豆隈慣がõ!2:;!~国を適

じて機"された.この 辺広>~れの.で 臨の大..と.. 車問...との相舗."館長思に拘民問αMの健慣をその受JOと贋廻づけで
.じようという姐掌署がめらむれて舎に 2・4・ら"これをさbに着陸めて。室長"の高M 詮金也を臨{-・大5斬.，の宛ヨと.化聞記

鋼逼づげようとした， 20:，にU 祉象的相支3足場はそれに関わる鮭思".の泡化司，~すと“う社1I'iWt!l. l・..量保】の脅え方..幽

した.
.かい1111111昆.もと」しtと.，量周の祉会の碗11:11. I1つの'"、でじっ〈リと』という姐f司がつよ〈 民2・I:HIHlの同組に鍵蛤ずる
e らいが.リ 縄を掴じること隠おろ段、g民間比照さえまとむにできaいのが右翼収だヲた このよう怠閲定例樋刷.0・ずる企めの断
しい切リロをラフでもいいb>S~・示したいと 考えた.Uでほ叡..，るが ニホンザル・~t.j・に飽綱餌"渇局鹿屋}で 1 つのm

nの栓金患を杷直し 民民比・，~でSること 凪刷な既.なので.n開 研失望聞のデータの買をそろえられるよニともわかョた
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ポう科魚類の系統分頭学的研究
~べJレンャ湾産ボラ科メナダ属の l{>iの分M学的混看l-

制能宏

Randall (J995)1立、その著mrCoastal fishes of OllanJの中で ~包E

E旦工E巴旦~ Senou. Randa 11 1: Okiyaaa， 1叩5という学名の極(，ポラ科メナダ尿)を
記事医した.この祖は、 Senou. Randall & Okiy3113により、現在印問中のBull

kanaga，a prefecl. Mus. (Nat. $ci.). No. 25に矧告予定の魚である.もし‘

Senou et al の泊文がこのまま印腕されると、 1) この稲の原記鍛はどれになる

のかヲ、 2)段式f察本はどれになるのかなど、い〈つかの深田な分知学的混乱を

引き起こすことになる.

この事例を国際重念物命名線的!ll3阪に照合すると、 Randallの"級は鰐Il条およ

び第 13条の磁の学名として適格 {availahlel であるための必要条件を泌たしてお

り、この積の原記厳とみなされる.そして、いくつかの計致 計測値(例えば盟

条散や鋭数、体高に対する体高比など)が範聞を示すことから、彼l'lの原本に基

づいて記践が行われた こと は明白であり それらの原本 (=Senouet aJ で記蔽

された標本)は総検式標本 (syntypes) とみなされる. もちろん Senou旦l!!
で指定された完複式援本 (holotype) や副腹式原本 (paratypes) は意味を持たな

くなる.

現在、この問題の解決方法には、'"の 3つが考えられる。

l 印刷中の研究縄告書の出版日を 1995年1z月 30日以前にする. Randallの国援に

は日付が明記されていないので、命名規約上、出版の日付は自動的に1z月3I日

とみなされる〈第"条 (c)(ii)) .. 

2 研究報告にJ1II，される鉛文を取り下げ、再定総を行い 倹式様本の銘記Eを改
めて行う.

3 このまま自白文を印刷し、いきさっと様式原本の路定 を含む内容の文京を国際
誌にIS駁する.
1はすべての問題を何事もなかったかのごとく隠べいでき るが、命名規約を感

周したモラルに匠するものである. 21まJSl:1の取り下げがまず時間的に不可院で

あり‘手写!CI授の出版までにかなりの時間を婆することが予想される.従 って 、訓
告は 3の方法でこの問題の解決に取り組みたいと考えている.その場合、 $enou

旦i己で完模式標本と副領式僚本に j旨定されたものを それぞれ後復式原本(
lectotype) 町初役模ま受信張本 (paralectotyp目)に指定するのが、混乱を最小限に

くい止める方法と思われる.

e 考
本衝は以下の特徴の組み合わせにより既知磁から区別される 主上初骨後方都

が鈎状に庖幽し、級制lま閉口時に露出する:1<2有 tl(骨後方に i対の長い務状神

経M髭g提起がある 体は硲ぃ"'''に総われ.背2量的方舗の'"は不分岐である 悶
の幽門都の筋肉はよく発達し、幽門妥は長短 2~誌に分離 L 、その敏 li3(短 )t3(長)

"6である!上唇前下縁に単尖E貨の l玖;衝を備える。下唇は荷車い総状で'"方へ向か

う 脂織はm;跡的である n列鎖懲 1;t34-36 (大部分が36) 箆肥数は 36-42+
52-63=90-105 胸錨 には 1>1底部の銀色の半月形斑の他に特徴的な箆A肢がない.
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益真実計画

神奈川県およびその周辺地縁における

両生ー陀虫類の分布状況調査

新井一世(専門学芸員)

個別研究 12 

神ぷ川県岐における両生 f~虫郊の分仰と生息状況を間伐し、その成1犯を l，~に環境評価

指針のJ占時デ タを求める.

研究方法

文献仕らびにほホの所夜珂1i.を実悔し 過1:のr-Y全線摘するとともに 拠地調査に

より分布の現況を明らかiこする. 3ヵ年計画的 l年門"

途中経過

県販問地収をやもに訓査を実院した，ニの地域では州生iuの減少が著しく一イモリの生

息が低総できなかったとともに フ?ノ'l:Lル以外の蛇足尚生鈎の生息む危徴的批状況にあ

る.

個別研究ー(4

[倒別研究]オピハナノミ脱甲虫の，!;U
高桑 iEij産

ハナノミ科才ピハナノミ艇の橿はj回世界の熱帯地方に繁殺しているグループ，- アジアー俗から

ニzーギニア周辺地岐にかけてS勺印後が知られている(うち日本に)9焼却噛) .本科としては比般
的大形の組版から成るが 一世に保明治国経なこともあって資料の収第は容易でなL、.このため

分矧学的な研目立きわめて遅れており 鹿内の系統を..じるに至ヮてL咋川向、りか多数の禾F.e

餓穐が存在しているありさまである.

8長老は1976年以来 この肢の分間学的な研究を悲してきたが その成果は日本度フ 7ウナの概観

(高~. 1!l85;ほか)にとどまっていた.この点を反省するとともに r生命の星 地球Jをテー
マとする当博物館にふさわしい倒別研究テーマとして。広〈東洋熱帯j酎乏のオピハナノミ農を調査

研究の対象としたわけである.

平成7年Eは 東洋剤密ではファウナがもっとも切らかになっている日本と 密接な紹関係にあ

る台湾の調査に取り組んだ.旺存閣僚方資料そ収集し調査するとともに 6月には自費による台湾
中部での洩リ地調査を以み また3月には九州は学所蔵のタイプ標本の調査を行った.この結果。次
の点が明らかになった.

1 台向での既知績は次の12種.

①主』当主2旦正出旦担旦 Pic ⑦~注i. ErõlÎおh

<lJG.i51li日 kianakotoensisNolllura 申 G. forlliOSanaPic 

@ιatuGlai Naka問 @G.satoi 53ωi NakaneetNo!lura 

@G. shibatai Naka日@IG. alboscutell.:l.ta KOM 
由u百出 TakakuV3 @~単主且旦些 Pic
曲 ιsauteriPic @G. oshi固ana~'o刷"
2 今回の釘査で新たに判明した釆発表径は次の7種.
① G. shirozuiNakanc 

骨 ~s臥(J) (alliedto足旦i>
Cl>G. Sp. (幻 (alliedtouenoIT瓜akul"al
@G. sp. (3)ωelongin&lounkno町 &ro~ω

'"ιSD. (4) (alliedto虫主主己堕盟国〕

骨 G.sp. (5) (ditt仇 1)

① G. sp. (6) (ditto. Z) 

3 台湾から"銭された丘 shirOluitakashiiNo刷"の正体。

九大に所蔵されているタイプ根本を検したところ ιi五El三五2iと岡物であろうと防符さ
れた(調査は制限続中)

本年度の調査研究によって i 台湾のオピハナノミ"の一端が明らかになったが}全貌の解明には

さらなる調査の必要性を衡感した.それゆえ I 来年度以降は中部ばかりでなく !別部あるいは北部

も調査することとし ある程度の庇来をlijた段踊で台湾のファウナをまとめる{鎗文として発表す

る)こととしたL、.
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ミナミヤンマ科の分類学的研究

苅部治紀(学芸員)

ミ7ミヤノマは トンボ日に属する体長 8omほどの大型のトンボであり 幼虫は丘

陵から山地の浪花岐に生息し 幼車期間は鉄年間と 考えられ ている.インド北間からイノ

ドシサ半島 マレー半島 ゾヤワ ボルネオ プイリピンなどいわゆるスy ダラJ ドに広

〈分布しており.ニれまでに約 "磁が配載さιている.仕お 太型で慢雅'"飛河を行う

わり には 渓話Ui亥にl.f;1執サるためか総動的't移動はあ主り行わないよフで、 梅や大きな平
"などの地観的ギャップH~えて分布を拡放し Cいる例はなく、各所 守極分化を生じてい

る.

大却で臼う 一つトンボであるため、古くから (1800年代後 1ドから}おもにヨーロァパ人

によって 当時の備民地で録集された関本金もとに記長され亡さた.補者li数年前からこ

の仲間の姥埋 まとめを拭み.その成果の e，は)J[永治!J:として晃哀しており、これまで
にマレー単品インドゾナ半島地騒のむのをまとめた K削除(1994.1995) ほか織の続た

な取り怨い K，'uubc( l開ú)などの発表を jT~ 、 この'rで 8l'li磁を記桜してきた.

この仲間lま皮火的に科.... ~Ñ4の取 り 扱いには混乱がみられ、また‘印刷 保代当時の治文

ほ図も伝〈 短い記純しかえ広いものがほとんどであったため E体不明の組もいくつかあ

り、 ζのような問掴A誌の解決を含め、 2見伝この科のそノグラフをf1成中である.

今回ばニの斗哨ヨらイ ノドを除いた東附アジフ地筏のミ 1トミヘンマ科のグルーピンググル

ーピJ グと 研究の紅過を発表する.なお これ?をで保本をみることが出来なかったイノ

ド地様のれのは ロンドノの自然史的物館より!o本を{皆川 僻究中であり、他の不明保全

含め この必にヨーロツパ各01の問物館でタイプ慌本の問責を行ってくる予定ぞ (予定外

の事態のため現lf調?在中λ この調査が進めばまとめの慾備はほ1::完了する"

イy ドを除いた東南アジア池峰のミサミ ヤンマ科は.浪者の考えでは大きく2広に分け

られ このゆに計約 10のグループが含まれる.もっともグループの多段位が高いのはイ

ンドン-j"'fぬで、ニこでは問所的に数グループが認めbれ日ニの近辺がミ ナミヤンマ科

の発作の地ではないかと考えられる.なお、りは{fむ何たなグループの発見が相次ぎ、この

れの全貌が明らかになるのはしばりくかかるのではなし、かと考えられる.
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力ヤツリグサ科植物の分類学的研究

時山田男{主怪学芸員}

日本政均一ヤフリグガ科1>物!こっゐ、ては 大)f改正郎や小10欽夫がま2とまった研究を行な

ってい匂が 国民。植物誌ヰの不備により !地)Jt-lr物研究家の認訟が悪<.分布資料が不

完全であったそこで。プJ号ツ リグガ科椛物のフち分'!Ji学上問題があるグループについて

再度.文献. (主恋 にあたりU更すととおに。沼地の状況を調査している その中で，過去

に紀位さ れているがi その後顧みられなかったイセ1';;1スゲ凸町']; mra.<idaniensis 

Aki~ 羽m，を而~~:棄し，その分耐を l列かにしたり スゲ'"アオスゲ頼。 カヤツリ グサ偶コア

ゼガヤツリ矧などについて明かにしてきた また ニの調託金 ~E じて . iヒ椀道東部のほ臼

町で日本tJi{/i.のスゲ属純物 Cnrω .<1-，，10.<0 C.A.Mc河 rを発見し ヲクススグの狗'"をつけ

た 今後はホンモンジスゲE 奄美大品に~d るコパケイスゲ。徳之助に躍するトクノン

マスグ，必どについて削かにしていく予定である

一一22
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巻貝の置の担能形盟に関する研究

動物グルプ佐厳戒法

"じめに
只怒の強度はこれまでにも度々禄舗の約と&ヮてきた

加の伶つ怠昧 結晶綱当"強度の関係などがその良い例

で.る またヱス必レ シsンに関する還の研究で

u. t.;，u!mは場覚的に震強度に倒，，，れてきた そご
で Mnの"つ符伎を総鹿屋と して表現することによ
り これまでの旋盤鈎な得能形態学に大全む貧民舎仔う

ことができるたろう 今回""工字的手絵t1ltl、た良
信強度の測定I:~寸る予備実駿について徹告する とと も

に 予"的に鰐られた知"についてゐわぜて彼告する

，看病と手途

調...機忌と してロ ドセルプラスティγクアタッチ，

y ト テスタ デ 4ジタルノギニミ ネイ-1ヌト-，プ

リョ νを使附した それうの笠~仕録ほ狩"'のと勾

ηである

書定句"として1'1弱4/f-unso日 19!1S年6/'l15
B にそttt't哨手限大筒，曜の水深約5聞のポイン トから

Fレ7νfよって修弘された駄休動物鰍足嗣ニ νキッス

"の"貝キサコ W"，bo内.lIm CO~佃III"' } を使附し た

測定総.. 

2ザンプ^集団に討して測定を行い RM.A(r..duced 

mnln.・ri.li:.!::で回掃を行った(t'{ll)碇波応力'"】と汚
直径(d)の 澗定 1および2の回帰陥敏の式はそれぞれ

p，=9.633xlO・d:，m
r.:1.110.1O・4・1

と"' これら回帰乏を 1mb，匂の検定訟で起量定すると

K."，O.3563 (邑 P>C1.0剖

となり 両者"共通の母集団から佳.~鳩山された完草分艶

聞で.る という値段f左翼"されるEい したがって筒艇

のため向台をー隠して自得を行うと 回帰凶磁の式"

p=9.917xlO・d'制円
と.，

考g

"組成長といラ巷艮の.，分的α成長システム:!内"儒生
拾の"分的成長ソステιと""り ハイオノカニクスに

閉する尽8命的.予濁が闘員である m在までのところ
陵虐応力の70.1 ~ 'Jーに悶する息詰的危関係ば存在的

されてい伝いが 今回の予備実駿で何られた知見合い〈

っかie'
澗定によって得られた組提より 民の成長と舗の強度と

の伺には{りのようf..llIil係が成り立っ この間儀式会

般化した式

釘いて成長にと ιa づ τ.Zl~強度を "' L 鋪食に討して

有利に.る(凶"ここで 軌休"の体"“》についてJ号

えると 血主的に

IJ~ d' 

の関係S成立する 損食台/)..!f.ftの費窓会峰mして鉄体"
e桶食する11.11)コス"口 t純益IB'にヲいて考えると

C-p， B ・""
である会ら ぬ叫~:I..lit l七“〕に問 して

A8 d' ー慎一三
C d' 

がいえる このとき .>3ならば倒食省はよη小さい

サイズの侵食字?を111.したほうが有利で.り .<3なら
ばより大きいサイズの報.信金柑1をしたほう Jが有利でゐ

る【図3).t.t.ニ <1=3tlらは 蹟...のサ<xは鍋.鎗
唱に"しτ中主で .る 今回実感によって向られた

e・¥.7(-./3)

Jをいう侃回 大a、.イ"の掩h"ほど 授.合にとっ
て"樋1量的に有利でゐη かつ 舗食ljl:とって聞と し

て計刊で..るという検めて興味;，:い明SH示唆する

‘附
昼間!

言 ・凶

色.， J'O 

-m ~ ，'V 
a 

也市叫四月間51，の関係 .腕 I

O 測定2のダータ10網l1;liRMA

[ぶ l互
p=Pd・ 図:U)HUをと砿 凶3鮫夜l毛と憾

に寓して係放αについて鼠S貧すると.a>】"刷会に 壊応力の鍋ま" 食2刊の岨"""

個別研究 18 

日本産第苔類の分布と生態的研究 (1南関東地方〕

生出智議[専門学芸員)

よ平洋聞に生官Sる!j苦舗の分布k生態的'"調査 研究を.mして行っている.その-
wとして， ‘ I(成 ア年度にはプづ休床に生育 4 る!.'f>ri 知事~Z生耳物〈生育環境)別に調査し

当 卵、の~~耳 6田m --ROOIll (堂平及び檎和;;J ~L) に生1干する池上生蘇手H抵の孫煩組成!-7J祭

した.

7年度の調査をむkにして 8年度以降は，わが国の倒木上に託生する鮮?.irtiの分布及

び倒木の状限{胞れ.f~:!Jt， 木lml何回の飢成}に命日し郡宇?題相のJ1t多について明らかに

させたい.!l!lfわが国の倒木上郷む切の分仰と生態的な研究例は短めて少なく 。と〈にE患

者却と倒木 朽ち木勺数 本判断約筒を合めた総合的な僻究は行われ Cいない.

プト俗からさらに針終樹休椛 それよりもFf沼地法に分布している地上生群苔頭金広悩

図に副交し，荷顕制成と公育環脆を明らかにさせる.当県をはじめ 腕辺地ほに分訓ずる

必苔却を同3託研究し，当配の郡吉奴資料の光夫に釘めるものである句
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近縁な植物種の種生態学的研究(植物社会学的手法による解析)

田中億久

平成 7年度目計固

本ヲーマによる個人祈究について、平成 7年度は 以下の 3つ山部分につい

て案出予定であったa

①現地野外祝査(神南川県内) ②文献資料調査 ③皆料整理プログラムの作成

平成 7年度的実績

上記のマ定のうち、平成 7年度において実施できたのは 現地野外調査のみ

であったE 以下に野外開在を実施した地域およびその資料散を示したー

償浜市保土ケ谷区 21位占

川崎市川崎区多li!川河口湖辺およびその附辺 58地点

厚木市相恨川阿川歎おにびその周辺 倒地内

丹沢山地 21地点 山北町温匂川i"JJlj歎 4地点

南足柄市l也庖蛍 8地点 宜川町中法川河川政 10地点

小岡原市畳水周辺 2地占 街 !H~T械進の他お玉が池 口絶占

(隻野県.nケ怜 自慢削阿iIJ 8地点)

これらについても そのすパてが本研究テーマのための貰科とは言い難いの

が現状であるが、神奈川県内およびその周辺域の植物社会学的な剖査資料とし

て集積していくべきものであると考えられる=

カワラノギク器落に関する解析

本年度は、上記テーマによる研究手法についての拭みとして、前年度目前に

得られていた相模川のプJワラノギタに関する資料について玩発表の資料とあわ

せ、その解析を試みたe その結集、カヲラノギクを主体と".る槌物師揺がまと

められているマルパヤハズンウーノJワラノギク群集の下位単位について、カツ

ラヨそギ亜群集は、理移の進んだ国分がまとめられたむのである こと、ユズメ

ノチャヒキ変昨揖は群集の存'l'相干あるこ止など その生陸学的位置つけが確

認さ札た包しかし この解析において、上記テーマによる解析にあたっての手

法開発が急措であることが明らかとなったe

来年度の針函

本テーマによる個メ研究につい亡、平成日年度は.平成 7'事庄の遅れを取り

度寸ベ〈、調査 研究を推進する予定であるが l 前述のカワラノギク群落に閉

する解析において この研究テーマについては データの収集Jや解析も重要で

あるが その手控開尭が必要であることが明りかとなったョ平成R年度口 士
融資料制査と平行L、その手法開発に革点をおく干Aである。

個別研究 -21

生涯学習施訟としての当館の学習支撞活動のありかた

奥野花代子 〔主任学芸員)

1 はじめに

今日 生WT<習時代とHわれている々か亡、公民館や図書館 時物館必どの社会教育胞

なでは多樋多係な学許活動金提l別しているe また 当館をはじめ これらの肱殺はf主流

学容の拠点とし亡、地岐住民から大きな期待がiせられている.

当舵がめざ寸 「聞かれた!略物館1Cは より多くの人たらのために I山かれた活動JZ

g提供することで、続た"犯:'1¥とそれに必づ〈志野たな情動なども必jl!となってくる.そして、

他の生tWT~智回道府芯U:ìl'~協力しながら 人々 の、f寄ニーズをしっかり氾併し、それに

的慌に応えていくことが大'1すである"このためには 当館の学習支出活動(成示を除く)

はどうある八きなのかを研究テーマとした.

今年度は、開館。メ手であることから山耐〉来f.ii..(，-凱[:'.1)/同制定Jり品し、主寸法健

データを得Q ことにした胴長E年度も引さ日き制定を続行し 似究課題へとつなげていく予

定である，

2 当館の来館者動向基礎調査

平成7年6)1より!f.t!t;8;ド3J.Jまで毎月来施し 広制別{也被の集 :ll' :.1J~nを科}た.なお。

7ンウート集計につL、ては 情報資料誌の鈴木材IlJlltの協!!をいただいた.

-23一
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イネ科植物の穫生物学的研究

本場克久(筏師〉

(1)ネパ ル野外調査

lY'J5年7月 " Aから8月 13口まで、岡山ml入学的Ji¥.fFr".二教授を代炎とする、文

部省科学研究?を栴助金の国際学術研究 fヒマラヤl吋山市におけるイネ科および"ヤツリグ

サ科続物の系統分知学的研究Jの現地訓:Wまに多加した

ネパルの町山帯 01ま級牧が慌んにおこなわれ 克也の史料源として前要々イネ科やカ

ヤツリグサ科の催物の多〈の慣烈が 広い而椅守生育しどいる.ヒマラヤ，:1，山市の1"物調
査は 1960"JZ代 tり東広大争を中心に改め';，iLてさたが イネ科 ノJヤツリグザ科につ

いては必ずしも十分な調査がおこなわれていない"しかも 人ゐ的伝彫奮を圭けた総団で

は外rriiJf;ll!¥に史民を生じやすく、このことが分泌をさらに国経にしている帽

そこ C この羽交fi:H;I:、イネ科と jJ"¥'7リグサ科に也点を当てて形態とこ主憾の調査をお

こ仕った"

野外"'査はiH20日から 8月JDまでの僚，"oJjz川0，"の Dhllllchcから 4)50剛のGo5a.i1l
Kundの伐復と 8月6日の K，山由andu周辺の数カ所 Cおこなわれ、協mされた原本は、
全体で的2加点にお kぴ、イヰ料はそのうち的 21川点で、 29偏見所が同定できた.

~足色体の観裂は4足掛の分裂組制を伺いるが ほ端を同定した個体は""似体で それら

は!IJ.rE ハラフィンに包均した状態にある.

今後i士、形態のf車内変誕の計削と挺色体の観擦をおこ令ぃ 段色休放の記械や稲内宮n
の範圏や特性[倣枚や戸育成置化の影智)を月刊干したも、.

②デ タベース入力装置の開発(イネ科だけじゃないけれど〉

ネパール航物誌作りが 2003年を向原に氾められている.すでに多数の慌本が綜集され

東京大竿寄に務附され亡いる.羽交の早い時期に すでに係処された保本の慨要を知り、

樋ごとの分布聞を他くなどして、制賓3十日に反映させることはとても有効である.

そこで、仲宗川県立問物館で使われていた保本史録プログラムを発展させてネパール産

の標本研録プログラムをIl成した.入力の効率化と正悦さを両立させるために①ロ付を入

力すると地名砕字与を診閉して、採集地、保集者のデ タが表不され、カ ソルで選択でき

るようにに 申般然対象にする項目はマスク化した。

今後は 学名 r;:JliJ也、 t;1.!s者、向定者を刀ード化し、 メンテサンスを容易にするとと

もに、デ‘タフ 7イルのコンハクト化をはかつていきたい.



(2)文部省等かうの研究助成金による研究

研究課題ごとに助成金の種類、科研費の場合は課題番号、研究課題、研究期間、研究組織(当館職員の所属は省略)、

研究内容の順に記載した。

助成金の種類

文部省科学研究費補助金:一般研究 (C)

課題番号

07680215 

研究課題

博物館ボランテイア活性化に関する調査研究

研究期間

平成7~9年度

研究組織

新井一政 (研究代表者) ・勝山輝男・田中徳久 ・奥野花代子

研究内容

博物館活動は、展示はもとより資料の収集・整理・保管、調査研究、普及 ・解説等、多岐にわたっており、それぞ

れの分野で積極的なボランティア参加が可能である。さらに、博物館ボランティアとして活動することにより、自己

の経験や学習成果を活かして自らの資質向上が図られ、参加すること自体が生涯学習となりうる。本研究では、参加

する側からと受入れ側(博物館)双方の立場から、博物館ボランテイア養成プログラムのマニュアル化とその活用の

指針を作成する。

助成金の種類

文部省科学研究費補助金:国際学術研究

課題番号

07041149 

研究課題

ヒマラヤ高山帯におけるイネ科およびカヤツリグサ科植物の系統分類学的研究

研究期間

平成7年度

研究組織

星野卓二 (研究代表者;岡山理科大学) ・高槻成紀(東京大学) ・荻原保成(横浜市立大学木原生物学研究所)

天野 誠 (千葉県立中央博物館) ・木場英久・佐藤雅俊(帯広畜産大学) .K.R.R勾bhandari(ネパール森林植物調

査局)

研究内容

ネパールのランタン ・ヒマール高山帯において次の調査を行う。

1)草原に優占しているイネ科、カヤツリグサ科植物や同所的に出現する他の高等植物の生育環境について調査し、現

地で乾燥および液浸標本を作成する。また、染色体の観察に必要な根端細胞や花粉母細胞の固定を行う 。

2)草地を構成する種の生育型、家畜の採食に対する適応様式について調査する。

3)放牧による採食が常に行われている群落と、その影響の弱い群落の詳細な調査を行い、それぞれの種組成の群落構

造のデータを収集する。

4)乾燥標本についてはネパールと日本で分担して正確な種名の同定を行う。

5)染色体に関しては帰国後、光学顕微鏡および蛍光顕微鏡を用いて核型の分析を行う。

6)DNA分析に関しては、日本に持ち帰った生の植物より葉緑体DNAを抽出し、 RFLP(制限酵素断片長多型分析)を

行い、ヒマラヤ高原草地のイネ科、カヤツリグサ科植物の分子系統学的解析を行う。

7)各分担者の観察および測定結果を持ち寄り検討し、論文としてまとめる。
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助成金の種類

文部省科学研究費補助金:総合研究 (A)

課題番号

05304002 

研究課題

化石底生動物の群集構造:その安定性と変革

研究期間

平成5~6年度

研究組織

京都大学教授 鎮西清高(研究代表者) ・松島義章ほか18名

研究内容

海成底生動物を構成する種類は、新第三紀以降現在まで属レベルではあまり変わらず、群集は安定している。しかし、古

第三紀と新第三紀の境界付近では、群集は短い聞に属構成を変えている。本研究では、(1)これまでに記載されてきた日本

の新生代底生動物群集の資料を集め、種構成と生息環境を整理し、群集型の時空分布をまとめる。また、泥相中の群集など

従来十分記載されていなかったものを調査・記載する。(2)特定の分類群の動物について、その機能形態を調べ、生活様式、

群集中での役割、地位を考察する。(3)泥相など特定の環境の中で生息していた群集について、その群集構成の変遷を時間

的に追跡する。(4)これらをもとに新生代底生動物群集の群集構成の変遷を総括し、群集構造の変革と安定性を考察する。

分担者としては、南関東、特に三浦半島と房総半島南部における完新世の貝化石群集の産状型を整理し、産状記載の

マニアルを作成した。これによって南は九州宮崎平野、北は北海道北東部の現地調査を行ない、日本列島の完新統にみ

られる浅海貝類群集の生態学的情報を取得した。その結果、浅海性員類群集中にみられる熱帯種、亜熱帯種、温帯種が確

認でき、各種の日本列島における 1万年前から現在にいたる1.000年間隔の時間・空間的分布を作成することができ、さ

らに、縄文海進に伴う7，500年前以降の日本列島の古環境変遷を明らかにすることができた。

助成金の種類

文部省科学研究費補助金:一般研究 (C)

課題番号

06804030 

研究課題

硫化鉄メルトへの放射性元素の分配:地球の核形成に伴う熱源元素の移動

研究期間

平成6~8年度

研究組織

小出良幸 (研究代表者) ・山下浩之

研究内容

1)硫化鉄メルトの形成メカニズム ・・ ・マグマオーシャンと核形成の実体解明

地球初期にあったとされるマグマオーシャンでは，融点、が低い硫化鉄が真っ先に溶ける。本研究では，硫化鉄が

珪酸塩鉱物の中でどのような条件で溶け，メ jレトがどのような条件で沈み始めるを実験的に決定する。硫化鉄メ

ルトの形成と沈降のメカニズ、ムを明らかにすることは マグマオーシャンと核形成の実体の解明につながり，地

球初期の物理条件に大きな制約を与える。

2)硫化鉄メルトへの熱源元素の分配・・・地球の熱史モデルの構築

放射性元素の崩壊エネルギーは 地球内部の熱源となる。放射性元素が 地球の核・マントルにいつどの程度分

配されたかは明らかでない。放射性元素の分配の決定を本研究の目的とする。硫化鉄メルトへの熱源元素の分配

から，核形成のプロセスや全地球の熱源元素の分布が決まり，地球熱史モデルができる。

助成金の種類

文部省科学研究費補助金:一般研究 (C)
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課題番号

06680193 

研究課題

地球環境を理解するための博物館学習プログラムの開発

研究期間

平成6-8年度

研究組織

平田大二(研究代表者) ・小出良幸 ・山下浩之

研究内容

地球環境とはなにか、また、今なぜ地球環境を理解する必要があるのか、などを理解できる学習プログラムを開発すること

を最終的な研究目標とするが、本研究ではケーススタディーとして地球科学分野から取り組むことのできる地球環境学習プ

ログラムの開発をおこない、その試行と実施を目指している。7年度の成果は、まず第 1に地球環境学習の実態把握と分析で

ある。教育現場で行われている地球環境学習の実態や、一般市民が考えている地球環境のイメ ージを把握するため、 6年度実

施したアンケート調査の分析結果を、「神奈川県の環境学習実態調査報告書J(平田ほか，1995、小出ほか，1995a、小出ほか，1995b)

としてまとめた。第2に学習プログラムの開発である。l.野外学習:野外における観察方法や、資料の採集方法などの習得法

の学習プログラムの開発を進めるとともに、そのノウハウを映像・画像に収録した。2.室内学習:地球環境を理解するための

地球科学分野の概説法を、博物館の展示や室内学習会の事例を参考に、学習プログラムの開発を進めた。また、概論学習にと

どまらず、野外活動の様子や実物資料を映像・画像に収録し、マルチメディアの活用を試みた。例えば、本計画で導入したCD-

ROM内蔵パソコンを用いた、実習用画像プログラムの開発および、博物館のCPUルームや実習実験室の設備等の活用を含

めたプログラムの開発を進めた。さらには、博物館のランドサット画像を利用した学習プログラムの開発を進めた。

助成金の種類

文部省科学研究費補助金:重点領域研究 (1)

課題番号

07238107 

研究課題

とけい :絶対年代と海底堆積物の縞からよむ時計の確立

研究期間

平成7-9年度

研究組織

大江昌嗣(研究代表者 ;国立天文台地球回転研究系) ・木下 宙 (国立天文台位置力学研究系) ・桜井邦朋(神奈

川大学理学部) ・薮下 信(京都大学工学部) ・平田武史 (東京工業大学工学部) ・池谷元伺(大阪大学理学部)

高野雅夫(名古屋大学理学部) ・小出良幸

研究内容

重点領域研究「全地球史解読」の目的は、地球史の記録媒体である海底堆積物から過去40億年の地球と宇宙の歴史

を「解読」することである。この目的のために、岩石の年代を高精度にかつ効率よく測定する手法の確立と堆積物の

縞模様に刻まれている時計を読みとる技術の確立が重要である。このようなテーマに取り組む 「とけい班jは、地球

の回転や潮汐、ミランコピッチ周期などの天文力学 ・天文物理学的リズムを時計として活用する手法の開発、堆積物

中の縞の周期やイベントの同定、 U-Pb年代測定による堆積物の絶対年代の決定に取り組む。

助成金の種類

文部省科学研究費補助金:一般研究 (C)

課題番号

06610390 

研究課題

律令制下での手工業生産体制の組織的な研究
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研究期間

平成6~7年度

研究組織

国平健三(研究代表者;神奈川県立歴史博物館) ・平田大二

研究内容

神奈川県・静岡県・東京都内で発掘調査されている古代瓦窯跡出土の瓦片と窯跡の周辺で確認された瓦材の粘土採

掘坑から得られた粘土の鉱物組成を分析し、胎土中の鉱物構成要因に基づく各瓦窯跡、製品の材質を科学的に特定し、

瓦工人の動態を製品の分類と分布のあり方から考古学的に位置づける。そのうえで、瓦の制作技法とも共通した土紙

器の胎土を分析し、この分析結果から手工業生産体制が関わる各国の国衛機構との関係を解明する。

助成金の種類

文部省科学研究費補助金:重点領域研究「全地球史解読」計画研究

課題番号

07238102 

研究課題

とる:岩石試料の組織的確保と基礎的な記載

研究期間

平成7~9年度

研究組織

丸山茂徳(研究代表者;東京工業大学) ・平田大二・磯崎行雄(東京工業大学) ・加藤泰浩(山口大学) ・増田俊

明(静岡大学) ・柄座圭太郎(富山大学) ・荒井章二(金沢大学) ・海老原 充(東京都立大学)

研究内容

「全地球史解読・・・物理的地球環境の日常性とイベント」の計画研究の一つ。46億年前の地球の生成から現在に至

るまでの聞に生起した様々な変動やイベントは堆積物や玄武岩、花両岩などの火成岩にそれらの痕跡をとどめて記録

されているはずである。従来の堆積物研究では、おもに2億年よりも新しい時代の深海コアを材料として詳しい解析

がなされてきたが、ここでは世界に先駆けて2~40億年前の深海底堆積物連続試料を採集し、そこから全地球史を解

読するために、「とる班」はその時間スパンをカバーする深海堆積物やその他の重要な岩石を調査・採集することを

目的としている。現在までの調査により、すでに調査採集された試料については、採集された試料の整形、接着、切

断、研磨、および基礎的な性質の記載、例えば岩石の鏡下観察、微化石の同定、放射性年代の測定、主成分及び微量

成分元素の分析がおこなわれている。

助成金の種類

東京地学協会研究助成

研究課題

伊豆・小笠原弧の地殻構造と地質発達史

研究期間

平成6年度

研究組織

平田大二・小出良幸・菅 香世子(東京都) ・谷口英嗣(日本大学)

研究内容

未成熟な海洋性島弧である伊豆・小笠原弧の地殻構造、および第三紀から第四紀にかけての島弧の発達過程を地質学

的・岩石学的な手法を用いて解明することを目的としている。丹沢山地や伊豆半島、伊豆諸島に分布する火山岩や深成

岩、火山砕屑物などの岩石学的性格を明らかにするために、地表地質調査と既存のボーリングコアの記載と解析を進め

た。さらに、島弧の地殻構造を解明するために、伊豆諸島の溶岩や異質岩片の岩石学的研究を進める予定である。
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助成金の種類

文部省科学研究費補助金:一般研究 (C)

課題番号

04610178 

研究期間

平成4~6年度

研究課題

博物館を利用した小学生の自主活動プログラムの研究:楽しみながら自ら学ぶための活動プログラム作成をめざして

研究組織

宗像盛久 (研究代表者;神奈川県立歴史博物館) ・奥野花代子

研究内容

子どもたちが自主的活動として博物館を利用してもらえるような活動プログラムの開発をめざした本研究では、初年

度に常設展示の展示解説とワークシートを実施し、そのアンケート調査ならびに全国の主要博物館への子ども向け教育

活動アンケート調査、有識者意見聴取を実施した。次年度には学校5日制対応行事参加者へのアンケート調査を実施し、

また、子ども向け行事が盛んな博物館への視察調査も継続して実施した。最終年度の今年は、得られた調査結果から効果

的な子ども向けのプログラムを検討した。

調査を通して博物館では、子ども向け行事が学校5日制の開始とともに重視されているにもかかわらず、予算面でも人

的配置においても重要視されていない実情が明らかになった。また、子どもたちは、単に展示を見学させるよ りも解説や

ワークシートなどの補助があるだけで、かなり満足できることも明らかになった。対象とする学年や内容を絞り、ちょ っ

とした工夫を凝らすだけで一応の成果を得られる。とくに参加型や親を離して子どもだけで活動させたり、クイズを取り

入れたりは効果がある。何かを学ぶというよりも楽しんで何かを見つけたといった形にしていくことが重要で、ある。

しかし、博物館は各館でその展示内容が異なっており、最も効果的な活動プログラムは各館で開発しなければならない。

本研究の成果は、現在神奈川県立歴史博物館での子ども向け行事において活用されている。

(3)委託調査等

委託調査について、調査名、依頼先、当館担当職員の氏名を順不同で記載した。館外者の氏名は省略した。

愛川町郷土博物館展示基礎調査 (魚類部会) 愛川町教育委員会 新井一政 (部会長)

愛川町郷土博物館展示基礎調査会動物部会 愛川町教育委員会 高桑正敏・苅部治紀

丹沢大山自然環境総合調査，昆虫部会神奈川県環境部 高桑正敏・苅部治紀

丹沢大山自然環境総合調査，植物相 神奈川県環境部勝山輝男・高橋秀男 ・木場英久・田中徳久

丹沢大山自然環境総合調査地質調査員 神奈川県環境部 山下浩之

鶴見川希少生物生態検討会建設省京浜工事事務所高桑正敏・苅部治紀

大和市史自然編調査大和市勝山輝男 ・田中徳久

環境庁絶滅危倶植物調査 (環境庁版植物レッドデータブック調査)，神奈川県 自然環境研究センター 勝山輝男 ・

木場英久・高橋秀男・田中徳久

環境庁自然環境保全基礎調査生物多様性調査種の多様性調査神奈川県産植物標本調査神奈川植生学会 勝山輝

男・田中徳久・木場英久

厚木市厚木市域の相模川沿いの植物調査丹沢植物調査団 田中徳久・高橋秀男

第4次川崎市自然環境調査川崎市青少年科学館 田中徳久

横浜市緑の環境継承事業に関する調査横浜植物会 田中徳久・高橋秀男

六浦マンション(仮称)建設地の地質神奈川県教育庁生涯学習部文化財保護課松島義章・樽 創

(4 )著作活動・学会発表等

学会誌やそれに準ずる出版物に公表された原著論文は、総説、本論文、短報に区分した。それらに該当しない著

作・著書・調査報告書・資料集等は別項目として取り扱った。さらに、普及的著作物等についても別項目として区分
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した。なお、各項目への区分は原則的に各学芸員からの申告に基づいている。

中村一恵 (なかむらかすえ)

本論文

中村一恵， 1995.ニホンアシカの復元に向けて(10):日本の近・現代におけるアシカ猟とその地理的分布.海洋と生物，

16: 327-335. 

中村一恵 ・石井悟・下島芳行・下島喜美子・山岸良子・松本勉・望月和芳 1995横浜市内に野生化したハッカチョウ

とその集団時について BINOS，2:1叩9.

井上貴央・中村一恵， 1995ニホンアシカの復元に向けて(13)動物園で飼育されたニホンアシカ海洋と生物， 17: 215-

221. 

短報

中村一恵， 1995.ニホンアシカ生態復元の試み:瀬戸内海を例にニホンアシカニュース，(17):1-7. 

中村一恵， 1996.神奈川県におけるハクピシンの生息状況(4).神奈川県立自然保護センタ一報告，(13): 41-45 

著書 ・調査報告書・資料集等

中村一恵， 1995.脊椎動物，総論神奈川県レッドデータ生物調査報告書(神奈川博調報自然科学σ))，pp.l11-120 

中村一恵， 1995脊椎動物，日南乳類(霊長類を除く).神奈川県レッドデータ生物調査報告書(神奈川博調報自然科学

(7)) ，pp. 157-170. 

普及的著作等

中村一恵，1995.コロニーの特性.加藤陸奥雄・沼田 真・渡辺景隆・畑 正憲監修，日本の天然記念物， p.789;外来動

物が侵略者になるとき.同書，p.823.講談社，東京.

中村一恵， 1995帰化動物のはなし日本写真新聞社教材ニユース，(1702)・1-4.

中村一恵， 1996.オオカミの過去 ・現在 ・未来.狩猟界，40(1):88-92. 

学会等発表等

中村一恵ー 日本の近・現代におけるアシカ漁とその地理的分布. 1995年度日本晴乳動物学会大会， 1995年9月 28 日 ~ 10月

1日，京都大学.

中村一恵.ニホンアシカの分布，その過去と現状. ‘96海獣類に関する国際シンポジュウム， 1996年2月 3 日 ~4 日 ，千葉

県鴨川シーワールド/国際海洋生物研究所

新井一政 (あらいかすまさ)

短報

Senou， H.， Y. Morita and K. Arai， 1995. Two new records of lizardfishes (Pisces: Synodontidae)台omJapan. Japan. J. Ichthyol.， 

42(1): 93-95. 

普及的著作物等

新井一政， 1995.地球と生命と神奈川の自然(15):恐竜から晴乳類へ 6月26日付け神奈川新聞

高桑正敏 (たかくわまさとし)

本論文

Takakuwa， M.， 1995. A new species of th巴genusYakuhananomia (Coleoptera， Mordellidae) from Taiwan. Sp巴c.Bull. Jpn. Soc. 

Coleopterol.， Tokyo (4):433-436 

Takakuwa， M. and N. Ohbayashi， 1995. Notes on出巴Japanesegenus Miccolamia (Coleoptera， Cerambycidae)， with descriptions 

of two new species. Jpn. J. syst. Ent.， 1: 193-200. 

Takakuwa， M 叩 dT. Niisato， 1996. The genus Necydalis (Coleoptera， Cerambycidae) from northem Vietnam， with descriptions 

of two new taxa. Bull. Kanagawa prefect. Mus. (Nat. Sci.)， (25): 77-86. 

著作・著書 ・調査報告書 ・資料集等

高桑正敏， 1995.序論.神奈川県レッドデータ生物調査報告書(神奈川博調報自然科学(7))，pp. 5-12. 

高桑正敏， 1995.総論.見虫類.神奈川県レッドデータ生物調査報告書(神奈川博調報自然科学(7))，pp. 173-175 
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高桑正敏， 1995.阿部光典氏のゲンゴロウ類のコレクションと研究業績について.阿部光典ゲンゴロウ類コレクション

目録 (神奈川博資料目録自然科学(8))， pp. 3-4 

高桑正敏・苅部治紀， 1995.水棲半麹類神奈川県レッドデータ生物調査報告書(神奈川博調報自然科学(7))， pp. 208-211 

平野幸彦 ・田尾美野留・苅部治紀・高桑正敏， 1995甲虫類.神奈川県レッドデータ生物調査報告書 (神奈川博調報自

然科学(7))， pp. 212-254. 

高桑正敏，1995.斑紋は語る チョウとガの生存戦略の違いーチョウとガの世界， pp. 57-66神奈川県立生命の星・地

球博物館

高桑正敏， 1996.スギタニルリシジミは本当に箱根にいないのか?神奈川虫報， (114): 1-7. 

苅部治紀・藤田裕 ・高桑正敏・新津修平・松本慶一・韮沢幸世， 1996.愛川町で採集された注目すべき甲虫について

神奈川自然誌資料，(17): 39-42. 

高桑正敏， 1995.表紙写真解説ーキアシナガパチを捕捉したシオヤアブ一.神奈川虫報，(109): U 

高桑正敏 ・高桑 朔， 1995横浜市金沢区の住宅地でトゲナナフシを発見.神奈川虫報， (109): 35-36 

高桑正敏， 1995.表紙写真解説ーガの幼虫をしとめたクチブトカメムシー.神奈川虫報，(110): ii. 

高桑正敏， 1995オオムラサキ自然科学のとびら， 1(2): 9. 

高桑正敏， 1995.表紙写真解説ーアキアカネを捕食するシオカラトンボー.神奈川虫報，(111): U. 

高桑正敏，1995表紙写真解説ーアブラゼミを食するオオスズメパチ .神奈川虫報，(112): U. 

高桑正敏， 1996.表紙写真解説 交尾するシモフリトゲエダシャクー.神奈川虫報， (113): ii. 

高桑正敏， 1996.箱根のウラギンスジヒョウモンは健在か?箱根と蝶， (2): 3-4. 

高桑正敏，1996.表紙写真解説ーカキに群がるナナホシキンカメムシー.神奈川虫報， (114): ii. 

普及的著作物等

高桑正敏， 1995.見虫を対象とした環境モニター調査の結果について.第4期環境モニター調査報告書， pp. 5-8.横浜市環

境保全局

高桑正敏， 1995.小さな博物館一見虫たちのカムフラージ、ユ 自然保護， (395): 16-17 

高桑正敏， 1995.森の図鑑・昆虫記(14)一薪に集まるトラカミキリたち一.森の友， (15): 16-17. 

高桑正敏， 1995.コノハチョウは木の葉に擬態しているのか?ータテハチョウ類の生存戦略を考える一.自然科学のと

びら， 1(2): 12-13. 

苅部治紀・露木繁雄 ・高桑正敏， 1995台湾産ミズヌマホソコパネカミキリの生態と発見のいきさつ.月刊むし， (293): 

28-32 

高桑正敏， 1995.地球と生命と神奈川の自然(19):進化が著しい昆虫の世界 8月7日付け神奈川新聞

高桑正敏， 1995.フクズミコスカシパ.神奈川県教育月報， (367): 1. 

高桑正敏， 1995.お祝いにかえて.仁さん酒番虫， (2): 8.仁さんの喜寿を祝う会

高桑正敏， 1996.地球と生命と神奈川の自然(39):ギフチョウの盛衰.1月29日付け神奈川新聞

高桑正敏， 1996.小さな博物館ータテハチョウのはね表・裏一.自然保護， (403): 16・17.

高桑正敏， 1996.地球と生命と神奈川の自然(42):生き残ったチョウ.2月19日付け神奈川新聞

高桑正敏， 1996.生命の星 ・地球物語(1):昆虫のぎたい.31pp.オールプランナ-，/J、田原.

高桑正敏，1996.生命の星 ・地球物語(3)春の昆虫たんけん.31ppオールプランナー，小田原.

広谷浩子 (ひろたにひろこ)

著作 ・著書・調査報告書・資料集等

広谷浩子 1996.250万年前の神奈川の生きものたち日本最古の霊長類:中津層出土のサル化石， pp. 4-5.神奈川県立生

命の星 ・地球博物館.

普及的著作等

広谷浩子.1995動物園の利用方法.行動観察のフィール ドとしての動物園.なきごえ，31(11):4-5. 

広谷浩子.1996およそ250万年前のサル化石，コロブス亜科の頭蓋骨.自然科学のとびら，2(1):1. 

広谷浩子 1996.日本最古のサル.化石は語る:県立地球博物館特別展から1.4月17日付け神奈川新聞
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瀬能 宏 (せのうひろし)

本論文

Senou， H.， 1. E. Randal1 and M. Okiyama， 1996. Chelon persicus， a new species of mullet (Percifoロnes:Mugilida巴)from P巴rSlan

Gu1f. Bu11. Kanagawa Pref. Mus. (Nat. Sci.)， (25): 71-76. 

短報

瀬能 宏 ・鈴木寿之・細川正富， 1995.西表島で採集された日本初記録のローレンツスズメダイ(新称) 伊豆海洋公

園通信，6(2):2-3. 

鈴木寿之・瀬能 宏 ・吉野哲夫 ・細川|正富 ・吉郷英範，1995.西表島で採集された日本初記録のエ リト ゲハゼ(新

称).伊豆海洋公園通信，6(2):4-6. 

瀬能 宏・鈴木寿之 ・細川正富，1995.西表島で採集された北半球初記録の淡水性ヨウジウオ，ホシイッセンヨウジ

(新称).伊豆海洋公園通信，6(3):2-3. 

鈴木寿之・瀬能 宏・矢野維幾， 1995.西表島で採集された日本初記録のスフインクスサラサハゼ (新称).伊豆海洋

公園通信，6(4):2-5 

S巴nou，H.， Y. Morita and K. Arai， 1995. Two new records of 1izardfishes (Pisces: Synodontidae) from Japan. Japan. 1. Ichthyol.， 

42(1): 93-95 

高橋弘明 ・瀬能 宏， 1995.高知県で採集されたオオクチユゴイ.伊豆海洋公園通信， 6(6):2. 

鈴木寿之・藍i畢正宏 ・瀬能 宏，1995.日本産アカテンコパンハゼ種群の分類学的現状.伊豆海洋公園通信，6(7):2-7. 

鈴木寿之 ・瀬能 宏 ・花崎勝司， 1995 日本における分布が確認されたウチウミマダラエソ(新称)について.伊豆海

洋公園通信，6(9):2-3 

瀬能 宏 ・湯野川 恭， 1995.西部太平洋から初記録のオシャレハナダイ(新称).伊豆海洋公園通信， 6(9): 4-6. 

瀬能 宏 ・加藤昌一， 1995.八丈島で採集された トモシピイトヒキベラ(新称).伊豆海洋公園通信，6(11):2-4. 

瀬能 宏・森田康弘， 1995小笠原諸島で採集されたカ レハスズメダイ(新称) 伊豆海洋公園通信，6(12):2-3 

鈴木寿之・瀬能 宏・藍津正宏， 1996.日本における生息が確認されたカタホハゼ (新称) とズングリハゼ (新称)

伊豆海洋公園通信，7(2):2-7. 

Iwata， A.， T. Suzuki， H. S巴nou，S. Hosoya， K. Yano and T. Yoshino， 1996. Redescription of Amblyeleotrisfontanesii， (Gobiidae: 

Perciformes) with th巴firstr巴cordfrom Japan. Ichthyol. R巴s.，43(1): 101-109. 

鈴木寿之 ・瀬能 宏・野村智之，1996 日本海から採集された日本初記録のホカケ トラギス科の l種について伊豆海

洋公園通信，7(3): 2-4. 

工藤孝浩・瀬能 宏 ・大沼久之，1996伊豆大島から採集された日本初記録のコウ リンハナダイ (新称) 伊豆海洋公

園通信，7(4):2-4 

著作・ 著書 ・調査報告書・資料集等

御宿昭彦・瀬能 宏， 1995.テングハコフグ伊豆海洋公園通信，6(3): l. 

御宿昭彦・瀬能 宏， 1995.フタスジヒメジ(幼魚).伊豆海洋公園通信，6(5): 1 

瀬能 宏 ・今井圭介， 1995.カサゴ (由化個体) 伊豆海洋公園通信，6(8): l. 

瀬能 宏 ・矢野維幾，1995.チョウチョウウオ×ニセフウライチョウチョウウオ.伊豆海洋公園通信，6(9): l. 

御宿昭彦・瀬能 宏，1995.イサゴハゼ¥伊豆海洋公園通信，6(10):1 

瀬能 宏 ・今井圭介， 1995.ハリダシエピス.伊豆海洋公園通信，6(11):l. 

鈴木寿之 ・細川正富・瀬能 宏， 1995アカメ属の l種伊豆海洋公園通信，6(12):1 

瀬能 宏， 1995.カミソ リウオ科，ハタ科中坊徹次編， 日本産魚類検索 :全種の同定， 初版補訂第2刷， pp. 1376-1377東

海大学出版会，東京.

瀬能宏・湯野川 恭， 1996スジキツネベラ 伊豆海洋公園通信，7(2): 1 

瀬能 宏・須崎康雄， 1996.イザリウオモ ドキ伊豆海洋公園通信，7(4):1 

古瀬浩史・瀬能 宏・加藤昌一・菊池 健， 1996.魚類写真資料データベース (KPM-NR)に登録された水中写真に基

づく八丈島産魚類目録.神奈川自然誌資料， (17): 49-62. 

普及的著作等

瀬能 宏， 1995.SUPERFISHWATCH町GGUIDE， No. 22.わかりづらい魚を見分けよう(22):テンジクダイの仲間(1).月
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刊ダイパー1月号， 16(1):15-17. 

瀬能 宏，1995. SUPER FISH WATClllNG GUIDE， No. 23.わかりづらい魚を見分けよう (23):テンジクダイの仲間(II).

月刊ダイパー2月号，16(2): 15-17 

瀬能 宏， 1995.SUPER FISH WATCl町GGUIDE， No. 24.わかりづらい魚を見分けよう(24)テンジクダイの仲間(II1).

月刊ダイパー3月号， 16(3)・15-17.

瀬能 宏， 1995.SUPER FISH WATCH町GGUIDE， No. 25.わかりづらい魚を見分けよう(25):チョウチョウウオの仲間

(1).月刊ダイパー4月号， 16(4):15-17. 

瀬能 宏， 1995.SUPER FISH WATClllNG GUIDE， No. 26.わかりづらい魚を見分けよう(26):チョウチョウウオの仲間

但)月刊ダイパー5月号，16(5):14-17. 

瀬能 宏， 1995.子育てするテンジクダイ科魚類発見される.伊豆海洋公園通信，6(6):4. 

瀬能 宏， 1995.SUPER FISH WATCH町GGUIDE， No. 27.わかりづらい魚を見分けよう(27)チョウチョウウオの仲間

(凹).月刊ダイパー6月号， 16(6):173-175 

瀬能 宏， 1995.SUPER FISH WATClllNG GUIDE， No. 28.わかりづらい魚を見分けよう(28):チョウチョウウオの仲間

(IV).月刊ダイパー7月号，16(7):14-17. 

瀬能 宏， 1995地球と生命と神奈川の自然(17)あごつきの魚登場 7月17日付け神奈川新聞.

瀬能 宏， 1995.SUPER FISH WATClllNG GUIDE， No. 29わかりづらい魚を見分けよう (29):ハタの仲間(1).月刊ダイ

ノ{-8月号， 16(8)・16-18

瀬能 宏， 1995.SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 30.わかりづらい魚を見分けよう(30):ハタの仲間(II).月刊ダイ

パ-9月号， 16(9): 163-165. 

瀬能 宏， 1995.SUPER FISH WATClllNG GUIDE， No. 31.わかりづらい魚を見分けよう(31):ハタの仲間(皿).月刊ダイ

ノ{-1Q月号， 16(10): 147-149. 

瀬能 宏，1995.SUPER FISH WATClllNG GUIDE， No. 32.わかりづらい魚を見分けよう(32):ハタの仲間(IV).月刊ダイ

ノ{-11月号， 16(11):14-16. 

瀬能 宏，1995.SUPERFISHWATClllNGGUIDE，No. 33.わかりづらい魚を見分けよう(33):キントキダイの仲間月刊

ダイパー12月号，16(12):124-125. 

瀬能 宏， 1995.地球と生命と神奈川の自然(33):相模湾の死滅回遊魚.12月4日付け神奈川新聞

瀬能宏， 1996.SUPER FISH WATCl野mGUIDE， No. 34わかりづらい魚を見分けよう(34):アイゴの仲間月刊ダイ

パー1月号， 17(1):157-159. 

瀬能 宏， 1996. SUPER FISH W ATCH町GGUIDE， No. 35.わかりづらい魚を見分けよう(35):イソギンポの仲間(1)月刊

ダイパー2月号， 17(2):125-127. 

瀬能 宏， 1996.SUPER FISH WATCHING GUIDE， No. 36.わかりづらい魚を見分けよう(36):イソギンポの仲間(II).月

刊ダイパー3月号， 17(3):146-148. 

学会発表等

瀬能 宏.プロのエゴとアマチュアの理想~新和名提唱にあたっての提言日本魚類学会シンポジウム魚名に関す

る諸問題， 1995年9月26日，京都大学芝蘭会館.

苅部治記 (かるべはるを)

本論文

Karub巴H.，1995. An unique new species of the genus Chlorogomphus (Odonata， Cordulegastrida巴)from South China. Jpn. J. 

syst. Ent.， 1(1): 47-49 

Karub巴H.，1995. On the g巴nusChlorogomphus (Anisoptera: Chlorogomphidae) of Indochina with description of six n巴wsp巴Cl巴S

叩 dlitt1e known species. Bull. Kanagawa Prefect. Mus. (Nat. Sci.)， (24): 47-62 

Karube H.， 1995. The釘uetaxonornic status of Chlorogomphus okinawensis Ishida (Odonata， Chlorogomphidae). Aeschna， (31): 

19-25. 

著作・著書・調査報告書・資料集等

苅部治紀・岸一弘・大森武昭， 1995.トンボ類.神奈川県レッドデータ生物調査報告書(神奈川博調報自然科学(7))， 
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pp. 187-198. 

高桑正敏 ・苅部治紀， 1995.水棲半麹類神奈川県レッドデータ生物調査報告書(神奈川博調報自然科学(7))，pp. 208-211. 

平野幸彦・田尾美野留 ・苅部治紀・高桑正敏， 1995.甲虫類神奈川県レッドデータ生物調査報告書(神奈川博調報自

然科学(7))，pp. 212-254 

苅部治紀・藤田裕・高桑正敏・新津修平・松本慶一 ・韮沢幸世， 1996愛川町で採集された注目すべき甲虫について

神奈川自然誌資料， (17): 39-42. 

苅部治紀， 1995フェリエベニボシカミキリの観察例月刊むし，(287): 16-18 

苅部治紀， 1995神奈川県川崎市のクロカタピロオサムシの記録.月刊むし， (288): 37 

苅部治紀・韮沢幸世， 1995.西表島におけるアカマダラセンチコガネ類2種の記録.月刊むし， (295): 33. 

苅部治紀・焼田理一郎， 1995.山梨県初記録のハネピロエゾトンボ月刊むし， (290):34 

苅部治紀・露木繁雄・高桑正敏， 1995.ミズヌマホソコパネカミキリの生態と発見のいきさつ月刊むし，(293): 28-32. 

苅部治紀， 1995.横浜市南部でのカトリヤンマの記録.神奈川虫報， (109): 33. 

苅部治紀， 1995愛川町でムサシナガゴミムシを採集神奈川虫報， (109): 33-34. 

苅部治紀，1995.神奈川県内におけるアカマダラセンチコガネの記録.神奈川虫報， (112): 50. 

苅部治紀，1995.神奈川県初記録のヒゲブトハナカミキリ神奈川虫報， (112): 50-51. 

苅部治紀， 1995.神奈川県愛川町で発見されたムサシナガゴミムシの雌雄モザイク型.甲虫ニュース， (110): 1-2. 

普及的著作等

苅部治紀， 1995.八重山奇行?Part 1花蝶風月，(65): 1-5. 

苅部治紀， 1995.八重山奇行?Part 2.花蝶風月，(67): 1-5 

苅部治紀， 1995.地球と生命と神奈川の自然(21):多様性への道.8月28日付け神奈川新聞.

苅部治紀，1996.ムサシナガゴミ雑感，プテロニュース， (11):5. 

苅部治紀・韮沢幸世， 1995.リュウトウナガゴミはやはりクソダモノだ、った.プテロニュース， (14): 4-5. 

苅部治紀， 1996.アマミナガゴミ落ちる!プテロニュース， (15): 1-3 

苅部治紀， 1996.地球と生命と神奈川の自然(40)・雑木林の生き物 2月5日付け神奈川新聞

佐藤武宏(さとうたけひろ)

普及的著作等

佐藤武宏， 1995.巻員のかたち.自然科学のとびら， 1(2): 15. 

佐藤武宏，1995.地球と生命と神奈川の自然(31)生きている化石 11月20日付け神奈川新聞

佐藤武宏， 1995.地球と生命と神奈川の自然(32):進化の生証人 11月27日付け神奈川新聞

学会発表等

伊左治鎮司・佐藤武宏・山口啓子・伊藤泰弘 ・生形貴男.若手研究者向けネット開設について.1995年6月24日，日本古

生物学会，横須賀.

佐藤武宏.カニのハサミの種内形態変異について.1995年9月30日，湘南地球科学の会，小田原.

生出智哉(おいづるとしや)

著作・著書・調査報告書・資料集等

生出智哉， 1995.ウメノキゴケ，コフキヂリナリアの分布調査.第2回陸域生物による環境モリタリング調査， pp. 18-25 

横浜市環境科学研究所

普及的著作等

生出智哉， 1995.コスタリカの海藻.コスタリカ海外研修報告書，pp.35-36.神奈川県高等学校教科研究会理科部会

秋山 守・生出智哉， 1995.コスタリカの国立公園の植物.遺伝，49(5):54-57. 

生出智哉， 1995. “詫び"“さぴ"の心情を育くむコケ植物.アウトドア， 1995年6月号，p.100.

生出智哉， 1995.熔岩を覆う緑のじゅうたん，それはコケである.アウトドア， 1995年7月号:p. 100. 

生出智哉， 1996.地球と生命と神奈川の自然(46):生態系をささえる菌類.3月18日付け神奈川新聞

生出智哉， 1996.蘇苔類・地衣類.大磯町編，大磯町史9:別編自然、，pp.215-236;地衣類同書，pp. 237-243大磯町，大磯.
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勝山輝男(わっやまてるお)

短報

田中徳久・勝山輝男， 1995.神奈川県から最近報告された日本新産の帰化植物植物地理・分類研究，42:173-175. 

勝山輝男， 1995.日本新産のスゲ属植物ラウススゲ植物研究雑誌，70: 233-234. 

折目!青雄・大場達之・木村陽子・勝山輝男・小崎昭則・遠藤泰彦， 1996ハリイ属の新しい帰化種千葉県植物誌資料，(6): 29-33 

勝山輝男， 1995.神奈川県のアオスゲ類の分類と生育環境.生態環境研究，2(1):81-82 

著作 ・著書・調査報告書 ・資料集等

勝山輝男， 1995ミクリ科~トチカガミ科.神奈川県レッドデータ生物調査報告書(神奈川博調報自然科学σ))，pp. 54-

58;カヤツリグサ科~ヒナノシャクジョウ科同報告書，pp.59-66;タデ科ー同報告書，pp.75-76.

普及的著作等

勝山輝男， 1995.春のラン科植物，森の友，(15):12-13 

勝山輝男， 1995ミュージアム・ライブラリ ーと博物館情報システム.自然科学のとぴら， 1(1): 7. 

勝山輝男・高橋秀男， 1995セイシカ.週刊朝日百科植物の世界， 6(64): 100;パイカツツジ.同誌， 6(64):100-101;モチツ

ツジー同lt，6(64): 116-119 
勝山輝男， 1995.地球と生命と神奈川の自然(20):板根育てる熱帯多雨林 8月21日付け神奈川新聞

勝山輝男， 1996.地球と生命と神奈川の自然(37):県内固有の植物 1月15日付け神奈川新聞.

勝山輝男， 1996.絶滅したと思ったら 再発見されたラ ン科植物ーその 2.FLORA KANAGAWA， (41): 439-441 

勝山輝男， 1996.レッドデータブックについて.みどりのまち，(15): 2. 

勝山輝男・木場英久・田中徳久， 1996生命の星・地球物語(4):箱根の花，春.31pp.オールプランナ-，/J、田原.

勝山輝男， 1996河原の自然観察会:カワラノギクの自生地をたずねてかながわの自然，(58): 92. 

木場英久 にぱひでひさ)

著作・著書・調査報告書・資料集等

木場英久， 1995.イネ科.神奈川県レッドデータ生物調査報告書 (神奈川県立博物館調報自然科学σ))，.pp. 58-59. 

普及的著作

木場英久， 1995.地球と生命と神奈川の自然(11):生物の陸上進出.5月22日付け神奈川新聞

木場英久， 1995.植物グループ.自然科学のとびら， 1(1): 3目

木場英久， 1995.メコノプシス ・ホリデユラ.自然科学のとびら，1(3):17. 

木場英久， 1995ネパールヒマラヤの植物調査隊に参加して自然科学のとびら， 1(3): 21. 

勝山輝男・木場英久・田中徳久， 1996.生命の星・地球物語(4)箱根の花，春 31ppオールプランナ-，/J、田原

田中徳久 (たなかのりひさ)

本論文

田中穂、久，1996.神奈川県の植物群落，2.カワラノギク群落.神奈川自然誌資料， (17): 1-8. 

短報

田中徳久・勝山輝男，1995神奈川県から最近報告された日本新産の帰化植物.植物地理・分類研究，42:173-175. 

著作・著書・調査報告書・資料集等

田中徳久，1995マツ科およびヒノキ科ー神奈川県レッドデータ生物調査報告書 (神奈川博調報自然科学(7))，pp. 53-

54;パラ科~オリギリソウ科.同報告書，pp.83;ミソハギ科~セリ科.同報告書，pp.84-85.

普及的著作等

田中徳久， 1995地球と生命と神奈川の自然(36)丹沢、箱根のブナ林 1月8日付け神奈川新聞

田中徳久， 1995横浜の植物相と植生横浜植物会編，ヨコハマ植物散歩， pp.25-26;市民の森のあらまし同書，p.29;豊

顕寺市民の森.同書，p.36-37;和泉川流域同書，pp.118-119神奈川新聞社・かなしん出版，横浜.

村上司郎-秋山 守・田中徳久， 1995.横浜の植物等に関する文献.横浜植物会編，ヨコハマ植物散歩， pp. 164-168神奈

川新聞社・かなしん出版，横浜.

田中徳久， 1995シナダレスズメガヤに御用心 FLORAKANAGAWA， (40): 431-432. 
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田中徳久， 1996.地球と生命と神奈川の自然(41):水田から森林へ 2月12日付け神奈川新聞.

勝山輝男・木場英久・田中徳久， 1996.生命の星・地球物語(4):箱根の花，春 31pp.オールプラ ンナ-，/J、田原.

学会発表等

田中徳久相模川のカワラノギク群落.1996年3月29日，日本生態学会，東京都立大学.

松島義章 (ぎっしまよしあき)

本論文

松島義章・川上 淳， 1995.北海道根室半島の海成沖積層から産出した貝化石のC年代.神奈川県立博物館研究報告

(自然科学)，(24): 39-46. 

太田陽子.Nelson， A. R. .海津正倫・鹿島 薫・松島義章， 1995.オレゴンナト|サウススルーの沖積低地の掘削調査に基

づく完新世後期の古地震の復元.地学雑誌， 104(1): 94-106. 

Yokohama， Y.， M. Nakada， Y. Maeda， S. Nagaoka， J. Ok:uno， E. Matsumoto， H. Sato佃 dY. Matsushima， 1996. Holocene sea-

l巴velchange and hydro-isostasy along the west coast of Kyush'l， Japan. Palaeog巴ography，Palaeoclimatology， Pala巴O巴氾ology，

123: 29-47. 

長岡信治・松岡数充・松島義章 ・奥野 充・中村俊夫 1996.五島列島、鬼岳火山群基底の海成更新統.名古屋大学加

速器質量分析計業績報告書， (VIl): 243-250 

著作・著書・調査報告書 ・資料集等

松島義章， 1995員類群集からみた横浜港の現生堆積物における環境変遷.横浜港・生物と環境の変遷:底質柱状試料中

の生物化石調査.横浜市環境科学研究所環境研資料， (116): 35-43. 

松島義章， 1995.伊勢原市の地形と地質.伊勢原市史通史編:先史・古代 ・中世，pp.3-32.伊勢原市.

松島義章， 1995員類の情報と縄文時代の自然環境・北海道東海岸に暖流が流れた.戸沢充則編，縄文人の時代， pp. 49-

69新泉社，東京.

松島義章， 1995.貝からみた古環境の変遷:特に縄文時代を中心として.田中 琢・佐原真編，全面改訂新しい研究法は

考古学になにをもたらしたか，pp.8-26クパブρロ，東京ー

松島義章・広谷浩子・樽 創・大島光春， 1996.特別展図録，日本最古の霊長類，中津層出土のサル化石 250万年前の

神奈川の生きものたち.48pp.神奈川県立生命の星・地球博物館，小田原

松島義章， 1996.名古屋港TB-lコアの完新統南陽層にみられる員化石群新修名古屋市史報告書， 1:31-34. 

普及的著作等

松島義章， 1995.地球と生命と神奈川の自然(25)石灰岩から“サンゴ礁".10月2日付け神奈川新聞

松島義章， 1995.地球と生命と神奈川の自然(27)神奈川にもゾウがいた.10月16日付け神奈川新聞.

松島義章， 1995.地球と生命と神奈川の自然(29)豊かな海の縄文時代.10月30日付け神奈川新聞

松島義章， 1995地球と生命と神奈川の自然(30):貝化石が語る変容 11月6日付け神奈川新聞

松島義章， 1996.初公開，神奈川指定天然記念物中津層群神沢層産出の脊椎動物化石について.自然科学のとぴら，2(1):6 

学会発表等

近藤康生 ・鎮西清高・菅野三郎・松島義章ー池子層の群集シロウリガイ類群集の種組成，産状とタフォノミー 1995年

6月24日，日本古生物学会第144例会，横須賀市博物館

長岡信行・松岡数充・松島義章・奥野 充・中村俊夫.五島列島鬼岳火山の基底から発見された更新世の海成層.1996

年3月28日，地球惑星科学関連学会合同大会(固有セクション日本第四紀学会)，大阪大学豊中キャンパスー

樽 創 (たるはじめ)

本論文

樽 創， 1996.東京都昭島市前期更新統平山層から産出したStegodonsp.の肩甲骨と上腕骨について.神奈川県立博物

館研究報告(自然科学)，25: 59-70. 

普及的著作等

縛 創， 1995神奈川県にもゾウがいた!企業庁だより， (165): 24-27 

樽 創， 1995.地球と生命と神奈川の自然(16):歯の磨耗早いゾウ.7月3日付け神奈川新聞
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大島光春 (おおしまみつはる)

本論文

安藤寿男・勢司理生 ・大島光春・松丸哲也， 1995.上部白亜系双葉層群の河川成~浅海成堆積システム堆積相と堆積

シーケンスー地学雑誌，104(2): 248-303. 

普及的著作等

大島光春，1995.地球と生命と神奈川の自然(12)陸上動物の基本様式.5月四日付け神奈川新聞

大島光春， 1995.地球と生命と神奈川の自然(13)・想像を絶する恐竜.6月5日付け神奈川新聞

今永 勇 (いま芯がいさむ)

短報

今永 勇，1996箱根火山古期外輪山南東斜面の溶岩を切る砕屑岩脈.神奈川県立博物館研究報告(自然科学)， (25): 

55同56

小出良幸にいでよしゆき)

総説

小出良幸， 1995.地球前史:地球形成場の素描.月刊地球， 17: 203-209. 

小出良幸， 1995 損石地球の材料物質としての慣石.神奈川県立博物館研究報告(自然科学)， (24): 9-38. 

小出良幸・山下浩之， 1995.地球前史.地球形成場と原料への束縛条件地学雑誌， 104: 167-188. 

小出良幸・山下浩之， 1996.地球初期への惑星物理的束縛条件神奈川県立博物館研究報告 (自然科学)， (25): 1-26. 

小出良幸 ・山下浩之， 1996.地球初期への惑星化学的束縛条件神奈川県立博物館研究報告(自然科学)， (25): 27-55 

著作・著書・調査報告書・資料集等

平田大二・山下浩之・小出良幸・新井田秀一，1995.地球環境学習の実態調査:神奈川県における環境学習の実態.地球

環境学習プログラム開発グループ編，神奈川県の環境学習実態調査報告書:新しい地球環境学習プログラム開発をめ

ざして，pp. 2-70.地球環境学習プログラム開発グループ，小田原。

小出良幸 ・平田大二・山下浩之・新井田秀一 1995.環境学習への取り組みと意識・神奈川県での現状分析.地球環境学

習プログラム開発グループ編，神奈川県の環境学習実態調査報告書:新しい地球環境学習プログラム開発をめざし

て，pp. 71-77地球環境学習プログラム開発グループ，小田原.

小出良幸・平田大二・新井田秀一 ・山下浩之， 1995.環境学習への新たな試み博物館でのモデル・ケースー地球環境学

習プログラム開発グループ編，神奈川県の環境学習実態調査報告書:新しい地球環境学習プログラム開発をめざし

て，pp. 78-82.地球環境学習プログラム開発グループ，小田原.

小出良幸・平田大二・菅 香世子・谷口英嗣， 1995伊豆 ・小笠原弧の地殻構造と地質発達史の解明にむけて(中間報

告) 地学雑誌， 104(4): 609-612. 

小出良幸，1995.石ころから覗く地球誌.220pp. NTT出版，東京.

小出良幸・平田大二， 1996損石資料目録.神奈川県立博物館資料目録 (自然科学)， (9): 3-71. 

Koide， Y.， H. Yamashita， 1996. Data sourc巴 ofmeteorites: the meteorit巴 collectionof the Kanagawa Pr巴fecturalMuseum of 

Natura1 History. Cat. Colln Kanagawa prefect. Mus. nat. Hist.， (9): 73-92. 

平田大二・小出良幸， 1996.隈石標本の補修および保存方法について.神奈川県立博物館資料目録(自然科学)， (9): 93-101. 

地球環境学習プログラム開発グループ (平田大二・小出良幸 ・山下浩之 ・新井田秀一・佐藤武宏)， 1996.大地の生い

立ちを探る 82pp.神奈川県立生命の星・地球博物館，小田原.

普及的著作等

小出良幸・山下浩之， 1995.宇宙からの贈り物.慣石から探る地球誕生のなぞ.56pp.神奈川県立生命の星・地球博物館，

小田原.

小出良幸，1996生命の星・地球物語(2):大きいもの・小さいもの 31ppオールプランナー，小田原.

小出良幸， 1995.地球と生命と神奈川の自然(1):宇宙のタイム・トラベラー (損石).2月7日付け神奈川新聞

小出良幸， 1995.地球と生命と神奈川の自然、(2):月とクレーター.2月14日付け神奈川新聞

小出良幸，1995地球と生命と神奈川の自然(3):最古の岩石.2月21日付け神奈川新聞.
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小出良幸， 1995.地球と生命と神奈川の自然(4):最古の堆積岩.3月7日付け神奈川新聞

小出良幸， 1995.地球と生命と神奈川の自然(6):海底の火山.3月21日付け神奈川新聞.

小出良幸， 1995.地球と生命と神奈川の自然(7):動いている大地.4月17日付け神奈川新聞.

小出良幸，1995.自然についてもっと学ぼう.世論時報，28(5): 22-28. 

小出良幸， 1996.列島の火山.自然科学のとびら，2(1):7. 

学会発表等

小出良幸.Ampipal Alkaline Massifの火成作用.1995年8月23日，ネパール若手研究者シンポジ、ユウム，神奈川県立生命の

星 ・地球博物館.

小出良幸.マグマ・オーシャンの再現に向けて.1995年12月24日，重点領域「全地球史解読Jとけい班研究集会，東京工
業大学

平岡大二(ひらただいじ)

本論文

Hirata， D.， H. Yamashita， 1. Imanaga， H. Takahashi and A. Kato， 1995. Manganoan Grossular-piemontite assosiation in a 

lowgrade metamorphic manganese ore from the Dainichi mine， Hadano City， Kanagawa Prefecture， Japan. Mineralogical JOUf.， 

17(5): 211-218 

著作・著書・調査報告書 ・資料集等

平田大二・山下浩之・小出良幸 ・新井田秀一， 1995.地球環境学習の実態調査神奈川県における環境学習の実態.地球

環境学習プログラム開発グループ編，神奈川県の環境学習実態調査報告書新しい地球環境学習プログラム開発をめ

ざして，pp.2-70.地球環境学習プログラム開発グループ，小田原.

小出良幸・平田大二 ・山下浩之・新井田秀一 1995.環境学習への取り組みと意識:神奈川県での現状分析.地球環境学

習プログラム開発グループ編，神奈川県の環境学習実態調査報告書:新しい地球環境学習プログラム開発をめざし

て，pp.71-77.地球環境学習プログラム開発グループ，小田原.

小出良幸・平田大二・新井田秀一-山下浩之， 1995.環境学習への新たな試み:博物館でのモデル・ケース.地球環境学

習プログラム開発グループ編神奈川県の環境学習実態調査報告書:新しい地球環境学習プログラム開発をめざし

て，pp.78-82.地球環境学習プログラム開発グループ，小田原.

小出良幸・平田大二・菅 香世子・谷口英嗣，1995伊豆 ・小笠原弧の地殻構造と地質発達史の解明にむけて(中間報

告).地学雑誌， 104(4):609-612. 

小出良幸・平田大二， 1996.慣石資料目録.神奈川県立博物館資料目録(自然科学)，(9): 3-71. 

平田大二 ・小出良幸， 1996.慣石標本の補修および保存方法について.神奈川県立博物館資料目録(自然科学)，(9): 93-101. 

普及的著作等

平田大二， 1995.朝鮮民主主義人民共和国の地質調査報告記自然科学のとぴら， 1(3):加.

地球環境学習プログラム開発グループ(平田大二・ 小出良幸 ・山下浩之・新井田秀一・ 佐藤武宏)，1996.大地の生

い立ちを探る.82pp.神奈川県立生命の星・地球博物館，小田原.

平田大二， 1995地球と生命と神奈川の自然(8):いつ、どこで誕生.5月1日付け神奈川新聞.

平田大二， 1995.地球と生命と神奈川の自然(9):大量の酸素を放出 5月8日付け神奈川新聞.

平田大二， 1995.地球と生命と神奈川の自然(10):カンブリア大爆発.5月15日付け神奈川新聞

平田大二， 1995.小さな博物館「生きている川、地球の表情をつくるj 自然保護，(401):16-17. 

平田大二， 1995.神奈川県立生命の星 ・地球博物館コレクシ ョン.博物館研究，31(2):55-56. 

学会発表

平田大二・猪俣道也.朝鮮半島のArchean~ Proterozoic. 1996年3月26日，地球惑星科学関連学会1996年合同学会，大阪大

学豊中キャンパス.

新井田秀一(にいだしゅういち)

著作・著書・調査報告書・資料集等

平田大二・山下浩之・小出良幸・新井田秀一 1995.地球環境学習の実態調査:神奈川県における環境学習の実態.地球

環境学習プログラム開発グループ編神奈川県の環境学習実態調査報告書・新しい地球環境学習プログラム開発をめ
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ざして，pp.2-70地球環境学習プログラム開発グループ，小田原

小出良幸・平田大二・山下浩之・新井田秀一， 1995環境学習への取り組みと意識神奈川県での現状分析ー地球環境学

習プログラム開発グループ編神奈川県の環境学習実態調査報告書新しい地球環境学習プログラム開発をめざし

て，pp.71-77.地球環境学習プログラム開発グループ，小田原

小出良幸 ・平田大二・新井田秀一・山下浩之， 1995目環境学習への新たな試み博物館でのモデル ・ケース地球環境学

習プログラム開発グループ編，神奈川県の環境学習実態調査報告書:新しい地球環境学習プログラム開発をめざし

て，pp.78-82.地球環境学習プログラム開発グループ，小田原.

新井田秀一， 1996自然との共生を考える:神奈川県立生命の星・地球博物館における衛星データの活用.宇宙開発事業

団編， 地球観測衛星データ利用事例集 (平成7年度地方自治体編)，pp. 192-198. (財)リモート・センシング技術

センター，東京.

新井田秀一，1996丹沢山地のスズタケ枯れ宇宙開発事業団編，地球観測衛星データ利用事例集 (平成7年度地方自

治体編)，pp. 199-200. (財)リ モート・センシング技術センター，東京.

普及的著作等

新井田秀一， 1996.地球と生命と神奈川の自然(45):生き物同士のつながり 3月11日付け神奈川新聞.

新井田秀一， 1996.地球と生命と神奈川の自然(47):人類の短い歴史 3月25日付け神奈川新聞

新井田秀一，1996地球と生命と神奈川の自然(49):地球観測衛星 4月8日付け神奈川新聞.

地球環境学習プログラム開発グループ(平田大二 ・小出良幸・山下浩之・新井田秀一 ・佐藤武宏)，1996.大地の生い

立ちを探る 82pp神奈川県立生命の星 ・地球博物館，小田原.

山下浩之 (やましたひろゆき)

総説

小出良幸 ・山下浩之， 1995田地球前史:地球形成場と原料への束縛条件.地学雑誌， 104: 167-188. 

小出良幸 ・山下浩之，1996地球初期への惑星物理的束縛条件.神奈川県立博物館研究報告(自然科学)，25: 1-26. 

小出良幸 ・山下浩之，1996地球初期への惑星化学的束縛条件.神奈川県立博物館研究報告 (自然科学)，25: 27-54 

本論文

山下浩之・大谷栄治， 1995.キンパライトの高圧実験上部マントルにおける流体の化学組成について神奈川県立博物

館研究報告(自然科学)，24・1-8.

Hirata， D.， H. Yamashita， 1. Imanaga， H. Takahashi and A. Kato， 1995. Mang佃 O叩 grossular-piemontiteassociation in a low 

grad巴metamorphicmangan巴S巴or巴fromDainichi min巴，Hadano City， Kanagawa Prefecture， Japan. Mineralogical Journal， 

17(5): 211-218. 

著作・著書 ・調査報告書 ・資料集等

Koide， Y. and H. Yamashita， 1996. Data source of meteorit巴:th巴m巴teorit巴coll巴ctionof the Kanagawa Prefectura1 Museum of 

Natural History. Cat. colln Kanagawa prefect. Mus. nat. Hist， 9: 73-92. 

平田大二 ・山下浩之・小出良幸・新井田秀一， 1995.地球環境学習の実態調査 神奈川県における環境学習の実態.地球

環境学習プログラム開発グループ編神奈川県の環境学習実態調査報告書.新しい地球環境学習プログラム開発をめ

ざして，pp. 2-70地球環境学習プログラム開発グループJ、田原

小出良幸・平田大二 ・山下浩之・新井田秀一， 1995.環境学習への取り組みと意識-神奈川県での現状分析.地球環境学

習プログラム開発グループ編，神奈川県の環境学習実態調査報告書:新しい地球環境学習プログラム開発をめざし

て，pp.71-77地球環境学習プログラム開発グルーフ。，小田原.

小出良幸 ・平田大二 ・新井田秀一 ・山下浩之 1995.環境学習への新たな試み:博物館でのモデル・ケース.地球環境学

習プログラム開発グループ編，神奈川県の環境学習実態調査報告書新しい地球環境学習プログラム開発をめざし

て，pp.78-82.地球環境学習プログラム開発グループ，小田原

普及的著作等

小出良幸・山下浩之，1995宇宙からの贈り物損石から探る地球誕生のなぞ 56pp神奈川県立生命の星・地球博物館，小田原.

山下浩之， 1995.地球と生命と神奈川の自然(5):温泉と火山.3月14日付け神奈川新聞

山下浩之， 1995.海の中の火山.自然科学のとびら，1(2): 14 
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学会発表等

Yamashita， H.， M. Arima and E. Ohtani， 1995. High pressure melting experiments on Group 11 kimber1ite up to 8 GPa: 

Implications for mantle metasomatism. 6th Intemational Kimberlit巴Conference，Russia， August. 

奥野花代子 (おくのかよこ)

著作 ・著書・調査報告書 ・資料集等

奥野花代子， 1996.未来を拓く博物館.吉川 弘 ・角替弘志編，生涯学習推進・社会教育計画，pp. 101-110.文教書院，東京.

高橋秀男 (たかはしひでお)

著作・著書・ 調査報告書・資料集等

高橋秀男， 1995.スミレ科.神奈川県レッドデータ生物調査報告書(神奈川博調報自然科学σ))，pp. 83-84;リンドウ科~

キク科.同報告書，pp. 87-98. 

高橋秀男， 1995.調査地域に見られた分布上希少・貴重植物.丹沢植物調査団編，厚木市荻野の植物 I (厚木市博物館資

料集，No. 2) ， pp. 4-7.厚木市教育委員会，厚木市.

高橋秀男， 1996.まえがき丹沢植物調査団編，厚木市荻野の植物1I (厚木市博物館資料集， No. 8) ， p. 1;分布上特徴の

ある植物及び稀産・貴重種の解説.同書，pp. 12-16;イヌタヌキモの生活史.同書，p. 16. 

普及的著作等

高橋秀男， 1995.植物観察ノート(1)狸が犬に化けた話.横浜植物会会報，26(1)，no pagenation. 

高橋秀男， 1995.植物観察ノート(2)フユザンショウ.横浜植物会会報，26(2)， no pag巴nation.

高橋秀男， 1995.植物観察ノー ト(3):グリンデルワルドでイタドリを見た横浜植物会会報，26(3)， no pagenation. 

高橋秀男， 1995.植物観察ノ ート(4):セイヨ ウオオバコ.横浜植物会会報，26(4)，no p略巴natlOn.

高橋秀男， 1995.シラタマノキ.週刊朝日百科植物の世界， 6(63):74-75;ヒメシャクナゲ.同誌，6(63):75ヴ7;アセビ.同誌，

6(63): 85-86;ミネズオウ.同誌，6(63):87-88. 

勝山輝男 ・高橋秀男，1995セイ シカ.週刊朝日百科植物の世界， 6(64): 100;パイカツツジ.同誌， 6(64): 100-101;モチツ

ツジ.同誌，6(64):116-119. 

高橋秀男， 1995.サツキ.週刊朝日百科植物の世界，6(64)・119-120.

高橋秀男， 1995.ヒカゲツツジ.週刊朝日百科植物の世界，6(65):147-148 

高橋秀男， 1995スミレ週刊朝日百科植物の世界， 6(69): 262-266;スミレサイシン.同誌， 6(69): 266;シレトコスミレ.同

言志，6(69):267;キパナノコマノツメ.同言志，6(69):269-271. 

高橋秀男， 1996.厚木の植物のあらまし厚木市博物館編，博物館収蔵資料展解説書，pp. 28-32厚木市教育委員会，厚木市.

高橋秀男， 1996.植物観察ノート(5):アカガネホウチャクソウ.横浜植物会会報，27(1)，no pagination 

高橋秀男， 1996植物観察ノート(6):ミチタネツケパナ横浜植物会会報，27(2)， no pagination 

(5)非常勤講師

地位、勤務先、担当者の順に記載した。

横浜国立大学教育学部非常勤講師横浜国立大学松島義章

(6)告種委員・役員

地位、依頼先、当館担当者の順に記載した。担当者の順は不問。

希少水生生物保存対策試験事業水鳥部会検討委員 社団法人日本水産資源保護協会 中村一恵

日本鳥類目録委員 日本鳥学会 中村一恵

文化財保護審議会委員 厚木市教育委員会新井一政

神奈川県自然保護協会理事新井一政

管理運営委員 横浜市 ・寺家ふるさと村四季の家管理運営委員会新井一政
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神奈川県博物館協会 自然科学部会長新井一政

日本鞘麹学会編集委員 日本鞘題学会 高桑正敏

日本昆虫協会理事 日本見虫協会 高桑正敏

平成6年度日本モンキーセンター兼任研究員 日本モンキーセンタ一 広谷浩子

平成7年度日本モンキーセンター兼任研究員 日本モンキーセンタ一 広谷浩子

Primatesアドバイザリ ーボード 日本モンキーセンタ一 広谷浩子

平成8年度自然環境保全基礎調査検討会淡水魚類分科会作業部会検討員 環境庁 瀬能 宏

日本魚類学会庶務幹事 日本魚類学会瀬能宏

神奈川県植物誌調査会運営委員 神奈川県植物誌調査会勝山輝男

神奈川県植物誌調査会運営委員 神奈川県植物誌調査会 田中徳久

横浜植物会運営委員横浜植物会 田中徳久

生涯学習放送番組企画委員会神奈川再発見部会 神奈川県教育委員会生涯学習課 田中徳久

日本学術会議第四紀研究連絡委員 日本学術会議松島義章

日本学術会議古生物研究連絡委員 日本学術会議松島義章

日本第四紀学会評議委員 日本第四紀学会松島義章

日本第四紀学会会計監査 日本第四紀学会松島義章

鎌倉市文化財専門委員 鎌倉市松島義章

千葉県史編纂地形 ・地質執筆委員会執筆委員 千葉県松島義章

目黒区目黒博物館(仮称)検討委員会委員 目黒区松島義章

新修名古屋市史自然部会調査員 名古屋市松島義章

厚木市博物館展示委員会委員 厚木市松島義章

愛川町郷土博物館展示基礎調査会委員 愛川町松島義章

神奈川県自然保護協会監事神奈川県自然保護協会松島義章

生涯学習ボランテイア活動推進委員 神奈川県教育庁生涯学習課奥野花代子

生涯学習ボランティアパンク設置検討部会委員 神奈川県教育庁生涯学習課奥野花代子

(7)講演依頼等

演題、依頼先、日時、場所、担当者の順に記載した。担当者の順は不向。

新しい自然系博物館が目指すもの 武相学園 1995年6月24日 神奈川県立生命の星・地球博物館講義室 新井一政

身近な動物から自然を学ぶ 相模原市新磯公民館 1995年7月26日 相模原市新磯公民館 新井一政

自然環境を考える 身近な環境一 大磯町教育委員会 1995年9月12日 大磯町保健センタ一 新井一政

博物館の歴史と現状神奈川県企業庁 1995年11月21日 神奈川県立生命の星 ・地球博物館講義室 新井一政

博物館の上手な見学法横浜市動物園友の会 1996年2月3日 神奈川県立生命の星・地球博物館講義室 新井一政

生命の星 ・地球博物館の展示が目指したもの 相模原市婦人団体連合会 1996年3月26日 神奈川県立生命の星・地

球博物館講義室新井一政

魚類の分類:日本産ボラ科魚類の分類の現状相模湾海洋生物研究会 1995年4月23日 横須賀市自然、博物館 瀬能宏

そこに魚がいるわけいないわけ海の魚の生物地理入門 (財)東京動物園協会 1995年11月25日 東京都葛西臨海

水族園瀬能宏

神奈川県のレッドデータ植物 神奈川県広域水道企業団 1995年11月17日 メルバルク横浜勝山輝男

神奈川のブナ林は今横浜植物会 1995年6月11日 神奈川県立生命の星 ・地球博物館講義室 田中徳久

真鶴半島と箱根の植生神奈川県教育センター 1995年6月29日 真鶴 ・箱根方面 田中徳久

緑の成り立ち (財)かながわトラストみどり財団県央地区推進協議会 1995年10月3日 神奈川県立生命の星・地球

博物館講義室 田中徳久

相模川流域の植物生態 立川市公民館 1996年3月7日 立川市中央公民館 田中徳久

ふれあい自然科学クラブ化石ウオッチング:サメの歯を見つけよう 1995年10月1日 座間市公民館樽 創
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北アメリカの博物館の恐竜たち 茅ヶ崎市 1996年3月16日 茅ヶ崎市立香川公民館大島光春

地球環境と博物館大磯町社会教育課 1995年9月15日 神奈川県立生命の星・地球博物館講義室 平田大二

自然との共生寒川ロータリークラブ 1996年3月15日 寒川神社参集殿新井田秀一

(8)自然観察会講師等

名称、依頼先、日時、場所、当館担当者の順に記載した。担当者の順は不同。

自然観察会神奈川ふれあい教育財団 1995年4月8日 横浜市大池自然公園 高桑正敏・勝山輝男

秋の自然観察会伊勢原市こども科学館 1995年10月22日 伊勢原市内勝山輝男

河原の自然観察神奈川県自然保護協会 1995年10月28日 厚木市猿ケ島 新井一政・勝山輝男

(9)学術交流

名称、日時、場所、担当者の順に記載した。担当者の順は不問。

神奈川見虫談話会例会 1995年4月16日 当館講義室 高桑正敏・苅部治紀

神奈川県植物誌調査会 1995年5月13日 当館講義室 田中徳久

湘南地球科学の会例会 1995年5月20日 当館講義室平田大二

横浜植物会 1995年6月11日 当館講義室田中徳久

神奈川地学会 1995年6月17日 当館講義室平田大二

全地球史解読計画夏の学校 1995年8月30日 当館講義室平田大二

湘南地球科学の会例会 1995年9月30日 当館講義室平田大二 ・松島義章

神奈川県自然保護協会創立30周年記念シンポジウム 1995年10月8日 当館ミュージアムシアターおよび講義室 新井一政

日本鱗題学会創立50周年記念大会 1995年10月8-9日 当館ミュージアムシアターおよび講義室 新井一政

日本鱗麹学会創立50周年記念大会 1995年11月4-5日 当館ミュージアムシアター，講義室，会議室および共同研究

室高桑正敏

水生昆虫談話会例会 1995年12月10日 神奈川県政総合センター 苅部治紀

ヒマラヤ植物研究会 1995年12月16-17日 当館講義室木場英久

神奈川見虫談話会例会 1996年1月21日 当館講義室 高桑正敏 ・苅部治紀

湘南地球科学の会例会 1996年1月27日 当館講義室平田大二

神奈川県植物誌調査会 1996年1月27日 当館講義室 田中徳久

箱根蝶の会例会 1996年2月10日 当館共同研究室高桑正敏

日本植物分類学会第26回大会シンポジウム 1996年3月23日 兵庫県立人と自然の博物館 勝山輝男

同刊行物

「神奈川県立博物館研究報告 (自然科学)第24号J

〔発行日〕 平成7年3月28日発行

〔内容〕

山下浩之・大谷栄治:キンパライトの高温高圧実験:上部マントルにおける流体の化学組成について

小出良幸:隈石一地球の材料物質としての慣石一

松島義章・ 川上 淳:北海道根室半島の海成沖積層から産出した貝化石の 14 C年代

苅部治紀 :インドシナのミナミヤンマ属の覚書き-6新種および希少種の記録一(英文)

「神奈川県立博物館研究報告(自然科学)第25号J

〔発行日〕 平成8年 3月20日発行

〔内容〕

小出良幸・山下浩之:地球初期への惑星物理的束縛条件

小出良幸 ・山下浩之:地球初期への惑星化学的束縛条件
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今永 勇:箱根古期外輪山東南斜面の溶岩を切る砕屑岩脈

樽 倉Ij:東京都昭島市から産出したStegodonauroraeの肩甲骨 ・上腕骨について

瀬能 宏.J. E. Randall・沖山宗雄:ペルシャ湾から採集されたボラ科メナダ属の l新種(英文)

高桑正敏 ・新里達也 :北ベ トナム産ホソ コパネカミキリ属について

「神奈川県立博物館調査研究報告 (自然科学)第7号 一神奈川県レッドデ タ生物調査報告書-J

〔発行日〕 平成7年3月31日発行

〔内容〕

序論

植物篇

脊椎動物篇

昆虫篇

「神奈川自然誌資料17 J 

〔発行日〕 平成8年3月30日発行

〔内容〕

田中徳久 :神奈川県の植物群落 2.カワラノギク群落

萩原清司 ・植田育男 :江ノ島近海の漸深海帯で漁獲された十脚甲殻類

岸 一弘 ・深谷昭博 ・日比野 克:大磯丘陵のメスグロヒョウモン

美ノ谷憲久 ・田中 剛:三浦半島におけるシルピアシジミの現状と保護

浜口哲一 :平塚市における昼間に鳴く虫の出現季節と環境選好

苅部治紀・藤田 裕 ・高桑正敏・新津修平・松本慶一 ・韮沢幸世 :愛川町で採集された注目すべき甲虫について

上田尚孝:平塚市土屋に生息するオオクワガタ

勝目尚之:酒匂川で採集されたカマキリ(アユカケ)について

古瀬浩史・瀬能 宏・加藤昌一 ・菊地 健:魚類写真資料データベース (KPM-NR)に登録された水中写真に

基づく八丈島産魚類目録

工藤孝浩 ・中村良成・清水詞道:横浜、 川崎および中の瀬海域から初記録の魚類-ll

山田和彦・工藤孝浩:神奈川県三崎魚市場に水揚げされた魚類・ V

青木雄司:丹沢産ホンドモモンガの新知見

堀越増輿 -板橋義美 :瀧庸著 (昭和8年4月 1993年)横漬付近の軟龍動物目録その2

小竹信宏:愛川町平山の古第三系相模湖層群から産出した生痕化石

加藤昭・木島勇 :神奈川県産鉱物目録
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4.データーバンク機能
(1)資料概況

①平成8年3月31日現在の収蔵資料登録実績

(単位:点) 古
川
占
山
占
山
占
山
占
川

1
1

1
i

1

i

1

i

1

i

 

恐竜の歯の化石(アロサウルス)

恐竜の歯の化石(アルパートサウルス)

恐竜の卵の化石(オピラプトール)

恐竜の卵の化石(セグノサウルス)

両生類とシダの化石

(2)図書資料収集状況

①図書資料の概要

県立博物館が所蔵していた図書資料を人文系と自然

系とに分離し、それらを核として新たに収集を始めて

いる。県立博物館にはなかったミュ ジアムライブラ

リ という公開スベ スを設けて、一般の利用者に提

供している。そのため、専門書ばかりでなく児童書や

入門書的なものまで収集の対象になっている。

また、ライブラリ にはCD-ROMとビデオの視

聴ブースがあり、そのソフトも収集している。

図書資料で特記すべきコレクションには規模の大き

なもので「津田武太郎文庫」と「棲井欽一文庫jがあ

る。「津田文庫jは植物分類学の研究者であった故津

田武太郎氏の旧蔵書で、日本には数冊しかないと言わ

れる 18世紀刊行のケンベルやツンベルクの著書も含

まれている。「棲井文庫」は在野の鉱物学者だった故

棲井欽一氏の旧蔵書で、鉱物学関係の他に貝類学や魚

類学、古生物学等の図書、雑誌があり、その数は一万

点以上になる。この文庫は現在整理中である。

分 野 登録データ数 画像登録数

維管束 167，334 O 

コケ・地衣類 2，670 O 

菌類 O O 

海藻類 O O 

脊椎動物(魚類以外) 1，432 O 

軟体動物 3，390 O 

甲殻類 O O 

魚類 846 O 

魚類写真 7，593 7，846 

見虫 26，839 798 

岩石 O O 

鉱物 181 O 

化石 2，220 3，099 

三E3L 計 212，505 11，743 

※登録デ タ数及び画像登録数は、博物館情報システ

ムに登録されている数字。
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②所蔵資料数

1 0タイトル

7 4 5タイトル

376タイト lレ

3 9タイト jレ
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②平成7年度購入資料

(※この他にも、寄贈 ・採集資料等あり)

〔動物資料〕

コイドック剥製

セグロジャッカ jレ剥製

テナガコガネ(昆虫)

クワガタ類(見虫)

ボルネオオランウータン(レプリカ)

スマトラオランウータン(レプリカ)

チンパンジー(レプリカ)

マンドリル(レプリカ)

シマクイナ剥製

ボンゴ剥製

219巻

1 5タイトル

3 1リル

なお、ビデオソフト、 CD-ROM、マイクロフィ

ルムについては、主なタイトルを挙げておく。

CD-ROM 1 6 7，9: 

4点 マイクロフィルム

〔主なタイトル〕

・ビデオソフト:地域ファミリ (全35巻)、地球
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3点

3点

I点

l点

2 2点

ウォンパット剥製・骨格

ミイロタテハ類(昆虫)

クワガタコガネ類(昆虫)

〔植物資料〕

カーティス植物図譜

シーボルト図譜コレクション

〔古生物・地球環境資料〕

琉泊

ダイアモンド(キンバレー岩中)

ダイアモンド(エクロジャイト中)

パージェスの動物化石

ロードナイト



大紀行(全12巻)、デビッド・アッテンボロー

の野生の驚異(全12巻)、世界の秘境 (全 30 

巻)、地球を探る(全26巻)

'CD-ROM:Eco World、見る観る探

す見虫、恐竜年代記

・マイクロフ ィルム :G e 0 1 0 g y (地質学雑誌)

Letha a (古生物学と層位学の雑誌)

ライブラリーとして今回特筆しておかなければなら

ないのは、博物館資料収集費で 『カーテイスのボタニ

カル・マガジン』の創刊号(1787年)から 198

3年刊行の 184巻までを完全オリジナル版で購入し

たことである。18世紀のイギリスで創刊されたこの

植物雑誌は、世界最古の原色の科学的刊行物と言われ

ており、手彩色の植物画が素晴らしい。現在ライブラ

リーにて保管している。

また、見虫関係の図書の寄贈があいついだ。伊藤義

穂氏、中村泰之氏、山登明彦氏より合計450冊を越

える図書資料の寄贈を受けた。これにより見虫学関係

の資料がより充実することとなった。

なお、購入図書資料は、年に 2回ほど開催される

「図書選定委員会」により選定される。

(3)資料利用状況

①資料特別利用

博物館が収集した資料を広 く研究、教育普及に供す

るために特別利用の制度を設けている利用しようとす

る者は、特別利用承認申請書を提出し、承認を受けれ

ば収蔵資料の閲覧、計測、撮影などができる。

〔資料特別利用状況〕

分野 撮影 研究 掲載 合計

動 物 1件4点 1件4点

キ直 物

古生物 3件12点 11'牛l点 H牛13点

地球環境

図 書

i?i 言十 3件12点 11'牛4点 1件 l点 5件17点

②資料館外貸出

博物館が収集した資料を広く研究、教育普及に供す

るために、館外貸出の制度を設けている。利用しよう

とする者は、館外貸出承認申請書を提出し承認を受け

れば収蔵資料を借りることができる。
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〔資料館外貸出状況〕

分 野 件・点数

動物

植物

古生物

地球環境 3件25点

図書 l件5点

映像

写真

βEコ、 計 4件30点

(4)資料嬬蒸

博物館資料を永く良好な状況で保存するために、収

蔵資料の:膜蒸を実施した。

〔期間〕

平成7年5月26 日 ~ 31 日

(準備、除去作業を含む)

〔内容〕

殺虫・殺卵・殺菌を目的とする密閉爆蒸

〔場所〕

収蔵庫 1 (動物・植物・古生物・地球環境標本)

収蔵庫2 (見虫標本)

昆虫標本製作室

(5)刊行物

「神奈川県立博物館自然部門資料目録第8号j

〔発行日〕

平成7年3月31日発行

〔内容〕

-高桑正敏:阿部光典氏のゲンゴロウ類のコレク ショ

ンと研究

-神奈川県立博物館編 :阿部光典ゲンゴロウ類コレク

ション標本目録 (英文)

「神奈川県立博物館資料目録 (自然科学)第9号J

〔発行日〕

平成8年 1月31日発行

〔内容〕

-小出良幸・平田大二:慣石資料目録

-小出良幸 ・山下浩之 :損石データベースー神奈川

県立生命の星 ・地球博物館所蔵の慣石資料一 (英

文)

-平田大二 ・小出良幸:慣石標本の補修および保存

方法について



5.学習支援機能

県民の生涯学習意欲が高まる中で、その受け皿としての一翼を担う博物館への期待も大きくなっている。この県民

のニ ズに応えるため、当館の特質を生かした学習支援事業を展開する。

この事業は(1)入門者から研究者までを対象として、それぞれのニーズと習熟度に応じた学習機会を提供する

「自然科学講演会等J(2)学校教育と連携した体験的な学習に充てられるよう、児童生徒とその家族を対象とした

「学校週5日制対応講座等J(3)博物館の仕事に興味を持ち、館活動の参加を望む人達を対象とした「博物館ボラン

ティア育成講座等」により構成している。

(1)自然科学講演会等

〔自然科学講演会〕

事業名

博物館開館記念講演会

「地球を歩いてみませんか」

特別展講演会

「鱗麹類たちの戦略」

特別展講演会

「中津層出土のサルとその時代の動物J

博物館開館 l周年記念講演会

「自然史(誌)系博物館の位置づけ」

特別展講演会

「中津層のサル化石」

〔研究テクニック講座〕

事業名

相模湾の魚たち

大地の生い立ちを探る

開催日
場 所

4月29日

博物館シアター

11月3日

博物館講義室

3月2日

博物館講義室

3月20日

博物館シアター

3月30日

博物館講義室

開催 日
場 所

11月26日，

12月10日，

1月20日

博物館講義室

3月2日 3日，

9日， 10日，

16日， 17日

博物館実習実験室

小田原市酒匂川河口

ほか
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応募者
講師等

参加者

中 雄 一(科学ジャーナリス ト)
281名

漬田隆士(当館館長)

67名
日高敏隆(岐阜県立大学学長)

61名

67名
日高敏隆(岐阜県立大学学長)

61名

沼田 真(千葉県立中央博物館長)

189名 中川 志郎

269名 (ミュージアムパーク茨城県自然博物館長)

演田隆士(当館館長)

69名 岩本光雄

57名 (日本モンキーセンタ一所長)

応募者
講師等

参加者

39名
瀬能宏 (当館学芸員)

29名

43名
小出良幸・平田大二(当館学芸員)ほか

25名



(2)学校5日制対応講座等

〔学校5日制対応講座〕

事業名
開催 日 応募者

講師等
場 所 参加者

化石ウオッチング
4月8日 213名 松島義章・樽創・大島光春

南足柄市地蔵堂付近 41名 (当館学芸員)

博物館で化石ウオッチング 4月22日 松島義章・樽童Ij.大島光春

(落選者対応) 博物館内
60名
(当館学芸員)

磯の動物ウオッチング
5月13日 467名 瀬能 宏・中村一恵・佐藤武宏

真鶴町二ッ石付近 32名 (当館学芸員)

初夏の植物ウオッチング
6月10日

木場英久・勝山輝男・田中徳久

箱根町駒ヶ岳付近
86名 (当館学芸員)

※雨天中止

化石のでき方ウオッチング
7月8日 313名 大島光春・松島義章・樽創

博物館実習実験室 40名 (当館学芸員)

水辺の動物ウオッチング
9月9日 61名 新井一政・高桑正敏 ・苅部治紀

南足柄市内川 53名 (当館学芸員)

くだものウオッチング
10月14日 62名

博物館実習実験室 31名
勝山輝男・木場英久(当館学芸員)

コケウオッチング
11月11日 37名

伊勢原市日向薬師周辺 22名
生出智哉 ・勝山輝男 (当館学芸員)

河原の岩石ウォッチング
12月9日 71名

山北町中川温泉 43名
今永勇・山下浩之(当館学芸員)

地形ウオッチング
1月13日 31名

小田原市石垣山一夜城跡 27名
新井田秀一 ・小出良幸 (当館学芸員)

鉱物ウオッチング
2月10日 113名 加藤 昭 (国立科学博物館)

大月市猿橋 43名 平田大二・山下浩之(当館学芸員)

博物館で鉱物ウオッチング 2月24日

(落選者対応) 博物館内
8名 平田大二(当館学芸員)

早春の雑木林ウオッチング
3月9日 39名 田中徳久・木場英久 (当館学芸員)

大和市つきみ野 32名 ほか

中津層の化石を探る 3月23日 43名
田口公則(鹿児島大学大学院)

(特別展開連事業) 博物館実習実験室 48名
松島義章・樽創 (当館学芸員)ほか

※ 当日参加の保護者を含む
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〔博物館サマースクール〕

事業名

夜の見虫探検隊

博物館で昆虫探検隊

(落選者対応)

先生と地域リーダーのための

博物館見学

貝化石に名前をつけよう 1

貝化石に名前をつけよう 2

(かながわサイエンスウィーク対応事業)

博物館探検隊

(3)博物館ボランティア育成講座等

〔博物館ボランテイア育成講座〕

事業名

博物館学芸員の仕事

〔かながわ県民アカデミー〕

開催日

場 所

7 月 1 5 日 ~ 16 日

愛川町半原

8月19日

博物館講義室ほか

8月1日

博物館講義室ほか

8月9日

博物館実習実験室

8月25日

博物館実習実験室

8月26日

博物館講義室ほか

開催日

場 所

2月20日，21日，23日，

27日， 28日

博物館実習実験室ほか

事業名
開催日
場 所

9月3日， 10日， 15日， 16日，30日

イネ科植物入門
10月8日

博物館実習実験室

厚木市相模川河原

(4)ミユージアムライブラリー

応募者
講師等

参加者

牧林功(日本鱗麹学会)

275名 藤田裕(神奈川昆虫談話会)

37名 新津修平(日本蛾類学会)

高桑正敏 ・苅部治紀・新井一政 (当館学芸員)

53名 高桑正敏 ・苅部治紀(当館学芸員)

110名 勝山輝男・小出良幸(当館学芸員)ほか

103名 ※小・中学校教職経験者研修参加者を含む

67名
松島義章・樽創・佐藤武宏(当語学芸員)

89名
※応募者多数ため、午前と午後の2回
開催。当 日参加の保護者を含む

43名 松島義章・樽創 ・佐藤武宏(当館学芸員)

51名 ※当日参加の保護者を含む

118名 田中徳久(当館学芸員)

76名 ※当日参加の保護者を含む

応募者
講師等

参加者

63名 野村幸雄 (県立中央青年の家次長)

28名 勝山輝男・田中徳久(当館学芸員)

ほか

応募者

参加者
講師等

小崎昭則(東京薬科大学植物園)

59名
北川淑子(神奈川県植物誌調査会)

48名
高槻成規(東京大学大学院助教授)

勝山輝男・木場英久 田中徳久(当館学芸員)

ほか

博物館2階にあるライブラリ ーでは、図書資料や自然に関するビデオ、 CD-ROMソフトの利用や博物館情報

システムによる情報検索が行える。

現在、県民の方々などから提供いただいた魚の写真をデータベース化している。また、学芸員による学習相談も

毎日行っており、展示をご覧になっての質問や相談にも応じている。
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(5)普及・広報活動

今年度は開館の年にあたり、県民に開館したことを

知らせるとともに、博物館の利用を勧める広報活動を

積極的におこなった。

〔平成7年 1月1日~平成7年3月31日〕

①刊行物の作成

名 称

開館広報用ポスター

数量

3，000枚

開館広報用チラシ 160，000枚

広報用チラシ 300，000枚

催しもの案内チラシ(年4回) 各10，000枚

見学者用リーフレット(和文) 300，000部

見学者用リ ーフレット(英文)

見学者用リ ーフレット(ハングル文)

施設概要書

ミュージアムシアターのご案内(リーフレット)

博物館情報システムのご案内 (リーフレット)

②開館のお知らせ新聞広告

毎日新聞(3月26日付け)

③車内掲示

箱根登山鉄道

④看板類の設置

40，000部

10，000部

4，500部

20，000部

20，000部

箱根登山鉄道「入生田J駅構内および周辺道路

⑤神奈川新聞掲載協力

「地球と生命と神奈川の自然J(50団連載)

平成7年2月7日~

⑤開館のお知らせポスター駅貼り掲示協力

箱根登山鉄道「入生田」駅構内および周辺道路

東日本旅客鉄道株式会社

小田急電鉄株式会社

箱根登山鉄道株式会社

⑦開館のお知らせ・催しもの案内等取材協力

国・県・市町村の広報媒体利用 8機関

テレビ・ラジオ 9ネ土

新聞 1 2社

雑誌・タウン誌・企業広報誌等 1 5社

その他 4か所
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〔平成7年4月l日~平成8年3月31日〕

①刊行物の作成

名称 数量

広報用ポスター 2，000枚

開館1周年広報ポスター 1，0OO枚

開館1周年広報チラシ 150，000枚

開館l周年広報ポストカー ド 500枚

開館1周年広報カレンダー 400組

催しもの案内ポスター (年4回) 各1，O00枚

催しもの案内チラシ 各20，000枚

見学者用リーフレ ット 300，O00部

見学者用リーフレット(シンボルマーク入り)I 150，000部 l
施設概要書 6，000部|

博物館情報システム(冊子 5，000部

魚類写真データーベース(リ ーフレット)I 10，000部

②博物館のロゴ・シンボルマーク作成

①博物館紹介ビデオ (VH S)の製作

一般向け用、子供向け用各 100本約15分

④車内掲示

箱根登山鉄道 (継続)

⑤看板類の設置

箱根登山鉄道「入生田j駅構内および周辺道路 (継続)

⑤特別展、催しもののお知らせ等ポスター駅貼り掲載協力

小田急電鉄株式会社

箱根登山鉄道株式会社

⑦神奈川新聞掲載記事(継続)

「地球と生命と神奈川の自然J

(平成7年 2月7日~平成8年4月22日 50回完結)

③開館のお知らせ・催しもの案内等取材協力

国・県・市町村の広報媒体利用 2 1機関

テレビ・ラジオ

新聞

雑誌 ・タウン誌 ・企業広報誌等

学校新聞

そのイ也

1 8社

1 6社

7 9社

4校

1 6か所



(6)博物館実習生受入れ状況

当館では自然系分野を専攻し、学芸員の資格を取得

しようとする学生を博物館実習生として受入れている。

原則として一年間に 20名以内の実習生を受け入れる

ことになっている。実習は2日間の一般実習及び6日

間の実務実習によって構成されている。

〔人数〕

1 3名

〔内訳〕

大学別

法政大学文学部 l名

日本大学文理学部 1名

日本大学農獣医学部 2名

東京農業大学農学部 2名

横浜国立大学教育学部 7名

男女別

男性 3名

女性 1 0名

〔配属別〕

動物グループ 2名

植物グループ 3名

古生物グループ 4名

地球環境グループ 4名

実習名 グルプ名 実習期間

9月27日~
一般実習 全グルプ

28日

動物
10月3日~

8日

9月28日~

10月1日
植物

10月3日~

4日
実務実習

9月28日~

古生物
10月1日

10月3日~

4日

10月l臼~

地球環境
4日

10月8日~

9日

(7)刊行物

実習内容

博物館の展示、研究、

位置づけに関する講義

-展示及び収蔵庫見学

-液浸標本の整理、登録

-特別展の準備

-晴乳類関係の資料整理

-ジャンボブック展示

-標本製作と保管

-来館者の動向観察と展

示解説

-ジャンボブック展示の

計画と演習

-ワクシ ト作成

-資料整理

-来館者の動向観察と展

示解説

-標本キャスト製作

-ワクシ ト作成

-資料整理

-来館者の動向観察と展

示解説

-特別展の準備

「自然科学のとぴら 第1巻第l号j

〔発行日〕

平成7年6月15日発行

一一49-一

〔内容〕

漬田隆士 :発刊にあたって

木場英久:新しい博物館がめざすもの(植物グループ)

高桑正敏:新しい博物館がめざすもの(動物グル プ)

平田大二:新しい博物館がめざすもの (地球環境グループ)

樽 創:新しい博物館がめざすもの (古生物グルプ)

勝山輝男:ミュ ジアム・ライブラ リーと博物館情

報システム

中村一恵:ニホンジカ(巻頭)

「自然科学のとびら 第l巻第2号」

〔発行日〕

平成7年9月15日発行

〔内容〕

猪又敏男:神奈川県にゆかりの深いチョウ類とその

関連資料

高桑正敏:コノハチョウは木の葉に擬態しているのか

山下浩之:海にうかぶ地球のまど

佐藤武宏:巻貝のかたち

高桑正敏:オオムラサキ(巻頭)

「自然科学のとびら 第l巻第3号J

〔発行日〕

平成7年2月15日発行

〔内容〕

森山哲和:展示技法の事柄などから

平田大二:朝鮮民主主義人民共和国の地質調査報告記

木場英久 :ネパーjレヒマラヤの植物調査隊に参加して

7年度実習生:博物館実習を終えて

内田紀子:ジプティ共和国大統領生命の星・地球博

物館の訪問

木場英久:メコノプシス・ホリデ、ユラ(巻頭)

「自然科学のとびら 第l巻第4号J

〔発行日〕

平成8年3月15日発行

〔内容〕

小泉明裕 :中津層から日本最古のサル化石を発見して

長谷川善和:中津層のサルがいた時代

松島義章:中津層群神沢層産出の脊椎動物化石について

小出良幸:列島の火山

広谷浩子:およそ250万年前のサル化石コロブス
亜科の頭蓋骨(巻頭)

ミュ ジアムブックレット

「字宙からの贈り物一損石から探る地球誕生のなぞ一」

〔発行日〕

平成7年9月30日発行

〔内容〕

著者:小出良幸・山下浩之



6.博物館情報システム

(1)システムの概要

博物館情報システムは、当館がめざすところの

-高度情報化における自然、文化の情報センタ

・映像資料等、新しい形態の資料の収集、保存と

活用の拠点

・内外の博物館、学習文化施設等とのネットワー

クの拠点

となる新しい博物館を支える基盤システムとして整備

されること となった。

このシステムは8つのサブシステムより構成され、

これらが有機的に機能することにより、博物館業務の

柱である資料の収集・管理、研究、展示、広報・普及

活動をコンピューターをはじめとする最新の情報機

器・基盤により支援を行う 。 なお、当システムは、

当館と県立歴史博物館と共同で開発され、平成7年度

では「収蔵資料管理システムjと「展示情報システムJ

が稼働している。(図 l 博物館情報システムの概要)

〔機器構成〕

博物館情報システムの現状 (平成7年度末)は、以

下のようになっている。なお、各機器は lOBAS

E-5、Tにより TCP/IP手順で接続されている。

(表l 機器構成表)

(2)サブシステムの紹介

情報システムは8つのサブシステムから構成される

が、平成7年度は以下の 2つのサブシステムのみ稼働

している。

①収蔵管理システム

収蔵管理システムでは、今まで分野ごとや個人ごと

にパソコンやカード等で管理されていた収蔵資料の情

報を一元管理するとともに、資料の画像情報の管理も

行う。特に画像情報は 1677万色で最大20 4 8 x 
4 0 9 6画素の入力が可能な高解像度デジタルカメラ

などの機器を採用し、高品質の情報入力を可能として

いる。

また、収蔵資料の情報だけでなく今回「魚類写真

データベース」を構築し、外部のダイパーや釣り人な

どが撮影した魚の写真を属性情報とともにデータベー

ス化し、研究への利用はもちろんミユージアムライブ

ラリーやパソコン通信 (COPERNICUS)を通

じて一般に公開している。
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②展示情報システム

ミュ ジアムライブラリ において3台の才食索端末

により、以下のメニューで提供している。(平成7年

度)(表2 平成7年度提供メニュー及び資料点数)
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表1:機器構成表 (平成8年3月)

場所 機器名

収蔵サーバ

CPUノレーム 展示サーバ

情報検索端末

ミューγ7ム・7イ7守ラ?
検索端末

情報検索端末

企画情報部 情報検索端末

試料分析室 画像入力用 W8

※研究系アプリケーショ ン

-分布図作成ソフト :M別ELAS
・衛星画像処理ソフト:EXPIA 

機種名 使用os・ソフト等 メモリ ・ディスク容量

富士通 8/4・1000 801aris2.2・informix5 128MB. 25.2GB 

富士通8/4・1000 801aris2.2・informix5 64lV回 ・4.2GB

富士通FMV・590DE Windows3.1・VisualBasic2 40MB. 720MB 

富士通FMV・590DE Windows3.1・VisualBasic2 40恥ffi. 720MB 

富士通FMV・590DE Windows3.1・VisualBasic2 40MB・720MB

富士通FMV-590DE Windows3.1・VisualBasic2 40MB・720MB

富士通 8/4-20 801aris2.2・informix5 96恥ffi. 3.15GB 

表2:平成7年度提供メニュー及び資料点数

タイトJレ メニュー 概 要

神奈川の鳥
神奈川に生息する鳥、 215種の画像や解説文、分布図や鳴き声を

提供します。

神奈川の植物
神奈川に自生している植物、約 2，000種の画像や解説文を提供し

神奈川の自然 ます。

神奈川のチョウ 神奈川に生息するチョウ、 119種の画像や解説文を提供します。

神奈川のトンボ 神奈川に生息するトンボ、 80種の画像や解説文を提供します。

相模湾の魚 相模湾の代表的な魚、約 300種の画像を提供します。

神奈川の自然がわかる文献
神奈川の自然に関する文献を著者やキーワードなどから検索する

ことが出来ます。

収蔵庫探検
博物館の豊富な収蔵資料について、いろいろな検索方法により、

情報を得ることが出来ます。

県立歴史博物館が保有している約 7，000の浮世絵のコレクション

画で見る 浮世絵 の中から、時代や作者、地域などのテーマ毎に選択した浮世絵200

歴史と文化 点を紹介します。

絵馬 各地の絵馬、約 120点を紹介します。

数量 備 考

1 収蔵資料情報の管理

1 展示検索情報の管理

1 検索用の端末

3 学習支援用の端末

1 学習支援用の端末

1 検索用の端末

1 画像入力及び研究系アプリ*の使用

備 考



7.連携機能

(1)地域交流

①感謝の夕べ「トークコンサートJ
日頃の博物館活動に対する感謝の意を込めて、地域の方々及び関係者をお誘いして、 トークコンサートを実施。

〔開催日〕

平成7年9月21日演奏者大下茂樹、大久保雅子参加者 300名

平成8年3月23日演奏者大下茂樹、大久保雅子 参加者 300名

②サロン・ド・小田原

文化情報の発信基地として、月 l回程度、館内外の専門家による講演会を実施。

開催日 タイト jレ 講

平成7年
(当館学芸員)

5月25日
神奈川県のレッドデータ生物について 高桑正敏

勝山輝男

師

6月22日 丹沢の谷に化石サンゴ礁
(東海大学付属相模高等学校)

門田真人

(当館学芸員)

7月20日 台湾の自然と昆虫博物館 高桑正敏

苅部治紀

8月30日 地球の誕生を探る
(当館学芸員)

小出良幸

9月14日 ネパール植物調査旅行記
(当館学芸員)

木場英久

10月19日 北限の造礁サンゴを観る
(当館館長)

漬田隆士

11月22日 北朝鮮地質調査旅行記
(当館学芸員)

平田大二

12月14日 箱根仙石原湿原の花たち
(箱根町立箱根湿生花園)

井上香世子

平成8年
プレートと火山

(当館学芸員)

1月25日 今永 勇

(当館学芸員、職員)

ハワイ火山探検記
山下浩之

2月22日
大島光春

内田紀子

①当館を会場に実施された催し

平成7年10月8日 「神奈川県自然保護協会創立30周年記念大会j

平成7年12月2日 「西湘を考える県民のつどい 95 J 
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参加者

3 6名

5 8名

4 5名

6 0名

7 1名

7 0名

4 6名 |

5 9名

4 8名

4 1名



(2)館内施設等の状況

①ミュージアムショップ

ミュージアムショップは単なる「みやげものjでは

なく、当博物館のコンセプトにあった商品を開発し、

博物館利用者がその感動や驚きを持ち帰る助けとなる

ような商品構成が求められ、こうした考えを基に 「株

式会社田淵」が経営を行っている。

ショップの内容充実には、館長をはじめとする (シ

ョップ業者を含む)1ショップ検討会」を隔月で開催

し、試行錯誤を繰り返しながらも検討を重ねた。

その結果、書籍部門の充実、オリジナル商品の開発、

展示品と関係のある商品の品揃え、当館の刊行物の拡

充などの成果をあげた。

今後も博物館ショ ップの原点である「感動を手に、

思い出を語り合う楽しさ」を、利用者に実感してもら

うショップづくりを目指していく。

②レストラン「フォーレJ

博物館レストランは、見学による「博物館疲労」を

癒し、感動や驚きの余韻を語り合う空間として重要で

あり、利用者サービスの一翼を担っている。

3階の早川側の眺望のよい場所に設置され、営業は

レストラン経営に実績を持つ 「ホテル城山」が行って

いる。

メニューは洋食系を中心としたリ ーズナブlレな価格

ものが中心で、日曜・休日などはかなりの混雑をみせ

る。

今後は、博物館及び地域のレストランとしての特色

をだすため、博物館側とレストラン職員との定期的な

意見交換会を実施し、さらに内容の充実を図っていく。

③ともしびショップ「あーす」

障害者の社会参加の促進、就労の場の確保の視点か

ら、障害者の働ける場として、喫茶コーナーを中心と

した「ともしびショップJを設置。

明るいローズカラーのユニホーム姿で、気持ちの良

い笑顔でサーピスしている。

奥まった場所にあり、来館者からその存在が分かり

にくいため、看板などの増設や案内図などの設置を行

った。

今後は、利用者、館職員、ショップ職員の交流会等

の企画を検討しながら交流の輸を広げる必要がある。

-54一



E情物館再編盤備事業
1.再編整備事業経緯

63 年 度

教育庁社会教育部社会教育

組 課で担当

織

建

調査設計
自
築

ーーーー ーーーー
展
整備計画

扶 刀言

ーーーー ーーーー
資 (基本構想)

料
系 収 (基本計画)

集
ーーーー (展示計画) ーーーー
備

博
ロロロ

ーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー-.・ーーーーーーー
造

物 成
ーーーーーーーーーーーーーーーーー---ーーーーーーーーー
周
ill. 
整

館 備
ー・ーー ーーーーーーーーーーーーーーー，ーーーーーーーーーー・ーー
そ
の
他
l懇談会提言 l

人
文
系
博
物
館

開

設

準

備

博

物

館

館

事

業

7c 年 度 2年度 3 年 度 4 年 度 5 年 度 6 年 度 備 考

社会教育課に博物館建設準 社会教育部内に博物館建設 組織改正により、生涯学習 組織改正により、生涯学習 4月 1日- 1 2月 31日 平成7年 1月1日-3月31日

備班を設置
部内に博物館開設準備室を 生涯学習部内に自然系博物館整備担当

平成7年 1月1日生命の星・地球準備担当参事を置く 部生涯学習課となる 設置 参事を置く

平成2年3月31日現在 平成3年3月31日現在 平成4年3月31日現在 平成5年3月31日現在 平成6年3月31日現在 平成6年 12月31日現在
博物館及び歴史博物館組織発足に

一般事務 4 人 一般事務 8 人 一般事務 9 人 一般事務 13 人 一般事務 15 人 一般事務 19 (1)人
伴い、博物館開設準備室規模縮小

学芸員 (4 )人 学芸員 ( 5)人 学芸員 (13 )人 学芸員 (14 )人 学芸員 (24)人 学芸員 (25)人 一般事務 6人
技術職 (1)人 技術職 (1)人

司轡 1 人
ーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーー喧ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーー・ー. ー--_.酔'ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーー------ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーー'ーーーーーーーーーーーーー
言十 4 (4)人 言十 8 (5)人 計 9 (13)人 言十 13 (14)人 計 15 (25)人 計 20 (27)人 計 6人

回同 本体工事
「一ーーー-

駐車場設置工事
建築基本設計 建築実施設計

4-6年度
外構・緑化工事

継続費設定
ーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー---ーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーー喧ーーーーーーー ーーーー'ーーーーー・ーーーーーーーーーーー・ーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 生

|展示プ時ザル||
命

展示基本設計 展示実施設計 展示品製作及び展示工事 の
星 生命の星・地球博物館

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--ーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーー-------ーーーーー・ーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーー・ーーーーーーーーーーーーーー

|資料収集計画|
地 平成7年 1月1日組織発足

資 料 収 集
球
博 館長 1人

資 料 加 工 整 備 保 タ面直 館物 一般事務 1 2人
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーー--ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーー，ーーーーーー'ーーー'ーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーー-----ーーーーーー ーーーー---ーーーーーーーー-----ーー'ーーーーーーーーーーー-- 学芸員 2 1人

|研究機器等整備
技術職 l人
司書 l人
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー.ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・ーーーーーーーーー ーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーー，ーーーーーーー ーー・--ーーーーーーーーーーーー-ーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーー・ーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
計 3 6人

|造成基本調査| |造成基本設計n造成実施設計工事 (1期01同 (2期o |造成設計 工事 (4期)

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーー・・・ーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーー---ーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 連絡橋エレベーター設置

道路台帳調査 聖子司
ーー，ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

|電波障害調査| |家屋電波道路台帳調査井戸水 ・家屋調査

ーーーーー，ーーーーーー・ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ーー・ーーーー ーーーーーーーーーーーーー，ーーーーーーーーーーーーーー・ ー，唱ー--ーー，ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーー，ーーーーーーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

用地購入 」ーーー

~ 

省 略 直
歴史博物館

平成7年 1月1日組織発足

自然系博物館整備関連事務 ・開館準備
生
命

人文系博物館整備関連事務 ・開館準備 の
星

|情報計画| |情報システム調査分析| |情報システム調査設計| 情報シス テム開発 地

毒物輯
県立博物館

|ミユージアムライブラリー整備 平成7年 1月1日

組織改正により、生命の星
県 立 博 物 館 寸-・ 習 支 援 事 業 / 

地球博物館及び歴史博物館歴• 史
県立博物館展示事業 展示解説作成・準備

博物館

県立博物館調査研究事業
---;;::一ー;;=:ーー'ーー= ーーーー--ーーーーーーー.-ー-ーa・ーー

自然系・人文系調査研究事業ー-ー0;=ーーーーー一ー一一ーー一.ー-ーー-ーー.ーーー司-ーー唱・.・ー.ー一.ー=ー士 ・ー・.ー.恒咽ー・-ーーー
ーーー====ーーーーーーーーーーーーー-ーー・.--

県立博物館資料収集事業
L一一一一ー
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2基本構想提言 (抜粋)

神奈川県立博物館整備構想に関する提言

一自然系博物館 ・人文系博物館の基本的な考えかたー

(昭和63年12月 神奈川県立博物館整備構想懇談会)

第 1章博物館整備の背景と方向

1 博物館整備の背景

現県立博物館は「神奈川の自然と文化」を基本

テーマとして昭和42年に設立された総合博物館で

ある。建設当時としては様々な意味で日本の先端

を行く博物館であったが、二十余年を経過した現

在、次のような背景から再編整備が求められてい

る。

(1) 県民意識の変化

ア 知的活動の拡大や知的好奇心の高まり

イ 神奈川の自然や文化に対する再認識

ウ 参加、創造、レクリエーション等の欲求の

高まり

(2) 社会情勢の変化

ア 環境、エネルギ一等のグローパルな問題の

出現

イ 学問の進歩や科学技術の発展

ウ 情報化、国際化の進展

エ都市化の進行

オ 文化の東京集中

(3)博物館に求められる社会的課題

ア 社会の変化、科学の進歩に対する柔軟な対

応

イ 人々との積極的な交流、人々の文化活動へ

の支援

ウ 神奈川をよりよく知りたいという欲求への

対応

エ 資料 ・情報の積極的な集積と活用

2 博物館整備の方向

社会的な背景を受けとめ博物館を整備する方向

としては、次のような点があげられる。

(1) 第一級の資料と最新科学の成果をいかした21

世紀に向かつて質の高い文化施設

(2)学習、交流、創造活動の拠点

(3) 自然、文化に対する認識を新たにし、現代的

意義を啓発・普及する拠点

(4) 現代社会における問題を提起し、未来を展望

する研究拠点

(5) 再現することのできない資料、新しい形態の

資料等の収集・保存と活用の拠点
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(6) 高度情報化社会における自然、文化の情報セ

ンター

(7) 内外の博物館、学習文化施設等とのネットワー

クの拠点

(8) 現県立博物館の二十余年の蓄積を守り育て発

展させる新しい博物館

第2章 自然系博物館の理念

l 意義

自然系博物館の意義は、次のような点があげら

れる。

(1) 21世紀を担う子供たちに自然へ目を向けさせ

ること

(2) 生命の不思議さや自然創造の神秘に対する現

代の人々の深い関心と知的欲求に応えること

(3) 現在の科学における自然の見方をきちんと知

らせ、現代の新しい自然観を探求すること

(4) 地球規模の自然の展開という大きな流れの中

で、神奈川の自然の特性を理解させること

(5) 自然科学の進歩が宇宙や生命の根源的な事象

を明らかにする反面、その成果の応用が自然の

破壊という反作用も生むことを理解させること

(6) 人聞が他の生物を圧迫しているという状況や

人間活動が及ぼす地球的な規模の自然破壊につ

いて理解を深め、自然と人間のかかわりの未来

を考えさせること

(7) 神奈川の社会、経済等の現況認識から、県土

の利用と自然の状況を理解させること

(8) 宇宙、地球のタイムスケールと人間のタイム

スケールの違いを明らかにすること

(9) 地球が今後天体として存在する501:意年余りの

中で、人類の生存できる環境は有限で、ある こと

を知らせること

同現代でも生命の問題がまだ解明されていない

こと等、自然科学の限界や科学の方法論として

の限界があることを明らかにすること

2 基本テーマの設定

この博物館は、自然系博物館の現代的意義を踏

まえ、神奈川の自然から地球規模の自然までを専

門的かっ学際的な観点から総合的に扱い、自然と

人間とのかかわりを人々と共に探求し、現代・未

来の重要課題にするどく問題提起する博物館とす

る。



基本テーマは「地球・生命・人間Jとし、空間

的、時間的な広がりのある視点やかけがえのない

地球、生命という価値観に立って、地球、生命、

神奈川の自然、自然との共生をサブテーマとする。

基本テーマ:地球・生命・人間

サブテ マ:地球を考える

:生命を考える

:神奈川の自然を考える

:自然との共生を考える

展開の視点 :ミクロからマクロ、神奈川から地

球までの様々な規模で自然をとら

え展開する(空間)

:様々なタイムスケールで自然をと

らえ展開する(時間)

:かけがえのない地球と生命という

視点から自然をと らえ展開する

(価値観)

第3章人文系博物館の理念

一一一一一一省略

第4章 自然系博物館及び人文系博物館のあり方

21世紀に向かつて、多くの人々が利用した くなる魅

力ある博物館とするためには、その性格、活動、施設

整備、運営等の事項について配慮する必要がある。

1 性格

(1)積極的に活動する博物館

自然・人文・社会科学の進歩や人々の意識の

変化に対応し、常に企画し積極的に活動する博

物館

(2) 多面的な参加のできる博物館

生涯学習やレクリエーションのニーズに応

え、展示を観るだけでなく主体的に参加し様々

な体験のできる博物館

(3) 共同研究機関としての博物館

博士研究員(ポス ト・ドクトラル ・フエロー

シップ)等を受け入れ、大学等の研究機関と共

同研究のできる博物館

(4)研究をいかす博物館

調査・研究を基礎にして、それを深めること
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により生涯学習に資する博物館

(5)疑問に応え、頼りになる博物館

豊富な資料や情報の裏付けをもち、人々が博

物館に聞きに来たり、調べたりできる博物館

(6) 刺激・挑発する博物館

利用者に教えるというのではなく、何か頭に

残る ような刺激を与え挑発する博物館

(7) 人々の交流の接点と なる博物館

博物館における活動を接点に人々が交流し、

結ぼれる博物館

(8) 共同利用できる博物館

博物館の施設・機能を開放するとともに、展

示や資料保存等、共に活動できる博物館

(9) センター的機能を果たす博物館

県内の博物館の「もの・ひと ・こと」のセン

ターとしての博物館

一一一一一一 以下、省略

第5章実現に向けて

l 整備計画の推進について

(1) 自然系及び人文系博物館は共に連携し、県立

博物館として総合性と専門性が調和するかたち

で活動 ・事業を計画し、推進すべきである

(2) 自然系及び人文系博物館は、内外の博物館相

互のネットワーク、博物館と利用者とのネット

ワークの整備に努める必要がある

(3) 考古学、人類学等自然系と人文系の双方がか

かわる分野については、相互に補完できるよう

計画を進めるべきである

(4) 産業、技術、理工、人体等については、他に

類似施設の整備計画との総合的な調整を行う必

要がある

(5) 周辺の博物館の活動内容と競合のないように

配慮し、新しい視点と切り口から調和のある計

画を立案すべきである

(6) 建築は博物館に内容、機能を優先させたかた

ちで計画すべきである

(7)展示は学芸員と専門デザイナーとの共同によ

り計画することが望ましい

一一一一一一 以下、省略一一一一一一



3.各種委員名簿

神奈川県立博物館整備構想懇談会委員

(昭和63年5月1日~平成元年3月31日)

神奈川県立博物館の再編による自然系博物館の新設

及び人文系博物館の整備について必要な事項を検討。

敬称略

氏名 f支 職 名 等

岩井 宏賓 国立歴史民族博物館教授

餌取 章男 側三田出版会専務取締役

高良留美子 詩人

新堀 豊彦 神奈川県自然保護協会会長

菅原 書雄 根津美術館館長

祖父江 孝男 放送大学教授

中 雄一 NHKチーフディレクター

貫 達人
宮崎産業経営大学学長

(副座長)

長谷川逸子 建築計画工房株式会社代表取締役

長谷川 善和 横浜国立大学教授

松井 孝典 東京大学助手

蓑島 清夫 小田原に博物館を進める会会長

渡連 格
慶応大学名誉教授

(座長)

※ 役職名は、当時の主なものをひとつ記載

博物館再編整備推進懇話会

(平成3年度~平成6年度)

神奈川県立博物館の再編整備事業にあたって、21世

紀を展望し、 多様な県民ニーズに対応した新しい博物

館としての総合的な推進を図る。

敬称略

氏名 f支 戦 名 等

伊藤 和明 文京大学教授

長谷川 善和 横浜国立大学教授

岩井 宏賓 国立歴史民族博物館教授

加藤 有次 国学院大学教授

※ 役職名は、 当時の主なものをひとつ記載
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神奈川県立自然系博物館(仮称)資料収集委員会

(平成元年11月27日~平成7年3月31日)

神奈川県立自然系博物館 (仮称)が収集する資料に

ついて必要な事項を検討。

敬称略

氏名 役 職 名 等

上回 誠也
東海大学教授

(委員長)

河合 雅雄 日本モンキーセンタ一所長

杉村 新
慶応大学講師(元神戸大学教授)

(副委員長)

中 雄一 科学ジャーナリスト

長谷川 善和 横浜国立大学教授

※ 役職名は、当時の主なものをひとつ記載



W参考資料
1.条例・規則

神奈川県立の博物館条例

(趣旨)

昭和41年10月7日

条例第43号

第l条 この条例は、神奈川県立の博物館の設置、管理

等に関し必要な事項を定めるものとする。

(設置)

第2条博物館法(昭和26年法律第 285号)に基づき、

次のとおり神奈川県立の博物館(以下「博物館」と

いう。)を設置する。

名称 位置 目 的

神奈川の文化及び歴史に関す

神奈川県立
横浜市中区 る資料の収集、保管及び展示

南仲通 5丁 並びにこれに関する調査研
歴史博物館

目60番地 究、情報提供等を行い、県民

の学習活動を支援すること。

地球及び生命の営みに関する

神奈川県立
小田原市入

資料の収集、保管及び展示並

生命の星・
生田499番地

びにこれに関する調査研究、

地球博物館 情報提供等を行い、県民の学

習活動を支援すること。

(職員)

第3条 博物館に、事務職員、技術職員その他の所要の

職員を置く。

(観覧料の納付)

第4条博物館に展示している博物館資料を観覧しょ

うとする者は、別表に定める額の観覧料を納めな

ければならない。ただし、公開の施設に展示してい

る博物館資料の観覧についてはこの限りでない。

2 前項本文の規定にかかわらず、特別な企画の展

覧会を開催する場合の観覧料は、神奈川県教育委

員会(以下「教育委員会」という。)がその都度定め

ることができる。

3 前2項の観覧料は、前納とする。

(観覧料の減免)

第5条前条第 l項本文及び第2項の規定にかかわら

ず、教育委員会は、次の各号のいずれかに該当する

者については、観覧料を減免することができる。

(1)教育委員会が開催する行事に参加する者

(2) 教育課程に基づく教育活動として入館する児

童及び生徒の引率者

(3) その他教育委員会が適当と認めた者
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(観覧料の不還付)

第6条 既に納付された観覧料は、還付しない。ただし、

教育委員会が災害その他特別の事情により還付す

るのを適当と認めたときは、この限りではない。

(資料の特別利用)

第7条博物館資料を学術上の研究のため特に利用し

ょうとする者は、教育委員会の承認を受けな

ければならない。

(利用の制限)

第8条 教育委員会は、博物館の利用者が次の各号の

いずれかに該当する場合には、その利用を制

限することカ宝できる。

(1) この条例又はこの条例に基づく規則に違反し

たとき。

(2)他の利用者に著しく迷惑をかけるおそれがあ

ると認めるとき。

(3) 施設、博物館資料等を損傷するおそれがある

と認めるとき。

(4) その他教育委員会が必要と認めるとき。

(博物館協議会の委員の任期)

第9条 附属機関の設置に関する条例(昭和28年神奈

川県条例第 5号)第 2条の規定に基づき設置

された神奈川県博物館協議会の委員の任期は、 2

年とする。ただし、委員が欠けた場合における

補欠委員の任期は、前任者の残任期間とする。

2 委員は再任されることができる。

(委任)

第10条 この条例に定めるもののほか、博物館の管

理等に関レ必要な事項は、教育委員会規則で定

める。

別表(第4条関係)

区 分 個人 20人以上の団体

20歳以上の者 l人につき I人につき

神奈川県立 (学生を除く) 300円 250円

歴史博物館 20歳未満の者 同 同

寸ヱ4ー. 生 2 0 0円 150円

20歳以上の者 同 同
神奈川県立 (学生を除く) 500円 400円
生命の星 -

地球博物館
20歳未満の者 同 同

ザ品ムー 生 300円 200円

備考 l 学生とは、学校教育法(昭和22年法律第26号。

以下「法jという。)第 1条に規定する大学及び

高等専門学校、法第82条の 2に規定する専修



学校並びに法第83条第 l項に規定する各種学

校に在学する者をいう。

2 学齢に達しない者、65歳以上の者並びに法

第l条に規定する小学校、中学校、高等学校、

盲学校、聾学校及び養護学校並びにこれらに

準ずる教育施設に在学する者は、無料とする。

附則 (平成6年12月初日条例第50号)

l この条例は、平成7年1月1日から施行する。

2 附属機関の設置に関する条例(昭和28年神奈川

県条例第5号)の一部を次のように改正する。

別表教育委員会の項神奈川県立博物館協議会の

項中「神奈川県立博物館協議会」を「神奈川県博物

館協議会jに、「神奈川県立博物館」を「神奈川県立

歴史博物館及び神奈川県立生命の星・地球博物館」

に改める。

神奈川県立の博物館組織規則

(趣旨)

昭和41年11月18日

教育委員会規則第10号

第1条 この規則は、神奈川県立の博物館の組織に関

し必要な事項を定めるものとする。

(部等の設置)

第2条神奈川県立の博物館に、次の部及び謀を置く 。

管理部

管理課

経理課

企画情報部

企画普及課

情報資料謀

学芸部

(管理課の事務)

第3条 管理課においては、次の事務(神奈川県立生命

の星 ・地球博物館にあっては、第 6号に掲

げる事務を除く 。)を分掌する。

(1) 公印に関すること。

(2) 文書の収受、発送、保存、閲覧等に関すること。

(3) 個人情報の開示、訂正、是正等に関すること。

(4) 人事に関すること。

(5) 財産の管理及び館内の秩序の維持に関するこ

と。

(6) 神奈川県博物館協議会に関すること。

(7) その他他部課の主管に属しないこと。

(経理課の事務)

第4条 経理課においては、次の事務を分掌する。
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(1) 予算の経理に関すること。

(2)観覧料の徴収に関すること。

(3) 物品の調達及び処分に関すること。

(4) 寄贈品の受納並びに寄託品の受納及び返納に

関すること。

(企画普及課の事務)

第5条企画普及課においては、次の事務を分掌する。

(1) 博物館活動の企画及び調整に関すること。

(2) 博物館活動の普及及び広報に関すること。

(3) 博物館活動に関する講演会、講習会、研究会等

の開催に関すること。

(4)他の博物館その他教育、学術又は文化に関す

る施設、団体等との連絡、協力及び情報の交換

に関すること。

(情報資料課の事務)

第6条 神奈川県立歴史博物館の情報資料課において

は、次の事務を分掌する。

(1) 人文科学等に関する図書等の収集、整理、保管

及び閲覧に関すること。

(2)博物館情報システムの運用に関すること。

2 神奈川県立生命の星・地球博物館の情報資料課

においては、次の事務を分掌する。

(1) 自然科学等に関する図書等の収集、整理、保管

及び閲覧に関すること。

(2) 博物館情報システムの総合的企画及び調整並

びに運用に関すること。

(学芸部の事務)

第7条 学芸部においては、次の事務を分掌する。

(1)博物館資料の収集、製作、整理、保管、展示、解

説及び指導に関すること。

(2) 博物館資料の専門的及び技術的な調査研究に

関すること。

(委任)

第14条 この規則の施行に関し必要な事項は、神奈川

県教育委員会教育長が定める。

附則 (平成6年12月27日教育委員会規則第26号)

この規則は、平成7年1月1日から施行する。



神奈川県立の博物館の利用等に関する規則

(趣旨)

昭和41年11月18日

教育委員会規則第9号

第l条 この規則は、神奈川県立の博物館の利用等に

関し必要な事項を定めるものとする。

(権限の委任)

第2条 次に揚げる神奈川県教育委員会の権限は、神

奈川県教育委員会教育長(以下「教育長」と

いう。)に委任する。

(1) 神奈川県立の博物館条例(昭和41年神奈川県

条例第43号。以下「条例jとい う。)第 4条第

2項の規定により観覧料を定めること。

(2) 条例第5条の規定により観覧料を減免するこ と。

(3) 条例第6条ただし書の規定により観覧料の還

イ寸を認めること。

(4) 条例第7条の規定により利用を承認すること。

(5) 条例第8条の規定により利用を制限すること。

(休館日等)

第3条 神奈川県立歴史博物館及び神奈川県立生命の

星・地球博物館(以下「博物館Jという。)

の休館日は、次のとおりとする。

(1)月曜日

(2) 国民の祝日に関する法律(昭和23年法律第

178号)に規定する休日の翌日

(3) 1月1日、同月 3日、同月 4日及び12月28日か

ら同月31日まで

(4) その他教育長が定める日

(5) 前項の規定にかかわらず、教育長は、必要があ

ると認めるときは、臨時に博物館を開館するこ

とができる。

(開館時間等)

第4条 開館時間は、次のとおりとする。

名 手下 開 官官 時 問

神奈川県立
午前9時30分から午後5時まで。た

歴史博物館
だし、午後4時30分以降は入館するこ

とができない。

神奈川県立 午前9時から午後4時30分まで。ただ

生命の星 ・ し、午後4時以降は入館することができ

地球博物館 ない。

2 前項の規定にかかわらず、教育長は、必要がある

と認めるときは、これを変更することができる。
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(観覧券の交付)

第5条 教育長は、博物館に展示している博物館資料

を観覧するため、条例第 4条の規定により観

覧料を納めた者に観覧券を交付するものとする。

(観覧料の減免申請)

第6条 観覧料の減免を受けようとする者は、あらか

じめ、観覧料減免申請書を教育長に提出し、

観覧料減免承認書の交付を受けなければならな

Uミ。

(観覧料の還付申請)

第7条 観覧料の還付を受けようとする者は、観覧料

還付申請書に観覧券を添えて教育長に提出し、

観覧料還付承認書の交付を受けなければならな

し、。

(資料の特別利用)

第8条 条例第7条の規定により博物館資料の特別利

用の承認を受けようとする者は、特別利用承

認申請書を教育長に提出し、特別利用承認書の交

付を受けなければならない。

(利用の方法)

第9条 博物館を利用する者は、博物館の管理上必要

な事項を守り、職員の指示に従わなければな

らない。

(資料の館外貸出し)

第10条 次に掲げるものは、教育長の承認を受けて博

物館資料の館外貸出しを受けることができる O

(1) 国立の博物館、博物館法(昭和26年法律第 285

号)第2条第 1項に規定する博物館及び同法第

29条の規定により文部大臣の指定した博物館に

相当する施設

(2) 社会教育法(昭和24年法律第 207号)第21条に

規定する公民館

(3) 国立の図書館及び図書館法(昭和25年法律第

118号)第2条第 l項に規定する図書館

(4) 学校教育法(昭和22年法律第26号)第 I条に規

定する学校

(5) その他教育長が適当と認めるもの

2 前項の規定による承認を受けようとするもの

は、館外貸出承認申請書を教育長に提出し、館外

貸出承認書の交付を受けなければならない。

(館外貸出しの期間)

第11条 博物館資料の館外貸出しの期間は、30日以内

とする 。ただし、教育長は、特に必要がある



と認めるときは、これを延長することができる。

2 前項の館外貸出しの期間は、博物館が当該博物

館資料を引き渡した日から起算してその返還を

受ける日までの日数により算定するものとする。

3 教育長は、館務の都合により必要があるときは、

博物館資料の館外貸出しの期間中であっても、

当該博物館資料の返還を求めることができる。

(館外貸出しをした資料の利用方法)

第12条 博物館資料の館外貸出しを受けたものは、当

該博物館資料を、承認を受けた利用の目的又

は場所以外の目的又は場所で、利用しではならな

u、。

(資料滅失等の届出)

第13条博物館資料の館外貸出しを受けたものは、当

該博物館資料を滅失し、又は損傷したとき

は、直ちに資料滅失(損傷)届出書を教育長に提出

しなければならない。

(寄託を受けた資料の利用の制限)

第14条 寄託を受けた博物館資料の館外展示及び館外

貸出しは、寄託者の承諾がある場合のほかは、

行なうことができない。

(委任)

第15条 この規則の施行に関レ必要な事項は、教育長

が定める。

附則 (平成6年12月27日教育委員会規則第26号)

この規則は、平成7年 1月1日から施行する。

神奈川県博物館協議会規則

(趣旨)

昭和41年11月18日

教育委員会規則第11号

第l条 この規則は、神奈川県博物館協議会の組織及

び運営に関レ必要な事項を定めるものとする。

(会長及び副会長)

第2条神奈川県博物館協議会(以下「協議会」という。)

に、会長及び副会長を置く 。

2 会長及び副会長は、委員の互選とする。

3 会長は、協議会を主宰し、会務を総理する。

4 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき
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又は会長が欠けたときは、その職務を代理す

る。

(招集)

第3条協議会の会議は、会長が招集する。

(議事)

第4条 協議会は、委員の過半数が出席しなければ会

議を開くことができない。

2 協議会の議事は、出席した委員の過半数で決し、

可否同数のときは、会長の決するところによ

る。

3 前項の場合において、会長は、委員として議決に

加わるこ とができない。

(庶務)

第5条 協議会の庶務は、神奈川県立歴史博物館にお

いて処理する。

(委任)

第6条 この規則に定めるもののほか、協議会の運営

に関し必要な事項は、会長が協議会にはかつ

て定める。

附則(平成6年12月27日 教育委員会規則第26号)

この規則は、平成7年 1月1日から施行する。



2.施設概要

土地・建物

〔土f耐震要〕 置物仕上J(本館)

本 館 連絡橋EV棟 外割問土上げ

所在地 小田原市入生田499番地
動配E憤 41. 792m' 1 5 3 m' 
地自

宅鮒地旨定 (→住居惟6居O地%域)) 宅住地居地域
用建途ぺい率 70% ({jE6 0%) 60% 
容積率 4 0 0% (住居200%) 200% 
現況 国自然道環一号境線に恵と早まjれ11とにはさま札

た位置

民糊腰〕

本 館 溺各橋EV棟

構造
地鉄8下，骨鉄1l筋階6地コ5m'上ンクリート造り

鉄筋コン?リート造り

建樹延築床莫面面積積
4階建て 地上2階建て

31m' 

1(地9下，駐O車2場Od 4，800IIf含む)
4 4 m' 

最高高さ 23.25m 

〔各階別面積J(本館)

面積 主 要 室

地下i階 5. 852m' 駐車場、機械室等

l階 7. 427m' エントランスホール
ミュージアムシアター

常l崎設展底示室講、義特室5等1展示室

2階 2. 166m' ミュージアムライブラリー
事務部門等

3階 3.017m' 常設展示室

ジャンボブッ実ク展習示実験室室等
レストラン、

4階 5 0 6 m' 機械室等

塔屋 5 2 m' 

合計 19.020m' 

〔用途君恒摘J(本館)

エントランススペース 9 8 4 m' 
展示スペース 5.075m' 
学収蔵習スペース 8 6 7 m' 
スペース 1. 433m' 
研究スペース 8 0 4 m' 
管理・その他 5.057m' 
地下駐車場 4.800m' 

i仁Lコ 2十 19.020m' 

屋根
御((勾景陸三配屋石根屋ジ根)ェ) カラーステンレス

アスフアルト{防土水と下げ紺、押二丁え掛コンクリート
外壁 ッ卜ノ〈ーナー け磁器質タ
イル及びカラーアルミタイj同長り

建具 カラーアルミサッシ、ステレスサッシ、スチールサ
ツン

内割問土上げ(主な箇所のみ〉

エントうンスホー)y
床 御大理景Z石石本ジ磨ェッ卜ノ〈ーナー仕上げノぞターン張り

展壁天示井室
き及吸音びノカぞラーアルミパネル張り

カラーアルミ ネル

床 カーペットタイバ敬

壁天井 PB下シ地ュ天ガ井ラスクロスEP
メッ

シアター

床昌ニ企幸ニ
カーペットタイ/同教

銘縦木佐議強付化石け膏CL及ひ宥干しケイカル板張り
天井 ボード貼り

l関床壁誌庫
コンクリー卜金ゴテ下地エポキシ樹脂塗り
コンクリー卜下地吹きつけコート

天井 デッキプレートOP

〔詣十・施工J(本館)
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E盟十

建築 側側室茸r~蛍十十
設備

展造示成 制中野ヰ青諒社十工務株式会社

施工監理

建築

倣撤嗣中冨回野目耳本組訪誼浮十十中十工学者務調株古式語会聖社財団
設備

展造示成

施工

建築

電空気調

昇衛降生機

展造示成

植外構栽

工事期間

展建矛築〈工工事事I 平成4年年10月月10日平平成成6年年12月月20日
平成4if10J310日 7if3Y3 1日

(連絡橋昇降機棟)

中妻子E思十工務株式会社
内田建設株式会社
倍旧宮柑土
白木オーチスエレベータ一株式会社



設 備

〔電気設備〕

週日電設備

面醐受宰高目圧圧電母器電コ欄親哩圧汀開ム53ノ相3膿式 6. 6kV 田Hz2，375kVA (乾式モールド形)
サ- 327kvar 

系系統統

自家発電設備原動機ガスタービンエンジン

360P交S(4流8，発73電8機rDm) 
発電機内流し

300直k流VA電Pf動0機.8起(動L式500r問)
起動方式

蓄電池設備

同用瞳公讃務量途竜3畳圧シ5配帥Al電o4機aE(剖ポ5搬時ケ(8作帥匹ッ腎ル用ト)式J、非ア常ル灯カ用リ璽馳

龍音量備
局交内換線線機容容量量デ2ジ7タ2回回ル交線線換((機l 5 O回回線線実実装装)) 

40mC150 

電気附散備 親子司瑚帯十 水テア'イ晶ナ発ロジ振グタ式式lレ2(出9力台2巨線)
タL式5台

ソーラ一時計l台

駐車場管理設備地下駐車場の満 ・空車表示l式

その他
身イ障ン者タ警ー報ホ呼ン設出備動示、装テ置レ、ビ避共聴雷針設設備備

〔蛍周設備〕

雪国方式

パ自拭央ッ式ケー定名Fジ措式掴C掴ユゾニE(l盟Cンッ軍ユAト軍併ニV方用式〕ッ開方I式特融用ク+途2トF宣〉
素振梯5 ガス吸収冷温水機 200RT 

宮周機等 ユニット型空調機 1 6台
ファンコイルユニット 5 3台
ビルマルチエアコン 37組7台
パッケージエアコン

換気設備 第排気1種フ及ァび第3種 給気ファン
ン 44台

自動常備股備中央臨毘装置1式

〔衛生設備〕

受氷槽
雨水槽
中水槽
中水処理装置

7 5 t 
300 t 
2 8 t 
5t/h 1台

3台

7台

加圧給水ポンプユニット
加回合水ポンプユニット
汚水ポンプ

540.e/min 1組は水用)

幸間F71<ポンプ
雨水ポンプ
雨水ポンプ
湧水ポンプ
ガス設備

L470.e!min 1組(中水用〉
300.e /min 2台
3∞.e!min 2台
1，0∞.e!min 6台
200.e!min 2台
200.e!min 2台

地下l階に都市ガス (6B)を引き込み、ガス吸収冷温71<
樵カフェテリア、ともしびショッフ等に僻合

〔昇降機設備〕

l号機 乗用 (展望用車椅子仕様) B1. 1. 2， 3F停止
13人乗り 45mJmin (電動式〉

2号機 乗用 (輯奇子仕様 B1.1. 3F停止 11人乗り

3号機

4号機

連絡橋

60mJmin (油圧式)
乗用 (車精子仕様)
60mJmin (油圧式)
荷物用 L 2， 3F停止
30mJmin (油圧式)
乗用 (車椅子仕様)
45mJmin (油圧式)

1. 3F停止

3， OOOKg 

1. 2F停止

エスカレーター 0200形、車椅子兼用)
30m!min (電動式〉

〔防災設備〕

自鱗署長品i響

非華電旦力増諮幅器問情 (非常用電源晴)360W 2台
120W 2台

カ 232個

担曙排排埋設埋備機機 調(ー作殻芽系、統統)) 15， 800 m'/h 1台
38，000m'/h 1$ ロ

曹界
モニターテフレビ88台台14型4台x2箇所

溜匿各毘橋エカレベーター臨見用
メービ3台

モニターテフレ 14型3台x2箇所

〔その他の設備〕

11人乗り

11人乗り

1~3F 

4口A 

iロA 

i台

6台
l ムロ

自動8扉台設備エントランスホーバ与の出入口に設置

自動東3自勧階|間テ隙庭ラ備ス8(人系1統工1地系盤統植栽部分の濯水用)

カスケード設備 (人工滝)
間口 24m、高さ 3m、水量 2.5m'/min、照明付き
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面積表

〔エン トラ ンススペ ース 〕

室 名 面積 (nO 

エントランスホール 782 
(救護室) ( 1 5 ) 
(幼児室 ) ( 1 3 ) 
cュF ゾ了ムシヨヲプ) ( 2 6 ) 
(ともしびショ ップ) ( 3 5 ) 
(ロ ッカ 一室 ) ( 1 7 ) 
カフェテリア 202 

計 984 

〔展示スペース 〕

室 名 面積 (rd ) 

ミュ ー ジア ム シアタ ー 467 
l階総合展示室 2 348 
(ラボラトリー ) ( 3 2 ) 
3階総合展示室 245 
(コンビュータ一室 〉 ( 9 3 ) 
ジャンボブック 展示室 5 8 1 
(編集室 ) ( 4 5 ) 
特別展示室 434 
(準備室(1)) ( 7 4 ) 
(準備室(2)) ( 4 4 ) 

計 5 075 

〔学習スペース〕

室 名 面積 Crd ) 

講義室 306 
(講師控室 〉 ( 1 6 ) 
実習実験室 1 3 9 
iュ-'J7ム7イ17リー 302 
書庫 1 2 0 

3十 867 
し一一一一一一一一

〔研究スペース〕

室 名 面積 (rd ) 

学芸員室 1 9 G 
共同研究室 3 9 
試料分析室 1 3 0 
化学分析室 4 4 
(化学天秤室 ) C 5 ) 
ク リー ンルーム(1) 1 2 
ク リー ンルーム(2) 8 
標本製作室 1 7 3 
くん蒸室 1 1 
乾燥室 9 
昆虫標本製作室 1 7 
冷凍乾燥室 3 9 
大型標本製作室 7 2 
薬品処理室 1 3 
薬品庫 1 3 
写場 1 8 
暗室 1 6 

計 804 

〔収蔵スペース 〕

室 名 面積(rrf ) 

収蔵庫 l 260 
収蔵庫 2 7 7 
液浸標本収蔵庫 9 6 

3十 433 

〔管理スペ ース〕

室 名

等

室

段

室

務

等

階

務

事

)

室

室
)
事

室

織

室

気

下

室
室
務
室
部
員
組
室
室

l
泊

2

室

室

電

廊

議

議

事

長

報

内

援

報

換

室

宿

室

業

視

・

(

室
会
会
部
館
情
案
支
情
交
室
員
易
員
室
作
監
室
レ
室
他

長

1
2
理
副
画
合
力
習
話
衣
備
簡
備
沸
掃
央
械
庫
イ
解
の

館
第
第
管
(
企
総
協
学
電
更
警
(
警
湯
清
中
機
倉
ト
荷
そ

2十

〔地下駐車場〕

)

一
7
2
2
1
3
3
4
9
9
3
3
9
4
4
1
4
9
4
9
2
0
2
一
7

d一

4
4
4
9
1
8
3
4
3
1
1
2
1
1
2
2
2
1
3
7
6
7
3

一

(

8

1

3

1

一
O

積

一

'

'
一

面
一

1

2

一
5

室 名 面積 Crd ) 

地下駐車場 4 800 
(乗務員控室 ) ( 3 2 ) 
(トイレ ) C 5 9 ) 
(機械室〉 ( 3 4 ) 

3十 4 800 

※ カッコ内の数字は内数

19.020 

4 4 

延床面積 19.064 
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3.職員名簿

〔平成7年l月l臼現在〕 〔平成8年3月31日現在〕

職名 氏名(専門分野〉 職名 氏名(専門分野)

館長(非常勤〉 演田 隆土(古生物 ・地球環境) 館長(非常勤) 演田 隆士(古生物・地球環境〕

副館長 本間正幸 副館長 本間正幸

管理部長 飯塚異康 管理部長 飯塚員康

管理課 管理課
-ーーーーーー， ー------..-圃晶晶 a晶骨+亭-・ーー--.---・ー・---..- _._--_.-・_...・ーー-ー ・ー・・・・・・・・・・・・・・・・噌喝炉司"

主課副主任長主幹事 塩長白川岩谷川正孝浩治明

主事 内由紀子

課長
塩長内白岩川谷川寺正町浩明省

主主副事事主幹
田紀子

経理課 経理課
ー--..・・."..-_.-‘ ・.晶・ーー・b・-ーーーー ー ._---.--・---..__..... ・噌・・...‘'・・・・.-ー...・・・・・ーー-ー...圃司..・...-・・』・・・ーー・..・ a・...ー・ー，・・ーーー...ー..・・-・ー・.-......・.......

古谷久夫
金井一雄
高縁健二

主課副主事長幹
古金井谷 久夫雄

高縁健二
河野智子

技術担当部長 鈴木孝雄 技術担当部長 風間春夫

企画情報部長 加藤憲一
※情報資料課長を兼務

企画情報部長 加情藤 憲一
※ 報資料課長を兼務

企画普及課 企画普及課
...........ー・....ー・・・ーー...・ーーー...ー-......司'司........-司.....__.__..........__.・ ..ーーー ー・・・ ーー'ーー・・ー ーーーー ーーー・・ ....-‘ 

主課副長主任幹学芸員
桐里中村山 正車夫 (動物・脊椎動物)

野中出 良花幸代子(博物館学)
主任研究員 (地球化学〉

学技非常芸師勤員
田 徳浩之久(植地球物生態学)
山橋下 ( 化学)

/1 板掛札 義宏道美
/1 甲谷武士

. 

佐田野藤中

山下
堀川

/1 

板掛橋札
/1 

/1 

伊曽藤雌 督幸洋/1 

情報資料課 情報資料課
ー‘'ーーー ー-ー 圃圃圃圃司合 ・ーー ・_..._--ーー・ ..・......-・...・ ・ ・・.. ド+・..ー・

課主長 t 企画情輝定報部長が兼務

主任査学(玄ヴプ司:;:書員) 
勝土屋山 男夫 (植物・維管束植物)

主主任事研 員 瀬能宏(動物・魚類)

鈴大木島 智光春明 (古生物・古脊椎動物〉学玄員

企画情報聞定宏部長が兼物務
勝土屋山 男夫 (植 ・維管束植物)

鈴瀬苅能木部 動物・魚類〉

智治紀明 (動物・見虫〉

学芸部長 村岡健作(動物・甲殻類) 学芸部長 松島 義章(古生物・古無脊椎動物)

動物・植物担当 動物・植物担当
-'，"'---‘'・・・ーーー._-_.....司........-..-........-ーー...ー-ー.....・...ーー・・・・・ー.. ー ・・ ・， ・ ・ 一...晶..圃晶， 司圃圃 合晶・ー ‘

専門学芸員 山口 佳秀(動物・晴乳類)
/1 生出 智哉(植物・非維管東植物)
/1 新高井 一政敏(動物物 ・両生腿虫類)

主任学芸員 桑正 (動・見虫)
/1 広谷 浩子久 (動物生態学)

技師 木場部藤 英 (植物物 ・維管東植物)

学技非常芸師勤員
苅佐 治紀宏 (動 ・昆虫)
武 (動物・海生無脊椎動物)

村森高橋 秀樹男作 (植物・維管東植物)
/1 岡 健 (動動物・甲殻類)
/1 谷 清 (物 ・衛生見虫)

専門学芸員

中村 車 ((植植動動観動物物物物物 ・非脊噛椎動類官物)
/1 

広藷轟皇高畢谷苔出口 佳智哉秀 (( ・・・昆語維虫)束〉植物)
/1 

主任学芸員
/1 

豊(手議会iF〕技非常師勤
/1 谷 秀清樹男( ・・衛生昆 ) 

古生物・地球環境担当 古生物・地球環境担当
司...ー・_...・ー・ー・・・ー..‘・ ・ーーーーー-・・ー ーー -_..・ ...ー.ー・，ーー骨骨喧... _....・・・・ー............. ..・... ー...._-ーー・-----_.-..-._..

専主学任芸門学学員芸芸員員 平今永田 大勇二 (〔地地学学・・鉱岩石物)) 

新井田 秀古一 (海洋光学)
ノf 樽倉IJ(生物・ 古脊椎動物)

専主任門学学芸芸員員

樽主耕大古島創田里良光(ニ書古春生」i(盟物古官主生・埠古物:重脊・量与椎古動i〉脊物椎動)物)
主任-:tf;"研究員
学玄員
/1 

/1 

一一6少ー



4.異動等の状況
[平成7年 l月1日~平成8年3月31日]

時 期 区分

退職
平成7年3月31日

退職(非常勤)

内部異動

新規採用

平成7年4月1日 イシ

新規雇用

。

新規雇用
平成7年5月1日 。

転 出

It 

転 入

。

平成7年6月1日
内部異動

ク

。
そ少

イシ

イシ

イシ

産休・育休代替

退職(非常勤)

平成8年3月31日 γ( It ) 

ク( It ) 

氏名 (組織)

村岡健作(学芸部長)

堀川 美哉 (企画普及課)

松島 義章(企画普及課長→学芸部長)

河野智子 (経理課)

佐藤武宏 (学芸部)

甲谷武士 (企画普及謀)

l 村岡健作 (学芸部)

伊藤 督 (企画普及課)

曽雌幸洋 "

鈴木孝雄 (技術担当部長)

新所属県民部文化室

1 佐藤英樹 (企画普及課)

新所属 津久井地区行政センター

風間春夫 (技術担当部長)

旧所属 県民部文化室

| 桐山正夫 (企画普及課)

旧所属平塚保健所

中村一恵 (学芸部→企画普及課長)

| 新井 一政 (企画普及課→学芸部)

| 小出 良幸 (学芸部→企画普及課)

山下浩之 (企画普及課→学芸部)

| 苅部治紀 (情報資料課→学芸部)

| 大島 光春 (学芸部→情報資料課)

佐藤武宏 (学芸部→企画普及課)

韮沢幸世 (学芸部)7年11月30日まで

板橋義美 (企画普及課)

曽雌幸洋 ( ク ) 

森谷清樹 (学芸部)
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5.入館者状況
〔平成6年度) (※ 平成7年3月21日ー骸公鴨馳)

有 料 入 館 者
開

月 館 個 人 団 体
日 小 計①
数 20歳以上 20歳未満
(牲を量() 学生 学生

3月 10日 10.541 501 23 11. 242 

〔平成7年度〕

4月 25日 23.Z79 465 472 189 24.405 

5月 25日 21. 611 443 592 日l 22. 737 

6月 25日 12.782 お5 3.幻8 58 16.お3

7月 26日 14.594 431 2.285 134 17.444 

8月 26日 26.930 943 895 3 28.竹i

9月 26日 11.前2 452 1. 874 日 14.241 

10月 n日 11. 352 340 2.429 。14. 121 
11月 25日 10.鈎5 舘7 3.119 78 14.469 

12月 22日 6.229 198 662 。7.089 
1月 幻日 9.148 213 645 。10.仮16
2月 M日 9.730 災4 1.107 。11. 181 
3月 26日 18.260 鵠4 1.387 お 20.応4

合計 'lSJ7日 176.762 5.365 18.745 629 201. 501 
」 一一

人'諸数最高 平成7年5月4日(祝 6.1 5 2人
平日平均入館者数 (23 5臼間1.26 2人

〔一般公開酷(平成7年3月21日)からの賠十〕

国

無 料 入 館 者

児 小学生 中学生 高校生 65歳以上 障害者 招待券

乙078 5.921 Lω5 470 1.811 お5

3.028 12.976 2.650 1. 714 5.∞3 495 

2.臼8 10.839 3.234 3.笈担D 4.016 1.343 

1. 736 5.872 3.156 780 4.806 999 

2.580 8.818 1.似8 641 3.430 845 

5.016 16.313 4.623 L図。 4.お8 899 

1.πo 5.214 1.239 422 3.飴6 幻2

1.639 9.4η 1. 401 924 4.324 1.056 

1.3π 5.827 1. 112 1.626 5.281 1.217 

826 1.ω4 510 138 2.356 お6

1. 470 2.臼2 ね8 266 2.596 673 

1. 631 2.362 1.1∞ 1~掲 4.関7 総5

3.314 8. (刷 1. 921 764 5.飴3 1.225 

幻.035 90.ω4 幻.232 l乙341 49.686 10.535 

入館者最低 平成8年l月12日(金 14 8人
目稽目、祝日平均入館者数 (62日r.ID 2. 5 2 6人

8ω 

2.145 

2.181 

1. 433 

1.117 

2.408 

ぬ5

関7

鈎3

お4

349 

458 

545 

13. 185 

〔単位人〕

メEコλ 

優待券 その他 小計② ①+②  構成比 I1日平均

662 13.132 24.374 i以) % I 2.437 

。2.521 30.臼2 54.937 12. 1% 2.197 

。1. 411 28.962 51. 699 11. 4% 2.飴8

。2.332 21. 114 37.497 8.3% 1.5∞ 

。2.お3 22.232 39.676 8.8% 1. 526 

。2.246 37.343 66.114 14.6% 2.543 

。2. 151 15.999 30.240 6.7% 1.1閃

2 3.848 お.358 37.479 8.3% 1.562 

22 3.246 20.701 35.170 7.8% 1. 407 

2 1. 111 7.397 14.486 3.2% 的8

2 879 9.105 19.111 4.2% 831 

4 1. 455 11.伎沼 幻.139 5.1% 964 

17 1. 499 幻，側 43.662 9.6% 1. 679 

49 25.お2 251. 7ω 453.210 1∞%  1. 526 



〔平成7年度入館者状況〕

トー一ー~

70， 000 

60， 000 

50，000 

40，000 

30， 000 

20，000 

10，000 

~ 
-、

除、、、‘ 、

~、『

0 

4月 5月 6月

〔入館者内訳1(料金区分)J 

(24， 1) 

(6. 0) 

20歳以上 (学生を除く )
小学生 (無料〉

11111 65歳以上 (無料)
議選 園児 (無料〕

〔特別展入館者状況〕

展示名 期 間

チョウとガの世界 7 .1 0 .7 ~7.1 1.26 

中津層出土の

サル化石
8.3.1 ~ 8.5 .1 2 

(単位:人)

;T¥i¥¥ 
ジ/ ¥ / 

¥ 〆、
、 戸戸戸/ ¥ 
ン/~ .¥ ーー-ー'

¥" ， ¥ ←--- レ~

7月

(39. 0) 

日 数

4 1 

2 6 

¥¥  

8月 9月 10月 11月 12月

〔入館者内訳2(有料・無料区分)J 

個人 (有料)

20歳以上 20歳未満

(学生を除く) 寸戸4ー 生

3，073 174 

有料者

(44.5) 

小計

3，247 

1月 2月 3月

無料

13，655 

26，049 

入館者総数
有料入館者数
無料入館者数

無料者

(55. 5) 

(単位:人)

合計

16，902 

26，049 

※ 中津層出土のサル化石は観覧料無料で、平成8年3月31日現在の数字
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6.来館者動向基礎調査の集計結果

(1)はじめに

今回のアンケート調査は、新しい博物館への来館者動向の基礎データを得ることを目的とし、平成7年 6月か

ら平成8年3月まで適宜実施し、総数3，500件を得ることができたのでその集計結果を報告する。

対象は当館に来館する個人および家族、小グループとし、 3階常設展示室からジャンボブック展示室への通路

に机を置き、直接見学者に呼びかけてその場で記入してもらう方法をとった。家族やグループの場合はその中の

一人にした。

(2)謂査日と調査件数:延べ36目、 3.5 0 0件

集計結果は、以下に示すとおりである。(比率は%)

※アンケート項目①および②は、家族、グループの代表者が記入のためその数値はあくまでもめやすである。

①性別は 1.性別は

男 性 女 性

人数 1. 795 1. 705 

比率 51. 3 48. 7 

②年齢は

小学生 中学生 高校生 大学生 2 0代 3 0代 4 0代 5 0代 6 0代 65歳以上

人数 570 191 65 128 414 870 662 2白 146 189 

比率 16.3 5.5 1.8 3. 7 11. 8 24.8 18.9 7.6 4.2 5.4 

(参考)調査した平成7年6月から平成8年3月までの入館者状況とその内訳

有 料 無 料 2.年齢は

人数 154. 359 192， 215 

比率 44. 5 55. 5 

個 人 団 体
内訳

20歳未満 20歳以上 20歳未満 20歳以上

人数 4.457 131. 872 349 17，681 

比率 2. 9 85.4 0.2 11. 5 

(無料内訳〉

園児 小学生 中学生 高校生 65議以上 障害者 招待券 優待券 その他

人数 21. 359 66.279 17，348 7.337 40，667 8.697 8，859 49 21. 620 

比率 11. 1 34.5 9.0 3.8 21. 2 4.5 4.6 O. 1 11. 2 
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③住所は 3.住所は

県 内 県 外 国 外 不 明

人数 2 7 3 4 7 4 3 1 2 1 1 

比率 78. 2 2 1. 2 o. 3 O. 3 

※ 国外からの来館者は、通訳がついているか日本語のわかる
外国人が対象となったために数値はおさえられている。

④ この博物館には誰と来られたましたか

先生や 子供会 観光コ 市民講
1f!:りで 家族と 友人・ 学校の 等の仲 ースの 座・市

知人と 仲間と 間と 仲間と 政教室
の仲間

人数 121 L 981 673 132 107 45 97 

比率 3.5 56.6 19. 2 3.8 3. 1 1.3 2.8 

⑤ 今日はこの博物館へ何で来られましたか

自宅から ホテル
電車で 貸切り 自家用 徒歩・ 路線 観光タ からの
バスで 車で 自転車 バスで クシー 送迎車

1(.イ?で で で

人数 L 061 352 2.002 44 9 17 13 

比率 30. 3 10. 0 57.2 1.2 O. 3 O. 5 0.4 

⑤ この博物館を何でお知りになりましたか

当館の 県のた
ポスタ よりや 新聞・ テレビ 学校・ 家族・ 通りが
一・ 市町村 雑誌 ラジオ 職場 知人材 かりで
チラシ 広報紙

人数 252 753 345 159 393 L 141 261 

比率 7. 2 21. 5 9.9 4.5 11. 2 32. 6 7. 5 

⑦ この博物館に来られたきっかけは何ですか

新しい 人にす 観光の 見学コ 当館の 市町村
博物館 すめら ついで ースに 講座・ 天候に 主催の
がみた れて にきた 入って 研修等 よって 講座・
いから し、fこ に参加 研修等

人数 1. 693 690 526 178 23 66 79 

比率 48.4 19. 7 15.0 5. 1 O. 7 1.9 2.3 
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PTA 
の仲間
と

36 

1.0 

その他

2 

0.1 

旅行会
社・観
光案内
所

136 

3.9 

PTA 
の会合
-研修
等で

40 

1. 1 

逼泊

逗画

自治会 職場の仲
や老人 間と その他
会の仲
聞と

58 217 33 

1.6 6.2 O. 9 

その他

60 

1.7 

自治会
-老人
会等の
研修で

43 162 

1.2 4. 6 



⑧ この博物館の見学の目的は何ですか

自然や 学習相 趣味や
科学に 談を受 場とし ・美術 教養を
関心が けたい て活用 館が好 深めた

ある したい きだから い

人数 1. 437 17 403 632 363 

比率 41. 1 0.4 11. 5 18. 1 10.4 

⑨ この博物館に来られたのは何回目ですか

初めて 2回目 3回目 4回以上

人数 2，985 373 82 60 

比率 85. 3 10. 7 2.3 1.7 

話題の
ひとつ

として

494 

14. 1 

仕事・
実務の その他

参考と

して

97 57 

2.8 1.6 

9.伺回目

圃副画亙}

直面

⑪ この博物館を見学 (滞在)した時間、または予定時間はどれくらいですか

30分以 1時間 1時間 2時間 2時間 3時間
内 以内 30分以 以内 30分以 位 半日 l日

内 内

人数 43 609 927 806 369 472 231 43 

比率 1.2 17.4 26.5 23.0 10.6 13.5 6.6 1.2 

(3)おわりに

盟国

この結果は今後のPR、展示、学習支援活動や博物館運営等に活かし、 調査は 8年度も継続して実施する。

なお、詳細な分析結果については別途報告する予定である。
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7.シンボルマーク・ロゴタイプ

博物館活動を展開していく上で、利用者に対して望ましいイメージを効率的に伝え、県民に親しんでいただくため

に、シンボルマーク・ロゴタイ プを制定。

刊行物、封筒、 ミュージアムグッズ等に利用。

(1)シンボルマーク

② @ 8，% 
18，% 

25，% 

英文字の表示はマーク直径25%以上です。24%以下は

表示不可。また、最小使用範囲は直径8%まで、それ

以下は使用できません。

〔説明〕

生命の根源 (DNA)を表すスパイラルをイメージしている。

スパイラルとは「時の流れ」を表すものであり、脈々として地球の営み、生命の進化の足跡をたどるものであり、

また同時に、「我が銀河系J地球とそこに生きるもの全てが属している字宙の形をシンボル化している。

(2)ロゴタイプ

神奈川県立生命の星・地球博物館
Kanagawa Prefectural Museum of Natural History 

〔説明〕

視覚的、感覚的に訴求する力が強く、他との区別化を図るシンボルマークとの調和を保ち、ニュートラルで読みや

すいものとした。
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8.日誌抄

年月日

平成7年 1月1日

3月8日

3月20日

3月21日

4月1日

4月29日

5月7日

5月26日

6月1日

6月22日

9月6日

9月21日

9月24日

10月7日

10月26日

11月10日

平成8年 2月22日

2月23日

2月28日

3月1日

3月20日

〔開館記念式典〕

出 来 事

生命の星・地球博物館機関設置

6年度第 l回神奈川県博物館協議会(会場:県立歴史博物館)

開館記念式典

一般公開開始

人事異動

開館記念講演会「地球を歩いてみませんか」

講師 漬田隆士、中雄一

入館者 10万人達成(開館41日目)

資料燥蒸実施 (31日まで)

人事異動

紺授褒章の伝達式

受賞者棲井都美子氏 (棲井コレク ションの寄贈)

小泉 明裕氏 (日本最古のサル化石の寄贈)

ジプチ大統領ご視察

第l回トークコンサート開催

入館者30万人達成 (開館 158日目)

特別展「チョウとガの世界J開催 (11月26日まで)

防災訓練 (第 l回)

7年度第l回神奈川県博物館協議会(会場:県立歴史博物館)

防災訓練 (第2回)

第2回トークコンサート開催

7年度第2囲神奈川県博物館協議会(会場:当館)

特別展「中津層出土のサル化石」開催 (5月12日まで)

開館 l周年記念講演会開催

平成7年3月20日(祝)、当館ミュージアムシアターにおいて開館記念式典が行われた。

長洲一二神奈川県知事からの主催者挨拶に続き、漬田隆士当館館長が生命の星・地球博物館の概要を説明し、来賓

を代表して熊山喜三郎県議会議長、小津良明小田原市長ほかの祝辞の後、来賓紹介、祝電披露が行われた。

引き続いて、エントランスホールに会場を移して、テープカ ットが行われ、出席者の方々が展示を観覧された。

開館記念式典 (会場:ミュージアムシアター、時間 :13:30 ~ 14: 15 ) 

開 会

主催者あいさつ

博物館概要説明

来賓祝辞

来賓紹介

祝電披露

閉会あいさつ

テープカット(会場:エン トラ ンスホール、時間 :14・15~ 14;30 ) 

展示観覧(会場:各展示室、時間:14:30 ~ 16:00 ) 

※ 翌3月21日 (火)、一般公聞が始まり、初日の入館者数は3，220人であった。
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9.利用案内

。開館時間 9:00-16:30 (入館は 16 : 0 0まで)

。休館日 月曜日(祝日、振替休日は開館)

祝日の翌日(火 ・土・ 日曜日にあたるときは開館)

館内整備点検の日 (偶数月の第3木曜日、但し8月は除く )

1 2月28日-1月4日

。観覧料
区 分 イ国 人 団体 (20人以上)

2 0歳以上

(学生を除く )
500円 400円

2 0歳未、満・ 学生 300円 200円

高校生以下 .65歳以上 主正 キヰ

く〉ミュージアムシアタ ー上映時間

定時間帯に館の基本テーマ「生命の星・地球」のガイダンス映像や、観客参加型のインタラクテイブ映像を、 200

インチのハイビジョンで上映。

番 組 上映時 間

生命の星・地球 第 1回 第2回

奇跡の旅立ち 9:30-9:45 14:00-14: 15 

生命の星地球 第 1回 第2回

生命の輪舞 10:30-10:45 15:00-15:15 

インタラク テイフ守 第 1回 第2回

怪人ネイチャーランドの挑戦 11:30-11:50 13:00-13:20 

。交通 小田急新宿駅

東名高速道路

箱根湯本駅

神奈川県立 女キヴJ
至東京

生命の星・地球博物館 西湘バイパス

所在地:神奈川県小田原市入生田499

箱根登山鉄道「入生田 (い りうだ)駅」よ り徒歩3分

。問い合わせ神奈川県立生命の星・地球博物館

TEL0465 (21) 1515 

FAX 0 4 6 5 (2 3) 8 8 4 6 

※ 上記内容は、平成9年 1月1日現在のものです。
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おことわり

本文でもふれたように、当館は、博物館再編整備に伴い「県立

博物館」の自然系部門が分離独立して、小田原市入生田に新設さ

れ、また、県立博物館は人文系の博物館として「県立歴史博物館」

に全面改修されました。

両館とも組織発足は平成7年 1月1日であり、それ以前は県立

博物館において、再編整備業務と並んで通常の博物館業務を行っ

ていました。

このため、当館の平成6年度の4月1日か612月31日までの

事業概要については、県立歴史博物館発行の年報(6年度)の中

で記載しています。

神奈川県立生命の星 ・地球博物館年報 第1号

(平成7年1月~平成8年3月)

印刷日 平成9年3月 8日

発行日 平成9年3月15日

発行者 神奈川県立生命の星・地球博物館

館長漬田隆士

干250 神奈川県小田原市入生田499

電話 (0465)21-1515 FAX (0465) 23-8846 

印刷所 フルサワ印刷株式会社

編集担当 :桐山正夫 ・瀬能宏 ・長谷川浩
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